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最終話　死にそうな目に遭ったのは多分Ｈなことを考えていたせい



第一章



１．



「すみませんでした」

　俺おれは恐ろしいほどの無表情で仁に王おう立ちする光ひか里りに深々と頭を下げた。

「……」

「本当に、申し訳ありませんでした……」

「それは私に謝ることじゃないでしょう？」

「は、はい……」

　俺はコンの方を向いてもう一度深々と頭を下げた。

「コンさん、この度は大変なご迷惑をお掛けしてしまい本当に申し訳なく――」

「もういい。ちゃんと直してもらったし」

　前回のあらすじ。ドブに落ちたコンを綺き麗れいにしてやろうと洗っていたら誤って鼻をちぎってしまい、更に修繕にも失敗して片目を抉えぐり抜いて口を縫い付けてしまいました。

「もしこれが善意に基づいた行動からの失敗でなかったら、陽ようちゃんもコンちゃんと同じ目に遭わせていたところだよ」

　呼び出しに応じて俺おれの家まで駆けつけてくれた光ひか里りは、コンを直しながら恐ろしいことを呟つぶやいている。俺の場合はコンと違って縫い付けるくらいじゃ元には戻らないのだが、しかし今回のことは俺が悪いので言い返すことも出来ず。

「ごめんなさい……」

「だからもういいって」

　時折光里が見せる氷のような怒りの恐ろしさを十分知っているのだろう、コンが気を遣って庇かばってくれた。ありがたい。今度上質な綿でも奢おごってやろう。

「コンちゃんが許すならこの件に関して私が言うことはもうないけど……」

　光里がちらりと部屋の壁掛け時計に目を遣やった。つられて俺も見る。

　現在時刻午後一時。中途半端な時間だ。

　ああ、そっか。光里はそまりと買い物に行っていたのに、コンの緊急事態に急いで呼び出してしまったから、予定が半端に潰つぶれてしまったのか。

　梅つ雨ゆの季節、せっかく珍しく晴れた休日だったのに、不完全燃焼で終わらせてしまうのは悪いなぁ……。そう思って俺は、

「光里。まだ一時だし、せっかくだからこれからどっか遊びに行かないか？　コンも連れて」

　と提案した。これからコンの元の持ち主捜しに付き合うつもりだったが、このまま光里を放ほったらかしにしておくのも悪い。かといって、コンに「元の持ち主を捜していることは光里に言わないでくれ」と頼まれているので本当のことを話すわけにもいかない。なので、光里には一緒に遊びに行くという体で、ついでに行く先々で元の持ち主捜しもしてみようと考えたのだ。元の持ち主捜しといっても手がかりがあるわけでもなく、コンの直感を頼りに色々なところを回ってみるくらいしか案がなかったのだから、これでもいいだろう。

「いいよな？」と尋ねるとコンは「好きにしろ」とそっぽを向いた。コンらしい反応だ。

「一緒に遊びに……？」

　らしくないのは光里の方だった。目線が落ち着かず挙動不審である。

「それはつまり、デート、ということ？」

「え？　いや、まあ、状況的には似たようなものだけど……」

　二人で遊びに行くことなんて今までもしょっちゅうだったのに、急にどうしたんだ。敢あえてわざわざそんな言い方をされると、ちょっと気恥ずかしいというか。変に意識しちゃうじゃないか。

「英語で言うとＤＡＴＥ？」

「それは発音をよくしただけだ。元から英語だ」

「Ｈを加えて並び替えるとＤＥＡＴＨ死になることでお馴な染じみの？」

「いや別にそんなことでお馴染みじゃねえよ！　つーかよく気づいたな！」

　何だ？　Ｈなことをしたら殺しますよ的なことを言いたいのか？

「そ、それならしょうがないな」

　こほん、と可愛かわいらしい咳せき払ばらいをして、光ひか里りは言った。

「陽ようちゃんがそんなに私とＨしたいなら付き合ってあげないこともないよ」

「待てぇえええ！　入れ替わってるから！　それだとやばい意味になっちゃってるから！　デート！　したいのはデートの方ね！」

「……デートしたいの？」

　言げん質ちを取った、とばかりに小悪魔的な微笑ほほえみで見つめてくる光里。

「う……」

　おかしいな。目的はコンの元の持ち主捜しのはずだったのに、なんでデートがメインみたいな話に……？

「したくないの？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　上目遣いでそう尋ねられ、蚊の鳴くような声で「……したいです」と答えた俺おれを、コンが胸焼けしたような表情で見ていた。



　そんなわけで図らずも光ひか里りとデート（？）をすることになったが、主導権は勿もち論ろん光里の手中である。

「じゃあ、まずは私の家に行こう」

「え？　せっかくなんだからどっか遊びに行く方が……」

「一度荷物を置きに帰りたい」

　そまりとの買い物帰りだった光里は両手一いつ杯ぱいの荷物を持ったままだったが、

「別に俺の家に置いてってもいいんだけど」

「……空気読んで」

「はい？」

　光里は頬ほおを赤く染めて、手に提げていた荷物を俺に見せた。そまりと一緒に買った新しい服が入っているようだ。

「せっかく可愛かわいい服買ったんだから、最初に陽ようちゃんに見て欲しいの」

　そんなことを言われてしまったら男としてはもうどうしようもない。

　というわけでまず最初に光里の家に寄った。光里の家に上がるのなんてもう数え切れないほどで、だから今更変に緊張する理由も意味もない。光里に「おじいちゃんとおばあちゃんは追い出……優ゆう子こちゃんと出かけてるから」と言われて（さっき光里が自宅に電話を掛けていた理由は訊きかないことにした）ああそうかこれから光里の家に二人っきりなんだということがわかっても、別に意識する必要は全くないのだ。

　……と、自分に言い聞かせていたのだが。

　やっぱり無理だ。ここ最近の出来事と光里の態度を思い返すと、光里の広い家に二人きり（コンはいつの間にかいなくなっていた。空気の読める猫である）という状況でとても平常心では居られない。動揺が顔に出ていないだろうか。

　若干俯うつむきがちになりながらも、階段を上って光里の部屋にたどり着く。

「……じゃあ、私ちょっと着替えるから、悪いけど陽ちゃんはここで待っててくれる？」

「あ、ああ」

「いいよって言うまで入ってきちゃ駄目だよ」

「わかってるよ」

　ぱたん、とドアが閉じた。壁一枚隔てたところで光里が着替え――

「いいよ」

「早っ！　もう着替えたのか!?」

　着替え始めて十秒くらいしか経っていない。どんなマジックだ。

「ちょうど今全部脱いだところだよ」

「一番駄目なタイミングじゃねえか！」

　っていうか全部って……え？　こいつ一体どこまで脱いでるの？

「入って確かめればいいんじゃないかな」

「心を読むなよ！」

　くそっ、完全に反応を予想されている。光ひか里りのやつ、絶対俺おれの反応を見て楽しんでやがるな。光里に振り回されるのはいつものことだけど、やられっぱなしはちょっと悔しい。たまにはこっちだって光里を動揺させてやりたい。

　そう思って俺は、ちょっと反撃に転じてみた。

「……じゃあ、入るからな。ドア開けるぞ」

「えっ？　よ、陽ようちゃん？」

「なんだよ、お前が入ってもいいって言ったんだから文句はないだろ？」

　さあどうだ。この返しは予想外だろう。どうする光里？

「……別にいいよ。さあどうぞ」

　光里は何でもない風ふうを装って答えてきた。しかし声が若干うわずっている。恥じらいを隠し切れていない感じがあまりにも可愛かわいらしくて、ついもっと意地悪してやりたくなってしまった。決して本当はただ光里の着替えが見たかっただけとかそういうことではない。

「ほ、本当に開けるからな？　いいんだな？　今ならまだ許してやるぞ？」

「だから別にいいって言ってるでしょ。それとも、なに、ひょっとして陽ちゃん、怖おじ気けづいたの？」

　くっ……安い挑発だ。だがここは敢あえて乗ってやろう。別に見たいわけではない。なんだかもうお互い変な意地を張ってしまって泥沼から抜け出せないでいるような気がするが、もうそんなのどうでもいい。チキンレースで男が女に負けるわけにはいかないんだ。

「い、いくぞっ！」

　叫ぶと同時、俺はドアノブに手を掛けて回した。部屋の中の光里は――

「遅かったね陽ちゃん」

　はぁはぁと息を切らせながら、既に着替えを終えて仁に王おう立ちになっていた。オレンジ色のシンプルなワンピース。ただし、よっぽど焦っていたのだろう、

「だから言ったでしょ、入ってもいいって。残念だったね、ドアの前でもたついて私に時間を与えてしまったことが陽ちゃんの敗因――」

「……光里、それ」

　俺は光里のワンピースを指して言った。

「服が前後ろだ」

　光里が顔を真まっ赤かにしてうずくまる様子は、なんだかとても眼がん福ぷくだった。
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　きちんと着替え直したオレンジ色のワンピースは、光ひか里りにとても良く似合っていた。五分袖そでの涼しげなデザインで、首元のタイがピンポイントで女の子らしさを醸し出している。ただし、格好は本当に可愛かわいかったんだけれども、「せっかくだからちょっとゆっくりしていこう」と言って紅茶を用意してくれてからの光里は、とにかく様子がおかしかった。

「……」

　さっきのことを引きずっているのかそれとも別の理由なのかはわからないが、あからさまにそわそわしている。一目でわかる。「そわそわ」という言葉を最初に考えた人もまさかここまで完かん璧ぺきに「そわそわ」を体現してくれる人間が現れることなんて想定していなかっただろう、と言えるくらい見事なそわそわっぷりだ。

　具体的には、視線が一秒たりとも同じところに留まっていない。空中の見えないハエを追うかのようにめまぐるしくきょろきょろしている。更に、面白いくらいに手がぷるぷる震えている。きめ細やかでリズミカルな痙けい攣れんである。その状態で紅茶を飲もうとしてカップを持ち上げて、振動によって紅茶がソーサーに零こぼれてしまった。光里はそのままソーサーを盃さかずき代わりにして紅茶を飲み干した。何やってんだこいつ。

「……める……今日で……る……」

　しまいには小声で何かを呟つぶやき始めた。怖いよ。

「光里、なんか震えてるけど大丈夫か？」

「大丈夫だよ。ただのマナーモードだから」

「マナーモード!?　ど……どういう状態なのそれ!?」

「倫理的抑制によって辛かろうじて理性が保たれている状態だよ」

「全然大丈夫そうに聞こえないんだけど!?」

　解除されたら一体どうなってしまうのか。怖いような……でも気になるような。

　不意に光里の視線が一ヶ所に収束した。俺おれの顔面だ。何かが吹っ切れたように俺の顔をガン見しながら、「仕留……今日で……仕留め……」とぶつぶつ呟きだした。怖すぎるって。

「陽ようちゃん」

「は、はい」

　な、何だ。何を告げられるんだ。俺は判決を待つ容疑者のような気分で身を竦すくめたが、

「一緒にＤＶＤを見よう」

　光里の提案は、いつも俺が光里の家に遊びに来たときも行っているごく定番のものだった。俺はほっとしたような残念なような複雑な気持ちで溜ため息いきをついた。

「あ、ああＤＶＤね。いいぜ、見よう。どんなのだ？」

　光ひか里りはほくそ笑み、テレビ台の中からＤＶＤを一枚選んだ。

「可愛かわいいものシリーズです」

「……まあ、そうだろうと思ったけど」

　光里の部屋にあるＤＶＤはほとんど動物映画だ。実に光里らしいラインナップなのだが、しかしその手の映画は結構な確率で登場する動物の死で涙を誘ってきたりする。光里はそれが嫌いらしく、そういう映画はクライマックス前に再生を止めてしまう。だから俺おれは今までここで見た映画の四割くらいは結末を知らない。

「今日のはなんてタイトルなんだ？」

「『ワンモアプリーズ』」

「へー……」

　なんかあんまり動物映画っぽくないタイトルだな。ラブストーリーっぽい。……この状況で一緒に恋愛映画を見るとか、それはちょっと、やばいな。

「再生、と」

　デッキにＤＶＤが吸い込まれ、再生画面が映し出される。

　テレビに移ったのは、……え？

「お、俺？」

　確かに俺だ。しかも、一緒にニュースキャスターの格好をした光里と、あのふざけたニュース番組のセットとクイズの解答台まで映し出されている。

「こ、これってあのときの……！」

　光里を見ると、内側に笑いを滲にじませたすまし顔で画面を見ていた。

「『お前は俺の幼なじみで、大事な家族だ。それは今でも変わらない。……けど今は、それと同時に、すっげえ可愛い女の子だと思ってる。さっきみたいなこと言われたらこっちが舞い上がっちまうくらいに』」

「ぎゃああああああああー！」

　俺は全速力でテレビに駆け寄ってコンセントを引き抜いた。

「なっ、なっなっなんだこりゃああ！　どうしてあのときの映像がＤＶＤに記録されてんだ！」

　なんで録画なんかしてんだこいつ!?　いや、そもそもなんで録画できたんだ!?　あれはコンの力で光里の夢と現実が混ざった不思議空間で起こった出来事のはずじゃないか！

「コンちゃんに頼んだらやってくれました」

「コォォオオン!!」

　勝手な真ま似ねをしやがったつぎはぎ猫をとっちめてやろうとしたが、そういえばコンはいつの間にかいなくなっていたのだ。勝手に元の持ち主捜しに行ったのかも知れない……俺らがいつまでも室内でぐだぐだしてたから。

「もう一度聞きたいです」

「タイトルそういう意味かよ！」

　改めて聞き直すと、顔面から炎が噴き出しそうなほど恥ずかしい。あんな台詞せりふを真顔で言うなんて、あのときの俺おれは一体何を考えていたんだ。

　それを光ひか里りが録画して何度も聞き直していたと思ったら、羞しゆう恥ちのあまり死にそうになる……が、同時に、ちょっと嬉うれしくもあった。

「もう一度聞きたいなぁ」

「っ……！」

　小悪魔的な微笑ほほえみで迫ってくる光里。何だ？　何でこんなにアグレッシブなんだ光里!?

「いっ……いいけど」

「いいの？」

　光里は目を輝かせた。くそぅ、そんなに嬉しそうにするなよ。可愛かわいいじゃねえかよ。

「いいけどその代わり、あのときお前が言った台詞も言ってもらうからな。交換条件だ」

「う……」

　頬ほおを染め、目を逸そらす光里。どうだ、俺にばっかり恥ずかしい思いさせようとしてもそうはいかないぞ。自分がされて恥ずかしいことは相手だって恥ずかしいんだ！

　互いに恥をかくか、互いに難を逃れるか。光里が選んだのは、

「じゃあ押しくらまんじゅうをしよう」

　強引に話を変えるという手段だった。

「うえ!?　お、押しくらまんじゅう!?」

　びっくりして変な声が出てしまった。

「い、今ここでか？　二人でか？」

「うん。押しくらまんじゅうで私が勝ったら、陽ようちゃんにさっきのＤＶＤの台詞をもう一度言ってもらいます」

「俺が勝ったら？」

「私のマナーモードが解除されます」

「どっちにしろ俺の身が保もたねえ！」

　大体室内で二人で押しくらまんじゅうって時点でおかしい！　ほとんど相撲と変わらないよそれ！

「はい位置について」

「ええ～……」

　飲みかけの紅茶やテーブルや周囲のぬいぐるみを片付けて部屋の中央に空間を作り、俺と光里はそこで背中合わせになった。

「いい？　いち、にの、さんでドーンだからね」

「いやもう押しくらまんじゅうですらないんだけど……」

　なんだドーンって。何を爆発させる気なんだ。

「光ひか里り、これルールは？　どうなったら勝ちでどうなったら負けなの？」

「相手を街の外に追い出したら勝ち」

「街の外ね……街!?　え、あ、ま……街!?」

「よーい……」

「ま、待った！　タンマ、ストップ！　ごめん俺おれ全然認識甘かった！　全然覚悟が足りてなかった！」

　俺達のふるさと和わ田だ川かわ市全体が決戦フィールドだとか、そんな規模だとは思いもしなかった！　そうだと知らずに軽い気持ちで臨もうとしてた！

「で、でも光里、街の外はおかしくね!?　それもう一大イベントだよ！　丸一日が押しくらまんじゅうで潰つぶれるよ！」

「陽ようちゃんは丸一日のことよりも自分が潰される心配をした方が良いいよ」

「いや意味わからんから！」

　つーか潰す気でやるなよ！　怖いよ！　さっきから心休まる暇がない！

「思い出せよ光里！　今日俺達は二人で（コンもいたけど）一体何をする予定だった!?」

「デート」

「だろ!?　それがお前、街の外まで押しくらまんじゅうしてたらせっかくのデートが台無しじゃねえか！　な！」

　しかし光里はきょとんと首を傾かしげ、

「え？　だから押しくらまんじゅうがてらにデートするんじゃないの？」

「押しくらまんじゅうがてらに!?」

　や……やべえよこいつマジ何考えてんだよ！　冗談か？　冗談だよな！　でも表情が変わらない上に光里なら本気でやりかねないからわかんねえ！

「ま、待て光里、デートと押しくらまんじゅうは同じ時間軸に存在できるイベントじゃないから――」

「そんなことないよ」

　と言って光里は、流れるような動きで俺の右側に這はい寄り、自分の左手を俺の右手に絡め、更に自身の左半身を俺の体に押しつけてきた。

「はい、押しくらまんじゅうデート」

「いや、あの……」

　柔らかな胸の膨らみが腕にもろに当たっているんだけど、光里の表情から考えて確信犯であることは明らかだった。だからこそ反応に困る。

「な、なんかお前……」

　反応を期待するように見上げてくる瞳ひとみに耐え切れず、俺おれは目を逸そらした。

「今日やけに攻撃力高くねえか……？」

　すると光ひか里りは、

「その分防御力は低いよ」

　とはにかんだ。
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　当たり前だが、光里の家の中は完全に光里の土俵である。このままでは身が保もたないと思った俺は、「一休みしたし、そろそろ出ようぜ」と言って半ば強引に家を出た。

　しかし外に出たからといって、ここと決めた行き先があったわけではない。一応、コンの行きそうなところを回ってみるつもりだった。元々コンの元の持ち主捜しを手伝おうと思ってたんだし（光里とバカやっている間にコンは呆あきれて一人で出て行ってしまったんだけど）、できればコンと合流したい。……光里と二人っきりも悪くないんだけど、今日の光里はちょっと様子がおかしくて二人きりだと心臓に負担が掛かりすぎる。家を出るときも「押しくらまんじゅう」状態をキープしようとしたので流石さすがにやめてもらって、今はただ手を繋つないでいる状態である。それだけでも十分気恥ずかしい。

「なんだか私、今日は帰りたくないな」

「早いなー……帰りたくなくなるの」

　光里の家を出て三分、西公園にたどり着いたところである。光里はアグレッシブになりすぎて台詞せりふのタイミングを完全に間違えている。公園に泊まるつもりか。

「西公園には……いないか。そうだよな」

　こんな近所、コンはとっくに探し終わっているだろう。午前中に会ったときだって駅前商店街まで来ていたのだ。

「うーん……また駅前辺り行ってみるか……？」

　公園の入り口で俺がこれからの行き先を思案していると、

「あらら？　光里に日ひ渡わたり、こりゃグッドタイミング」

　反対側の入り口にそまりの姿が見えた。俺と光里はぱっと同時に互いの手を離した。

「そまりちゃん！」

「そまり、お前どうしてこんなとこに」

「あたしはほら、これ」

　そまりは軽やかに駆け寄ってきて、光里に小さな紙袋を手渡した。

「あんた忘れ物したでしょ。届けに来たの。メールしといたんだけど気付かなかった？」

「あ……わざわざありがとう、そまりちゃん。ごめんね、見落としてた」

　そうだ、そまりはつい一時間ほど前まで光里と一緒に出かけてたんだ。そこを俺が緊急で光ひか里りを呼び出してしまったから……中途半端に休日を潰つぶしてしまった、という意味ではそまりにも悪いことをしたな。

　しかしそまりはそんなことを気にしている様子もなく、というか面白いおもちゃを見つけた猫のような目つきで俺おれ達を交互に見ていた。

「へぇ～……緊急で呼び出しが入ったと思ったらその一時間後には二人で手を繋つないでデート、ねぇ。一体何の用事で呼び出したんだか、いやはやお熱いことで」

「うっ……と、ところで光里、その忘れ物ってなんだったんだ？」

　からかわれるのが恥ずかしい、という気持ちもあったが、それ以上に今日の光里はからかわれたら何をするかわからないという恐怖心から俺は話題を逸そらした。

「これ、新しい首輪だよ。コンちゃんの」

　光里は大事そうに小袋を抱えている。

「コンちゃんって、あの猫のぬいぐるみみたいな猫のこと？」

　猫のぬいぐるみみたいな猫って。どんな生き物だ。

「うん。コンちゃんにもおしゃれさせてあげようかなって思って。ほら、あの子いつも全裸でしょ？」

「その表現はおかしいな！　あれ猫だから！」

　本当はぬいぐるみだけど。



    

  
    
      



    

  
    
      

「なるほど、全裸に首輪とは中々そそるものがあるな。古来より女性の全裸プラス何か一つというシチュエーションに興奮を覚える男性が多かったことは古代インドの踊り子達がほぼ全裸に腕輪だけという装いだったことからも容易たやすく推測できることで、その嗜し好こうは現代においても様々なバリュエーションを得て存続している。ポピュラーなものとしては裸バスタオルや裸エプロン、裸Ｙシャツなどが挙げられるが、その他ほかにも裸ニーソや裸長手袋は着実にファン数を伸ばし今や市民権を獲得せんという勢いだ。その中でも俺おれの個人的な一押しとしては裸鼻メガネをおすすめしたいところ――」

「いきなり出てきてうるせーよお前はぁ！」

　振り返るとそこにはやはり当然のように影かげ時ときの姿があった。今日も絶好調である。

「影時、お前今日は天あま川かわとなんか用事があるんじゃなかったのかよ？　どうしてこんなとこにいるんだ？」

「捜し物をして街まち中じゆうを瞬間移動していたら偶然宇う月づきさんが『全裸』という言葉を口にしている場面を目にしてしまってな。思わず興奮して任務そっちのけで遊びに来てしまったというわけだ」

「真面目まじめにやれよ！」

　相変わらずこいつの変態アンテナの感度は鋭敏すぎる。光ひか里りは自分の言葉が影時を呼び寄せてしまったことに酷ひどく傷ついているようだった。

「え……ま、真ま上がみあんた今どっから現れたの？　捜し物をして瞬間移動って何？」

　そまりが驚いている。しまった、こいつ思し念ねん糸しに関することは何にも知らないんだ。影時のやつ、うかつに口を滑らせやがって。

「俺は可愛かわいい女の子の居るところだったらどこでも神出鬼没なのさ」

　苦しいごまかしだ。俺は慌てて話を逸そらした。

「ところで影時、捜し物ってなんだ？」

「すまんが天川からの言いつけで他言してはいけないことになっているんだ」

「そうなのか」

「ああ。あいつもそういうお年とし頃ごろだから照れているんだろう」

「お前は天川の何なんだ……」

　そういや影時はここ最近やけに天川と二人でつるんでいることが多くなった。いつの間に仲良くなったんだろうか。それとも、何か二人の間に俺に言えないような秘密が――？

　……。

「良いいか影時、どんなに見た目が美少女のようでも、天川は男だからな。くれぐれも早まった真ま似ねはするなよ。わかったな」

「陽よう太た、お前は大きな勘違いをしている」

　影時は溜ため息いきをつき、

「お前に言われるまでもない。俺おれを誰だれだと思っている？　影の時を生きる者おつぱい同好会名誉会長、真ま上がみ影かげ時ときだぞ。俺が好きなのは女の子（とお前）だけだ」

「あれ!?　ちょっと今行間から寒さむ気けを感じたんだけど!?」

「俺のことなんか気にするな。お前は宇う月づきさんとのデートを楽しめばいいさ」

　そう言って影時は俺の肩を叩たたくと、「じゃあな！」とキザにウインクをして走り去ってしまった。

「何だったんだあいつ……？」

「変態だよ」

「いやそういうことじゃなく」

「ストーカーされてんじゃないの？　気をつけた方がいいわよ、日ひ渡わたり」

「俺が？」

　やめろよ。ちょっと冗談に聞こえないんだよ。

「さてと。真上さえ空気読んだんだからあたしも退散するかなー。あとはお若い二人でごゆっくり。頑張れ光ひか里り！」

　そまりは光里に向かってぐっと親指を立てた。光里は覚悟を決めた目で頷うなずいた。とても心臓に悪いので何の覚悟を決めたのかちゃんと説明して欲しい。

「良かった、そまりちゃんが届けてくれて」

　そまりを見送ってから、光里は小袋からピンクの首輪を取り出した。（おそらく）オスのコンがつけるには少々可愛かわいらしすぎる気がしたが……まあ、光里からのプレゼントだったらコンは何だって喜ぶだろうからいいか。

「そうだな。早くコンに渡してやろうぜ。そのためにまずあいつを見つけないと」

「陽ようちゃん、コンちゃんのことで何か隠してない？」

　まるで今までの話の延長線上であるかのような自然な口ぶりだったから、完全に不意打ちだった。びっくりして口がうまく回らない。

「隠すって、な、何が？　コンのことだったら俺よりお前の方がよっぽど――」

「だからわかるの。コンちゃんと陽ちゃんの様子見てると、私に隠し事してるって、何となく」

　……相変わらず妙なところで鋭い。いやしかし、コンが元の持ち主を捜しているということは光里には言わない約束なんだ。それは光里に嫌な思いをさせたくないというコンの思いやり。黙っておくことは男と（おそらく）男の約束だ。

「何もねえよ。今日たまたまドブに落っこちてるのを見つけただけで、普段俺とコンはそんなに一緒に居るわけでもないし、お前にも言えないような秘密をあいつが俺と共有するなんて有り得な――」

「マナーモード解除。特攻形態デストロイモードにシフトします」

「デストロイモード!?　どういうモードなのそれ!?」

「攻撃力ＭＡＸ防御力０すつぽんぽんのことだよ」

　そして光ひか里りはおもむろにワンピースのボタンを外し始めた。

「公園で脱ぐなああああ！　待て、落ち着け！　ここ屋外！　公共の場！」

「さあ陽ようちゃん、私に露出狂の濡ぬれ衣ぎぬを着せたくなかったら大人おとなしく秘密を話して」

「何その脅迫!?　つーか本当に脱いだら濡れ衣じゃなくて露出狂そのものだろ！」

　以前同じようなことをコンにもやられた気がするが、しかし今度は光里自身の意思だ。幸い今西公園は無人だが、いつ人目に触れるともわからんこの状況で自分の体を盾に自白を迫るなんて、まともな女子の発想じゃねえ！

　……いや、待て。そうだよ、いくら光里だってそこまで常識外れじゃない、きっとこれはハッタリだ。俺おれの譲歩を誘っているんだ。さっきの着替えのときだって結局急いで着てたしな！

「ふっ……本当に脱げるのか、光里？　ここは公園だぞ？　いくらお前だって羞しゆう恥ち心しんが無いわけじゃないだろう。公衆の面前で脱衣なんか――」

「陽ちゃん知ってた？　脱衣と解脱って同じようなものなんだよ」

「ごめんなさい話します！　話しますから脱がないでください！」

　だ……だめだやっぱこいつ底が知れないわ！　言ってることは全く意味わからんけれどもこれだけはわかった！

　こいつは脱ぐ！　必要とあれば何のためらいもなく！

　俺の前だけならともかく、他ほかの男の目に光里の柔肌を晒さらすわけにはいかない。すまんコン、背に腹は代えられん。

「ちゃんと話すよ。話すけど、コンにはお前がこの話を聞いたことは言わないで欲しいんだ」

　ワンピースのボタンを留めて、光里は頷うなずいた。

「任せて。私口は堅いから」

「ああ、頼む」

「唇は柔らかいけどね」

「……え？」

　え、な、なんて？

　呆あつ気けに取られて反応出来ずにいると、みるみるうちに光里の顔が真まっ赤かになって、手で顔を覆って俯うつむいてしまった。

「……ごめんなさい……」

「いや……謝られても！」

　そんなに恥ずかしがるなら言わなきゃいいのになぁ。一体どうしたんだ今日の光里は、なんかもう様子がおかしいを通り越してキャラがおかしくなってるぞ。

「と、とにかく話すぞ。コンは、自分の元の持ち主――まだただのぬいぐるみだったころの持ち主を捜してるんだよ。あいつってどう見ても既製品じゃないだろ？　手作りってことは、元の持ち主はあいつの生みの親でもあるんだ。だから……ってわけなのかどうか、本人もわかってないみたいだったけど、とにかく一度会ってみたいらしいんだ」

「そっか。そういうことだったんだ」

「ああ。そんであいつは、お前がそれを知ったら嫌な思いをするんじゃないかって考えて黙ってたんだよ。だから光ひか里り、あいつにはこのことは――っておい!?　どうした!?」

　光里はぼろぼろと涙を零こぼしていた。ひょっとして、コンが元の持ち主を捜していたことで「自分の愛が足りなかった」とか考えてるんじゃ――

「コンちゃんってばなんて健けな気げなの……！」

「……へ？」

　光里は涙を拭いて顔を上げた。

「そんな話を聞いたらじっとしてられない。私も手伝うよ」

「いや、でもコンはお前に知られたくないと」

「そんなことで」

　ずい、と光里は顔を至近距離まで近づけてきた。涙に濡ぬれた長い睫まつ毛げが揺れる。

「私は嫌な気持ちになんかならないよ。むしろ私を思いやってくれたコンちゃんに対する愛しさが溢あふれて止まらない」

「そ、そうか……」

「涙の雨となって降り注ぐ彼への愛しさで、私は溺おぼれ死んでしまいそうなことだよ」

「なぜ和歌の現代語訳風ふう……？」

「コンちゃんの元の持ち主さんって、コンちゃんにとって親みたいなものなんでしょ？　会いたいっていうコンちゃんの気持ち、叶かなえてあげたい」

「……」

　幼い頃ころに両親を亡くした光里は、会いたいと思っても会えないのだ。

「あ」

　ふと光里は複雑な表情になった。

「ひょっとして陽ようちゃんが私をデートに誘ってくれたのは、コンちゃんから私を引き離すため？」

「え？　あ、いや、それは違うって。本当はお前に隠したままこっそり元の持ち主を捜すの手伝うつもりだったんだけど、俺おれらが……ほら、なんかゆっくりしてたから」

「いちゃいちゃしてたから」

「……まあとにかく、それで呆あきれて一人で行っちまったみたいだ」

「そっか」

　なぜか光ひか里りは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「じゃあまずはコンちゃんを見つけよう」
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「思し念ねん塊かいになる前のことですか？」

　ポコは犬小屋から首だけを出して、うーんと難しい顔をした。

　ジョゼ子この自宅の庭に建てられた小さい犬小屋は、陽よう太たとコンが手作りしたものである。この間の名前入れ替わり事件が解決したお祝いというか、毎日陽太の家まで弁当を届けに来るジョゼ子へのお礼というか、そういう理由でプレゼントしたのだ。手作りと言ってもコンの思念力を使ったものだから手間はあまりかかっていないのだが、陽太からのプレゼントということでポコは勿もち論ろんジョゼ子も大層喜んだ。陽太のヤツがこういうことをするからややこしくなるんだ、コンは内心思ったが、陽太には言わないでおいた。

「うーん……少しだけ、覚えています。狭くて暗いところにひとりぼっちで寂しかったこととか、でもご主人様がごはんをくれて凄すごく嬉しかったこととか。今みたいにはっきりしてないですけど、多分思念塊になる前から『気持ち』ってあったと思うんです」

「ふーん……」

　それはコンにとって予想通りの答えだった。天てんむすにも同じことを訊きいて、同じような答えが返ってきたのだ。天むすもポコも、思念塊になる前から生き物だったのだから、記憶が続いていてもおかしくはないのだろう。

「コンさんはどうなんですか？　覚えてないんですか？」

「覚えてねーよ。オレはただのぬいぐるみだったんだから覚えてるわけねーだろ」

　天むすやポコとコンとでは、同じ思念塊でも性質が違う。元々生物だった天むすやポコと違って、コンは無生物から思念塊になった。

　ただの物だったものに、心が生まれた。

　だからコンは不思議に思っていた。

　天あま川かわによれば、思し念ねん糸しは基本的に人間同士でやり取りするもので、それが人間以外のものに絡みついて思念塊が生まれるためには、何らかの強い想おもいが必要なのだという。天むすは光里や光里のクラスの人間達に可愛かわいがられていたし、ポコもジョゼ子に可愛がられていた。ゆえに思念糸が絡みついて思念塊になったというのはまだ納得できるが、コンの場合はどうだろうか。

　元の持ち主に長い間大事にされていたから思念塊になった（天川は思念塊を『付つく喪も神がみ』のようなものだと言っていた）というのならばわかるが、しかしならばなぜ元の持ち主はコンを捨てたのか。要いらなくなったら捨ててしまうくらいの想いで、思念塊が生まれたりするのだろうか。

　別に捨てられたことを恨んでいるわけではないが（そもそも捨てられる前の記憶がないのだから恨みようがない）、しかし「どうして自分が思し念ねん塊かいになったのか」という理由を知りたい。

　それが、コンが元の持ち主を捜す理由だった。会えば何となく理由がわかるのではないかと思っていたのだ。……と、本当の理由を言ったら大げさに聞こえそうだったから、陽よう太たには言わずに適当に誤ご魔ま化かしていたのだが。

「自分捜しの旅ですか、コンさん」

「うるせー」

　しかしそう言われればそうかも知れない。コンには自分が何者なのかわからないのだ。

「……お前は捜す必要、ないもんな」

　ジョゼ子こに大切に想おもわれ、ジョゼ子を大切に想ったから生まれたポコには、不確かな自分の正体に対するもやもやした気持ちには縁がないのだろう。コンに見つめられて、ポコは不思議そうに首を傾かしげた。

　そのとき玄関のドアが開いて、私服姿のジョゼ子が現れた。尻尾しつぽを振って駆け寄ったポコをジョゼ子が優しく撫なでる。そしてジョゼ子はふと顔を上げ、コンの存在に気がついた。

「あ」

　コンが黙って去ろうとすると、後ろから声が飛んできた。

「ちょ、ちょっと待って！　あなた、えっと、コン……だっけ？」

「なんだよ」

「ポコと遊んでくれてたの？　ありがとね」

「別に遊んでねーよ。じゃあな」

「待ちなさいって！　ほら、骨ガムあるよ？　食べる？」

「オレは犬じゃねえ。食べ物なんか要いらない」

　元がぬいぐるみなのだから。お腹の中は全部綿だ。

「じゃあお腹空いたらどうするのよ？」

「腹を切り開いて古い綿を新しい綿に取り替える」

「うわっ……なんか凄すごく痛そう」

「別に痛くはねーよ」

　ジョゼ子はくすりと笑った。

「あのね。陽太くんから聞いたんだけど、あなたがあたしが不良に絡まれてるのを陽太くんに伝えてくれたんでしょ？　だから一度きちんとお礼がしたかったの」

　そんなこともあったかも知れない。わざわざお礼を言われるほどのことではないが。

「別にいいよ。じゃーな」

「だから待ってよもう！　せっかくだからちょっとお話でもしましょ？」

「話って何だよ」

「だからその、ほら」

　ジョゼ子この頬ほおが赤くなった。

「あなたから見て陽よう太たくんがどんな人なのか、とか。陽太くんの好きな食べ物とか、陽太くんの趣味とか特技とか、お風ふ呂ろに入ったときどこから洗うのかとか」

「知らねーよ」

　特に最後のは。

「まあまあいいからいいから。ポコも遊び相手が居た方が楽しいよねー？」

　なんだかよくわからないままのらりくらりと押し切られてしまって、コンはしばらくの間ジョゼ子の家に捕まっていることになった。



「こっちからコンちゃんの匂においがする」

　すんすんと空中に鼻を鳴らす光ひか里り。匂いを辿たどって居場所を追えるのか。

「……なんか光里、今のお前はまるで影と――」

「それ以上言ったら私明日から不登校になるよ」

「すまん」

　そんなに嫌か。まあそれもそうか。しかし、「匂いを辿って追跡する」という同じ行為でも、影かげ時ときがやると気持ち悪いだけなのに光里がやるとなんか可愛かわいく思えるのはどういうわけだ。

「こっちだよ」

　光里は迷い無く歩を進める。しばらく黙ってついて行くと、俺おれは見覚えのある通りに出たことに気がついた。

「あれ？　この辺って確か……」

　ジョゼ子を不良から助けて送ってやったときに通ったような。あのときは暗くてよく見えなかったから確証は持てないが――ふと、光里の視線がとある家の表札に止まった。

「工こう口ぐち」だった。

　確証が持てた。ここはジョゼ子の家だ。この名字は忘れたくても忘れられない。

「や、やばいって光里」

　自分で言うのは気が引けるが、ジョゼ子はどうやら、その、俺に気があるらしい。こうして光里と二人で歩いているところをジョゼ子に見られたら気まずいじゃないか。

　しかし光里は、

「コンちゃんはこの家に居るよ。間違いない」

　と今にもジョゼ子の家に乗り込みそうだ。

「よせって！　ジョゼ子こと鉢合わせしちまうかもしれねーぞ？」

　光ひか里りはむっと眉まゆ根ねを寄せた。

「別にいいじゃない。それとも、陽ようちゃんは私とデートしているところをジョゼ子さんに見られたらまずい理由でもあるの？」

「う……」

　な、なんだこれは。どうして俺おれがまるで二ふた股また掛けてる男みたいな雰囲気になってるんだ。

　別に悪いことをしているわけじゃないんだけど、しかし自分のことを好きで居てくれているってわかっている女の子の家に、別の女の子と二人連れで尋ねるのは流石さすがに酷ひどすぎないか？　いやでも、こんな風ふうに考えて中途半端にずるずる引きずってしまう方が酷いことなのか……？　いっそはっきり伝えてしまった方がいいのだろうか？

「ほら行くよ」

「お、おい！」

　煮え切らない俺に痺れを切らしたのか、光里が強引に俺の手を引いてジョゼ子の家の門扉を開く。

　チャイムを押そうとした瞬間に、玄関からジョゼ子とポコと――それからコンが現れた。

　ジョゼ子はいきなり現れた俺達に驚き、俺と光里の顔と交互に見て愕がく然ぜんとした顔になった。一方光里は有無を言わさぬ迫力で「おいで」とコンを抱き上げ（コンは固まったまま借りてきた猫のぬいぐるみのように大人おとなしくしていた）、強い眼まな差ざしでジョゼ子の目を見つめた。見つめた、というか睨にらんだ。

「こんにちはジョゼ子さん。コンちゃんがお世話になったみたいだね」

「な、なんであなたがここに……いやそれよりも、どうして陽よう太たくんと二人で居るの？　さっきまでそまりさんっていう女の子と一緒に居たはずじゃない！」

　ん？　どうしてジョゼ子がそのことを？　ひょっとしてジョゼ子と光里はもう今日のうちに一度会っていたのだろうか？

「どういうこと、陽太くん！」

　責める――というよりは訴えるような目で俺を見てくるジョゼ子。くそぅ、やりづらい！

「えっとな、ちょっと事情があって――」

　光里は不敵に笑って俺の腕を掴つかみ、

「女はね、愛を確かめられる数時間があればそれだけで変わるものよ」

「なんで意味深な言い方するんだお前は！　いや違うってジョゼ子、俺達は一緒にコンを捜してただけで」

「『だけ』？」

　光里の声が氷点下になった。

「あ、いや……一応その、デートのようなことをさせて頂いています……」

「で、デートですって……!?」

　ジョゼ子こはおののいて後ずさる。

「あのＨを加えて並び替えるとＤＥＡＴＨになることでお馴な染じみの……!?」

「あ、知ってるんだそれ！　お馴染みなんだ！」

「ちなみに私たちはこれから遊園地に遊びに行く予定だよ」

「え!?　お、おい光ひか里り何を勝手に……！」

「ゆ……誘ゆう艶えん恥ちですって!?」

「いやその漢字変換は明らかにおかしいだろ!?」

「まさか……まさか、コーヒーカップやメリーゴーランドでさんざん回された後に『私酔っちゃったみたい』って言ってそのまま彼の腕に寄りかかって甘酸っぱいキスを……！」

「色々おかしいから落ち着けぇ！　その『酔っちゃったみたい』は違う意味だ！」

　そして「甘酸っぱい」ものの正体が怖いよ！　体内から逆流してきたものである可能性が高いよ！

「陽よう太たくんのえっち！　ことあるごとに光里さんのおっぱいを取れそうになるまで揉もみしだいているって話は本当だったのね！」

「何の話だ!?」

　俺おれの預かり知らぬところで俺が変態にされている！

「ジョゼ子、それは誰だれから聞いた話だ？　誰だそんなデマを流しやがったのは！」

「私です」

　と光里が手を挙げた。

「何でお前だぁあぁあぁあ！　そのデマをジョゼ子に聞かせて誰が何の得をするんだ！」

「デマなんて失礼な。嘘うそはついていないよ」

「嘘つけぇ！　俺はお前の胸を揉んだことなんて一度も――」

　……。

　あった。それも二度も。

「妄想した回数を含めれば三み桁けたはくだらないよ」

「そっ……そんなにしてねえよ！」

「違う違う、陽ようちゃんじゃなくて私の妄想」

「お前の!?」

　じゃあ俺関係ねえじゃん……っていうか、こいつは百回以上も何の妄想をしてるんだ。

「な、何よ……目の前に私がいるってのに二人だけでイチャイチャイチャイチャ……！」

　気がついて視線を遣やると、ジョゼ子は涙目になって肩を震わせていた。

「も、もう知らない！　勝手にすればいいじゃない！　あなたのおっぱいなんて、こぶ取りじいさんのこぶみたいに、何かの拍子にぽろっと取れて落っこちちゃえば良いいのよー！」

　わけのわからないことを口走って、ジョゼ子こは逃げるように家の中に戻っていった。



「ジョゼ子に悪いことしちまったなぁ……」

　そそくさとジョゼ子の家を後にして、俺おれは溜ため息いきをついた。

「……ごめんなさい」

　と、光ひか里りも珍しくしゅんとしている。

「私、また変な意地張っちゃって」

「光里……」

　自覚はあったのか。ようやく落ち着いてきたのだろうか。

「ジョゼ子さん、傷つけちゃったかな」

「まあ、そう……だろうな」

　しかし、いずれもっと真正面から傷つけなければいけない時が来る。いつまでもこんな風ふうに中途半端じゃ居られない。

　ジョゼ子の気持ちは嬉うれしい。でも、俺が好きな女の子はジョゼ子じゃないんだ。

「……とりあえず、今はコンのことを考えようぜ」

　話を振られて、光里の腕の中で大人おとなしくしていたコンの耳がぴくりと動いた。

「なんだよ。オレのことはいいだろ、別に」

「良くないよ、コンちゃん」

　光里がコンを真正面に持ってきて、ビーズの瞳ひとみをじっと見据えた。コンがたじろぐ。

「ごめんねコンちゃん。陽ようちゃんから、コンちゃんが元の持ち主さんを捜していること、聞いちゃったの」

「なっ……」

「コンちゃんが私にそれを隠してた理由も聞いたよ」

　コンが目をつり上げて睨にらんできたので、俺はさっと明後日あさつての方向を見た。

「私にも手伝わせて」

「何でだよ。お前に良いことなんかないだろ」

「コンちゃんが喜ぶことをしたいんだよ」

「……もし、オレが元の持ち主のとこに帰ってもいいのかよ」

　コンの言葉が本気でないことは光里にもわかっていただろう。だが光里は、「それはコンちゃんの自由だから」と答えた。

「本当にコンちゃんがそうしたいなら私は止めないよ」

「……」

「ただ三日三晩泣き明かして拒食症になって過呼吸になってその後の人生で二度と笑顔になることができなくなるだけだよ」

「行かせる気ねーだろお前！」

「当たり前でしょ。コンちゃんのこと大好きなんだから」

　でも、と光ひか里りは声のトーンを落とした。

「それとこれとは話が別だよ。コンちゃんとは離れたくないけど、コンちゃんの望みは叶かなえてあげたいの」

「……欲張りなヤツ」

　コンはぷいとそっぽを向いた。

「そうだコンちゃん、これプレゼント」

　光里はバッグの中から例のピンク色の首輪を取り出した。

「……そ、それをオレに？」

「うん。可愛かわいいでしょ？」

「いや、まあ……」

　コンは非常に微妙な顔になったが、光里の満面の笑みに引きずられて次第にぎこちない笑顔に変わっていった。

「つけてあげるね。……これでよし、と」

　光里はコンの首輪を新しいものと取り替え、古い方の首輪を「つけたかったらつけていいよ」と俺おれに渡してきた。いや、つけねえけど。

「似合ってるよ、コンちゃん」

「……どうも」

　光里はコンの新しい首輪に触れながら不意に真顔になって、

「もし、コンちゃんが元の持ち主さんのところに帰っちゃうことになったら、そのときはこの首輪を私だと思ってね」

「光里……」

「そしてその首輪を見る度に一人の女の子の笑顔が永久に失われたことを思い出して」

「だからそういうこと言うなよ！　行かねーよ、行かねーって！　ずっと傍にいるよ！」

　言ってから、コンは「しまった」という顔になった。感極まったように光里の顔が明るくなっていくのに反比例して、コンの表情が苦く渋くなっていく。

「コンちゃん、なんかもう、ほんと……ちゅーしていい？」

「だ、駄目だやめろ！　やめてくれ！」

　全く素直じゃないやつだ。でもやっぱり、コンも光里には勝てないんだな。

　それからコンは大人おとなしく光里に頬ほお摺ずりされていたが、しばらくしてから唐突に「遊園地」と呟つぶやいた。

「遊園地に居そうな気がする。オレの元の持ち主」

「遊園地？　なんだってそんなところに……」

　というか、いきなり具体的すぎないか？　今までコンはほとんど手がかりも無いまま街を歩き回ってただけだったはずなのに、急に閃ひらめいたみたいに居場所がわかるなんて。閃いたというより思いついたみたいだ――あ。

　そういうことか。光ひか里りも気付いたようで、頬ほおを染めている。

「どうしたんだよ。捜すんなら遊園地だぞ」

　コンにせっつかれて、光里は少々不自然な様子で頷うなずいた。

「う、うんそうだね。じゃあみんなで行こうか、遊園地」

「ご、午後からってのがちょっと勿もつ体たいない気もするけどな……」

「別に私は夜の遊園地でも構わないよ？」

「夜の遊園地って何だよ！　何でいちいちちょっとえっちなこと言うんだよ！」

「……私そんなつもりで言ったわけじゃないんだけど」

「……え？」

　光里は若干引いた様子（おそらく振りだが）だ。

「夜でも営業してる遊園地は普通にあるでしょ？」

「……ま、まあそれは確かに……」

　ナイトパレードとかあるし。

「陽ようちゃんのえっち」

「うぐ……！」

　ふふん、と光里はしてやったり顔で笑った。こいつ、わかっててはめやがったな。

「仕方ねえだろ……『夜の』ってつけたら大抵の言葉はえっちに聞こえちまうんだよ」

「それは中学二年生の考え方だよ。『夜の』ってつけてもえっちにならない言葉なんていくらでもあるよ」

「例えばなんだよ」

「『夜の鍋なべ焼やきうどん』」

「受験生か！」

　確かにエロくないけども！　うまそうだけども！

「そりゃ定番の夜食メニューに『夜の』ってつけてもえっちになるわけないだろ」

「『夜のホットミルク』だとちょっとアレな感じになるよ」

「やめろコラァ！」

　再び馬ば鹿か話を始めた俺おれ達を見て、コンが渋い顔で溜ため息いきをついた。

　……ああ、でもやっぱり、光里と一緒に居るのは楽しいな。



５．



「全く、よく働くなぁ。本当に友達想おもいの奴やつだよお前は」

　思念紡績協会第十三支部ビルに戻った影かげ時ときを、金かな輪わは労ねぎらいの缶コーヒーを投げて出迎えた。

「ま、こっちとしてはありがたい限りだがな。お前の機動力は本当に重宝する。これなら計画してたよりずっと高性能な『網』が出来上がりそうだ」

　影時は無言でコーヒーを受け取る。

「何だ、怒ってんのかよ」

「……当たり前でしょう。あなたは肝心なことを何も知らせずに俺おれや陽よう太たや宇う月づきさんを利用するつもりだったんだ。許せる訳がない」

「つってもしょうがねえだろ、俺が手を打たなかったらお前らはもっと酷ひどい目に遭ってたんだから。ちゃんと天あま川かわっつーお守もりまでつけてやってたんだから勘弁しろよ」

「だから協力しているんです」

「そうかい。じゃあこれからもよろしく頼むぜ」

　そう言って金輪は自分の缶コーヒーのプルタブに手を掛けた。だが、その瞬間に缶コーヒーは金輪の手から消えて影時の手の内に現れた。

「コーヒー、相棒の分ももらっていきます」

「ハムスターにカフェインは毒だぞ？」

「知っていますよ。これは天川の分です」

　さっさとドアを閉めて出て行った影時の背中に、金輪は苦笑した。

「相棒ねぇ」



「誰だれが相棒だ気色悪い」

「酷い！　天川、俺がせっかくスタイリッシュに組長から頂ちよう戴だいしてきたコーヒーだぞ。ちゃんと飲むんだ」

「支部長だ」

　天川は乱暴に影時の手からコーヒーをひったくった。

「日ひ渡わたり君と光ひか里りちゃんは？」

「仲良くデートだ。羨うらやましい」

「どっちが？」

「勿もち論ろん宇月さ……陽太に決まっているだろう。あんなに可愛かわいい女の子とデートできるなんて」

「良かったね、ここで羨ましいのは光里ちゃんだと答えたら僕は君を半殺しにしていた。じゃあ、マーキングは済んだのか」

「ああ。陽よう太たにも宇う月づきさんにもな」

「なら後は釣れるのを待つだけだね」

　本当はこんな、あの二人を餌えさにするような真ま似ねはしたくなかった。しかし、残念ながら金かな輪わの言う通り、こうでもしなければ迫る脅威から確実に二人を守る術がない。

「……せめて一瞬でカタをつけてやろう。頼むぞ、天あま川かわ」

「頼まれるまでもない。これが僕の仕事だ、ボランティアの君とは違ってね。責任は持つ」

　そう言って天川はコーヒーを一気に飲み干した。



　餌、針、網。漁の準備は整った。

　後は獲物が掛かるのを待つのみ。いつ掛かっても大丈夫なように、戦闘用の資金を用意しておかなければならない。というわけで天川は、戦闘資金調達のために銀行へ向かっていた。

「あ……」

「ん……？」

　その道中で、天川はばったりと、意外な人物達に出くわした。

　佐さ藤とう優ゆう子こ――いや、今はもう宇月優子か。以前思し念ねん糸し絡みの事件で関かかわりを持った少女だ。今は宇月光ひか里りの実家に引き取られ、書類上は彼女の祖父母の養子ということになっている。

　……ということは、今彼女を連れているこの老夫婦が、宇月光里の祖父と祖母ということになる。そうか、そう言えばこの辺りは、光里や陽太の家から歩いてそう遠くない。

　優子を真ん中にして、祖父が優子の左手を、祖母が優子の右手を握り、まるで本当の家族のように仲良く歩いていた。

　だが、天川を見つけて優子の顔が曇る。

　まあ、想定内の反応だった――孤児院での暮らしを嫌い思念力を使って逃げ出した優子を、追いかけて、一時的とはいえ記憶が消えてしまうほど追い詰めたのは天川なのだ。その後も優子を引き取ろうとする光里に随分厳しい言葉を浴びせたし……優子が天川に良い印象を抱いているはずがない。

　それでも知っている人に会ったら挨あい拶さつするように、と微笑ほほえましいしつけをされているのだろうか。優子は足を止め、天川の顔を見つめて必死に言葉を探しているようだった。

「あ、あの……えっと……」

「やあ、こんにちは優子ちゃん」

　天川には別に進んで子どもをいじめようというつもりはない。祖父母の手前良い子で居たいのだろう、と優子の心情を察し、助け舟を出すつもりで笑顔を貼はり付ける。

「こ、こんにちは」

「おじいちゃんとおばあちゃんとお出かけかい？　今日はお天気がいいからね」

　作り笑顔は得意だ。既にその裏側を見られてしまっている優ゆう子こ相手にはあまり効果はないかも知れないが、祖父母にはきちんと「明るくて好感の持てる少年」で通っただろう。

「うん。えっとね、おじいちゃん、おばあちゃん。このお兄ちゃんは天あま川かわさんっていって、光ひか里りお姉ちゃんのお友達で……」

「ああ、君が天川星せい也やくんか」

　優子の説明を聞いて、光里の祖父――確か慎しん次じさんという名前だった――がそう反応した。丸眼鏡めがねを掛け真っ白な口くち髭ひげを蓄えた、穏やかそうな雰囲気の人だった。なるほど確かに、この人が「おっぱいに惹ひかれた」という理由で妻を選んだと聞かされたら、陽よう太たが仰天するのもわかる。

　慎次さんはそっと天川の耳元で囁ささやいた。

「光里から話は聞いているよ。君のお陰で私達はこんなに可愛かわいい天使を授かることが出来たんだ。とても感謝している」

　ありがとう、と微笑ほほえんだ慎次さんに天川は如じよ才さいのない笑みで応じた。天川は養子縁組の手続き自体に関与したわけではないから詳しいことはわからないが、金かな輪わが孤児院の責任者という体で光里の祖父母と交渉を行ったそうだ（あの強こわ面もて男が孤児院の責任者とは笑い話である）。

「いえ、僕は何も。むしろこちらからあなた方にお礼を言いたいくらいです」

　これは本心からの言葉だった。

「そう言えば、光里さんはご一緒ではないんですか？」

　光里が陽太と出かけていることは知っていたが、話のつなぎに訊きいてみる。

「ええ。今日は私と慎次さんと優ゆうちゃんの三人でお出かけ」

　答えてくれたのは祖母の方だった。名前は小こ春はるさん、だったか。浮き上がった皺しわに年月が刻まれているが、若い頃ころは間違いなく美人だったのだろうと思わせる均整の取れた顔つきだ。光里の話だともう七十歳近くのはずだが、すらりと姿勢の良い立ち姿からは老いを感じさせない。

「あの子ったらね、今日は陽太くんとデートなんですって。もう、ませちゃって」

　誰だれに似たのかしらねー、と小春さんは首を傾かしげた。若い娘のような仕草だったが、彼女がすると不思議と年不相応という感じはしなかった。

「全く、それで陽太くんを家に呼ぶから私達に外して欲しいなんて言ってくるんだ。酷ひどい孫だよ」

「あら、でもいいじゃない、優ちゃんに弟妹きようだいが出来る日が早くなるかもしれないのよ？」

「ちょっ……!?」

　思わず素で突っ込みそうになった天あま川かわだったが、しかしその前に優ゆう子こが満面の笑顔になって祖父母の顔を見上げた。

「優子に弟妹きようだいが出来るの!?」

「そうねぇ、陽よう太たくんの度胸次第かしら」

　こ……子どもの前で何を言ってるんだろうこの人達は。

「優ゆうちゃんは、弟妹が出来たら嬉うれしい？」

「うん！」

「はっはっは、そうかそうか」

　無邪気に笑う優子を撫なでる光ひか里りの祖父母。なるほど、この親（育ての親だが）にしてあの子ありということか。

「ところで、天川くん」

　慎しん次じさんに話を振られ、天川は崩れていた表情を急いで取り繕った。

「はい、何ですか？」

「実はね、急に追い出されたものだから、まだこの後の行き先を決めていないんだ。ひとまずこの辺りを散歩して、そろそろそこの公園で休憩しようと思っていたところなんだけれど……天川くん、時間があればでいいが、君も来てくれないか？　少し話がしてみたくなってね」

　断ることは出来た。それほど急を要するわけではなかったが、天川には用事があったし、それに天川の側に光里の祖父母と話したいことがあったかと言われればそうではなかったのだ。

　だが、なぜか天川は、深い考えもなく、得意の作り笑顔を浮かべて、「いいですよ」と慎次さんの誘いに乗ったのだった。



　この辺りは子どもの多い住宅街で、従って公園の数も比例して多い。陽太や光里がよく利用する西公園の他ほかにも、一キロと離れていない場所に東公園と呼ばれる公園もあった。……こちらも何を基準にして「東」なのかはよくわかっていないらしいのだが。

　とにかくその東公園のベンチに、天川は慎次さんと並んで腰掛けていた。視線の先では、優子が小こ春はるさんと一緒に砂場で遊んでいる。一緒に、だ。小春さんは見ているだけではなく、汚れるのも気にせず、優子の遊びに参加してあげている。それだけで彼女の人柄が伝わってくるようだった。

「学校での光里はどんな子か訊きいてもいいかい？　陽太くんにもよく聞かせて貰もらっているのだけど、光里はきっと彼とそれ以外の友達の前では違う姿を見せているだろうし」

「多少変わったところはあると思いますけど、良い子ですよ。友達も多いですし」

「そうかね。それは良かった。実は少し心配だったんだよ。あの子は常識知らずではないが、常識外れなところがあるからね」

「知った上で敢あえて外れているということですか……？」

「と言うよりも、自分の考え方や行動が常識からずれていてもあまり気にしないというか……直そうとしないんだ。自分が正しいと思ったことには酷ひどく頑固になる」

　確かに光ひか里りは頑として譲らないところがあった。度々陽よう太たと意見が衝突していたが、最終的には必ず陽太の方が折れていたな、と天あま川かわはほくそ笑んだ。

「でも、別に常識外れでもいいんじゃないでしょうか。常識は最頻値ではあるけれど、常に正解とは限りません。みんなが連なって渡っていく赤信号の前で一人だけ立ち止まっていられることは、僕は美徳だと思います」

　慎しん次じさんは微笑ほほえを浮かべている。

「ありがとう。そう言ってもらえて嬉うれしいよ。光里が常識外れだとしたら、君は常識破りだな」

　その二つの違いについて考えていると、答えが出る前に慎次さんがこう続けた。

「光里が『優ゆう子こを引き取る』なんて突拍子のないことを言ったとき、君はそれを現実にしてくれた。もちろん君だけの力ではないだろうがね」

　慎次さんは優子を見つめて幸せそうに目を細めている。

「さっきも言ったが、本当に感謝しているんだよ。優子を私達に巡り合わせてくれた君には」

「……光里さんが優子ちゃんを引き取ると言ったとき、あなた達はどうしてそれを止めなかったんですか？」

　言ってからしまった、と思ったが、しかしやはりこれは訊きくべきだと思い直した。おそらく、天川が彼らについて来た理由は、この質問に対する答えが聞きたかったからなのだ。無難な会話で好青年を演じているだけでは、本当に、何のために今慎次さんと話をしているのかわからなくなる。

「優子ちゃんが良い子なのはわかります。困っているあの子を助けてあげたくなるのは人情だ、誰だれでもきっとあの子に同情するでしょう。だけど、普通はそこまでです。見ず知らずの子を養子にしたいなんて言いませんよ。ましてや今年高校生になったばかりの女の子が。……そして」

　天川は穏やかな表情を浮かべる慎次さんの目を見て言った。

「その提案を受け入れる保護者も、常識外れだと思います」

「ははは、まいったな。光里の常識外れは私達のせい、ということかな？」

　慎次さんは褒められていると思ったのか、照れたように笑った。

「私も家内も、いい加減な人間なんだ。子どもは育てるものではなく、勝手に育つものだと思っている。親が子どもにしてやることは、一つだけで良いいと思ってるんだよ。それは、子どもに『自分は自分であるということだけで、その他ほかに何の理由もなく愛されている』と伝えてやることだ。究極的にはそれだけで良いい」

　その言葉を訊きいた途端、なぜか天あま川かわは強い力で胸を締め付けられているような苦しさを覚えた。それがなぜなのか考えたくなくて、天川は慎しん次じさんに次の言葉を促した。

「なぜですか？」

「誰だれかから無条件に愛されているという事実は、それだけで人を救うと私は思う。私も小こ春はるもそんなに立派な人間ではないし、優ゆう子この望むもの全すべてを与えてはやれないと思うが、しかし優子を心から愛することは出来る。そして、光ひか里りもそれが出来る子だ。親馬ば鹿かかもしれないが、光里はもう精神的には十分に母親になる資格はあると思っている。足りないのは社会的な責任能力だが、それはもう時を待っているだけでいずれ手に入る。だから私達は、優子を引き取りたいという光里の願いを受け入れたんだよ」

「……そう、ですか」

　天川はぼんやり優子を見つめながら思っていた。

　やはりこの親にしてこの子あり、か。

　慎次さんの言う通り、光里や、それから陽よう太たもきっと、優子のことを――いや、優子でなくとも、彼らが「愛そう」と思った者に対して、無限で無償の愛を注ぐことが出来るのだろう。それは光里や陽太が、同じように家族に愛されて育ったからだ。自分がされたことを同じように他人にすれば良い。

　――だったらそれは、きっと僕には無理なことだ。

「君は賢い子だね」

　唐突に慎次さんはそう言った。

「賢くて優しい子だ」

「は、はい？」

「賢いことと優しいことを両立させるのはとても難しい。賢いということは、世の中の優しくない部分から目を背けないということだからね。優しくないものを目の当たりにして、それでも自分が優しくあろうとするのは、並大抵の精神力で出来ることじゃない。だけど君は、それをやって常識を破った。それはとても誇らしいことだと私は思う」

　天川はしばらく呆あつ気けに取られていた。褒められたと気付くまでに少し時間が必要だった。

「……ありがとう、ございます」

　そのとき、電話が鳴った。通話ボタンを押すと、慌てた声の金かな輪わに繋つながった。

「天川か!?　緊急事態だ、奴やつが出やがった！」

「なっ……もう、ですか？」

　予想以上に早い。しかし、まるで準備が整うのを待ってくれたようなこのタイミングは、ある意味幸運とも言える。

「今真ま上がみが迎撃に向かってる。お前まだ金集めきってねえだろ？　真上が時間稼いでる間に用意して、可及的速やかに合流しろ！　わかったか？」

「了解です。これからすぐに向かいます」

　電話を切り、天あま川かわは立ち上がった。

　――さあ、決戦だ。

「すみません。急用ができてしまったので失礼します」

「そうか。引き留めてしまって悪かったね」

「いえ。……お話が聞けて嬉うれしかったです」

　天川は、好きで思念紡績協会に勤めているわけではない。他ほかに居場所がないから仕方なく居るだけだ。それでも、自分の仕事に誇りを持つ瞬間がある。それは強い思し念ねん塊かいを倒したときでもなく、上司に褒められたときでもない。

　本当に守るべき価値のある人間に出会ったときだ。

　本当に良いい人間に出会って、世の中まだまだ捨てたものじゃないと実感できたときに、その人達を守っている自分の仕事を少しだけ誇る気持ちになる。……悔しいが、この辺りの価値観がよく似ているから、天川は真上を嫌いになれないのだ。

　歩き出そうとした天川の背中を、「あ、あの！」と高い声が呼び止めた。

　砂場から走ってきた様子の優ゆう子こが居た。



    

  
    
      



    

  
    
      

「何だい？」

「えっと……」

　優ゆう子こは目を泳がせ、きゅっと握りしめた両手の拳こぶしを胸の前に持ってきて、緊張した様子で言った。

「お、お仕事がんばってください！」

　天あま川かわは目を丸くした。なぜ仕事だとわかったのだろうか。……まあ、当てずっぽうで言ったのだろうが。

「ありがとう」

　天川は笑顔で返した。



６．



　和わ田だ川かわ市内には小さな遊園地「和田川アクシデント」がある。安全面の保障について首を傾かしげてしまいたくなる名称は一体誰だれが考えたんだろうか。謎なぞである。

　俺おれと光ひか里りがバスで和田川アクシデントに到着したとき、時刻は午後三時近くなっていた。閉園は午後八時なので遊ぼうと思えばまだまだ遊べる。

　日曜日それも梅つ雨ゆの合間の晴れ日ということもあってか、園内はそこそこの人で賑にぎわっていた。

「遊園地なんて久しぶりだなー。光里、まずは何から乗る？」

　なんだかんだ言っても光里と遊園地でデートなのだ、嬉うれしくないわけがない。ちょっと浮かれてしまう。そんな俺の様子を見て、胸にコンを抱いた光里がむっと頬ほおを膨らませた。

「陽ようちゃん、目的を忘れないでよ。コンちゃんの元の持ち主さんを捜しに来たんだから」

「いや、そりゃそうだけど……」

　なんつーかそれは、ほら、コンの気遣い……というか。ここはむしろ、俺達が目め一いつ杯ぱい楽しんだ方がコンは喜んでくれるんじゃないだろうか。

「というわけでまずはお化け屋敷の中から捜そう」

「お前もホントはただ楽しみたいだけだろ！」

　こうして最初はお化け屋敷を回ることになったのだが、和田川アクシデントのアトラクションは正直言ってどれも古臭い。よく近年の不況を乗り越えてまだ潰つぶれずに残ってるなぁと思うくらいだ。むしろこの古臭さが懐かしさに結びついてニッチを獲得しているのだろうか。

　とにかくそんなわけで、お化け屋敷といっても最新のでかい遊園地みたいに大規模な仕掛けが施されていたりはせず、薄暗い照明と不気味な効果音、それから従業員さんの熱演で成り立っている程度のものだ。おまけにこのお化け屋敷、俺も光里も過去に何度も経験して内容を知り尽くしている。だから今更怖がる要素なんてほとんど無いのだが――。

「その考えは甘いね陽ようちゃん」

　入り口で当然のように俺おれの腕に自分の腕を絡めながら、光ひか里りが不敵に笑った。

「真の恐怖は一番身近にあるということを体に教えてあげるよ」

「お前は一体中で俺に何をするつもりなんだ!?」

「明るいところじゃ出来ないことがいっぱいあるの」

「明るいところじゃ出来ないことのほとんどはお化け屋敷の中でもやっちゃいけないことだからな!?」

　怖いよ！　俺こんなに怖いお化け屋敷初めてだよ！

　お化けなんかより遙はるかに恐ろしい、天使のような小悪魔を傍らに、俺は震える足で薄うす暗くら闇やみの屋敷に足を踏み入れた。



　その後お化け屋敷の中で俺が光里に何をされたかは倫理的な問題から到底口にすることはできない。お化けに扮した従業員さんが気を遣って襲って来なかったと言えばなんとなくわかってもらえるだろう。

　要するに、マナーモードが解除されたのだ。



「次は何にする？　ジェットコースター？　バイキング？」

「なんか……超疲れたから……ちょっと休みたい……」

「じゃあ観覧車に乗ろう。高いところから見渡せばコンちゃんの元の持ち主さんも見つかるかも知れないし」

「もう口実どころかこじつけだな……」

　観覧車か……。まあ座ってるだけだから休憩にもなるし、俺は高いところ割と平気だから怖くはないけど……しかし光里と二人きり（コンもいるが）で密閉空間に閉じ込められるというのは別の意味で怖い。ぶっちゃけお化け屋敷よりも怖い。

　とはいえ光里の言うことに逆らえる人間はいないので、俺には大人おとなしく観覧車に乗り込む以外の選択肢は無かった。

「高いねーコンちゃん。どう？　元の持ち主さん見つかりそう？」

　窓からコンと共に地上を見下ろす光里。しかしコンは首を振る。

「わかんねー。小さくて見えねー」

「そっかぁ……」

「別にいーけどな、もう」

　コンは素っ気なく言った。

　おかしいな。元の持ち主が遊園地に居るかも知れないっていうのは俺と光里に気を遣った嘘うそだとしても、それにしたってコンはやる気がない。「ひょっとしたらこの人混みの中に居るかも知れないから捜してみよう」という様子すら見られないのだ。

「いいのか？　元の持ち主が見つからなくても」

「……まあ、よく考えたらそこまで必死になって捜すものでもないかもって思えてきた」

「そうなの？」

「だって、オレが何者でもお前らは気にしないもんな。オレ一人で気にしてるのはバカらしいぜ」

　コンの本音がぽろりと零こぼれたようだった。さっきの光ひか里りとのやりとりで、何か吹っ切れたのだろうか。

　観覧車の高度が上がっていく。それと比例するように俺おれも光里もコンも口数が少なくなって、景色ばかりを見ていた。外ではここ最近雲に閉じ込められていた太陽が鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように燦さん々さんと光を振りまいている。もう午後四時だというのに天高くに居座って一向に傾く気配がない。

「小さい頃ころよく来たよね、この遊園地」

　コンを抱き、景色を見つめたまま、光里が言った。

「そうだな」

「陽ようちゃん、覚えてる？　私のお父さんとお母さんが死んじゃった後、初めてここに来たときのこと」

「……当たり前だろ」

　五歳のときだ。両親を亡くして以来ずっとふさぎ込んだままだった光里を元気づけようと、うちの両親が光里を一緒に遊園地に連れて行った。そこで俺達と観覧車に乗った光里は、ゴンドラが頂上付近に来ると突然暴れ出して外に飛び出そうとしたのだ。

「あのころは、空のずっと高いところに天国があって、お父さんとお母さんはそこに行っちゃったんだって本気で信じてたから。観覧車のてっぺんなら会えるんじゃないかって思って」

　光里は懐かしむように苦笑した。

「観覧車なんて、空に比べたら大して高くないのに」

「子どもだったんだから仕方ねえよ」

　勿もち論ろん、一緒に乗っていた俺の父さんと母さんが光里を止めてくれたから大した事態にはならなかったのだが。

　当時の俺は、子どもながらに、もう二度と会えない両親を求めて泣き叫ぶ光里を悲痛に思った。みんなで楽しむ場所であるはずの遊園地に、あのときの光里の姿はあまりにも似つかわしくなかったから。

　だから俺は、

「あのときだったよね。陽ちゃんが私の家族になるって言ってくれたの」

「……」

「凄すごく嬉うれしかった。本当に嬉しかったんだよ」

　な……なんだ急に。こっちはどんな逆セクハラをされるかとワクワク――じゃなくてヒヤヒヤしていたというのに、いきなりそんな真面目まじめな雰囲気で来られると、落ち着かん。

「でもね。昔は意識してなかったんだけど、今は『家族』って括くくりの中にもいくつか種類があるって気付いちゃったから。……陽ようちゃんとの関係は、『お兄ちゃんと妹』とか、『お姉ちゃんと弟』とか、『ご主人様とペット』とかじゃ、もう、嫌なの」

「三つ目は家族なのか!?」

　いやペットは家族の一員で良いいと思うけど、でもペットが人間の場合はおかしいだろ!?

「『お父さんとお母さん』に、なりたい」

　頬ほおを朱に染めた光ひか里りに真正面から目を見据えられ、俺おれは息を呑のんだ。

　光里はお腹をさすりながら、

「……もう子どもも居るし」

「え!?　ちょ……え!?　う、嘘うそ付け！　ま、まだ何にもしてねーだろ俺！」

「優ゆうちゃんのことだよ」

「あ……ああ、そうか。びっくりしたぁ。……じゃあなんでお腹さすったんだよ！」

「演出だよ」

「やっぱ確信犯じゃねえか！　何でそんな演出が必要なんだよ！」

「……恥ずかしいからに決まってるでしょ」

　光里は恥じらいの表情で俯うつむいてしまった。

　ところどころで挿入される小ボケは照れ隠しかよ。くそう。可愛かわいい。

「……」

　沈黙が続く。コンは外の景色にしか興味がない振りをしてずーっと窓に張り付いている。なんなんだこいつは。間違いなく世界で一番空気が読めるぬいぐるみだ。それに比べて俺は、……情けない。

　どうすれば良いんだ。何を言えば良いんだ。

　光里がちらちらと横目で様子を窺うかがってくる。待ってるのか？　俺が、勇気を出すのを。

　だとしたら行くしかない――と、俺が口を開き掛けたとき、

「陽ちゃん」

　光里の方が一瞬早かった。

「やっぱり、ちゃんと言葉にしなきゃいけないことだと思うから、言うよ」

　つばを飲み込んだのだろう、こくんと光里ののどが上下した。真まっ赤かな顔に覚悟を滲にじませ、光里は立ち上がった。

「わ、私は……陽ちゃんのこと……」

　息を呑のんだ瞬間。

　こんこん、とノックの音がゴンドラの中に響いた。

　……は？

　いやいやいや、ノックってなんだよ。今俺おれ達のゴンドラは頂上――地上数十メートルの位置まで上ってきてるんだぞ？

　ノックの方向に顔を向けると、有り得ない光景が目に飛び込んできて、俺も光ひか里りも言葉を失った。

　ゴンドラの窓に人間が張り付いていたのだ。

　二十歳くらいの男だ――背格好は並、服装も半はん袖そでのシャツにＧパン、せいぜいピアスの数が多いことくらいしか特筆すべき点はないが、その表情は一目見ただけで異常さが伝わってくるほど――なんというか、アンバランスだった。睨にらみ付けるような険しい目つきで口元が爆笑している。そんな見るからにヤバイ奴やつが自分の乗っているゴンドラに張り付いているのだから、たまったものではない。

　こんな奴さっきまでは居なかった。一体いつの間に、音も無くこの高さのゴンドラに近づいたというのか。

　正直めっちゃくちゃびびってしまったが、恐怖に身を竦すくめた光里が視界に入ってなけなしの勇気が湧き上がる。咄とつ嗟さに光里を庇かばうように立つと、張り付き男の口元が更に歪ゆがんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そして、張り付き男は、片手で自分の体重を支えて、もう一方の手を俺おれに向けて「そこをどけ」とジェスチャーをした。

　ふざけんな。お前が消えろ。

「コン！」

　コンが応じて俺の頭に飛び乗る。この蜘く蛛も野郎、そんなに張り付きたいんなら手伝ってやるよ。俺は思念力を発動して張り付き男の体をゴンドラに混ぜ合わせてやろうとした、が――

　遅かった。

　ゴンドラのドアが、独りでにしかも凄すごい勢いで開いて、俺の体を強したたかに打ちつけたのだ。

「痛っ……!?」

「陽ようちゃん！」

　俺の体が盾になって光ひか里りに怪け我がは無かったようだが、そんなことを幸いと思っていられるほど暢のん気きな状況ではなかった。張り付き男の張り付いていた窓が簡単に開いて、そこから男が蛇のように体をくねらせてゴンドラ内に侵入してきたのだ。

「なっ……」

「狭いな。関節外れるかと思ったぜ」

　男は立ち上がって首を回した。

　ゴンドラのドアも窓も、動いている最中にこんな風ふうに自動で開くわけがない。この男が何かやったんだ。

「なあ兄ちゃん。お楽しみ中のところ悪いんだけどさぁ……」

　男は睨にらみ付けるような目つきで口角を上げた。

「お前、こっから降りろ」

「ふっ……ふざけんな！」

　こいつが何者かは全くわからないが、危険な奴やつであることは間違いない。多生手荒でも仕方が無い、とにかく倒さなきゃ――！

「コン！　こいつをゴンドラに――」

「遅いっての」

　だが男の言葉通り、この時点で既に俺は後手に回っていた。俺が思念力を発動するよりも先に、ゴンドラ内部の椅い子すがまるで粘土のようにぐにゃりと変形して俺の手足を拘束し、怯ひるまされたところで天井の金具が細長く伸びてコンの腹を突き刺した。

「ぎゃー！」

「コンちゃん！」

　槍やりのように変形した金具は、貫いたコンを男の手元まで運んだ。男はコンを受け取って乱暴に金具から引き抜く。少量の綿と糸くずが散った。

「ほいご苦労さん」

「てめえっ！　コンを返せっ！」

「嫌だね。欲しけりゃてめえで取り返してみろよ」

　男はコンをお手玉のように弄もてあそびながら笑った。

「尤もつとも？　こいつがいなくて思念力が使えない、ただのガキ同然のお前にできるとは思えねえけどな」

「くっ……！」

　悔しいが、こいつの言う通りコンが居なければ俺おれには何も出来ない。手足を拘束する金属を外すことすら出来ないのだ。しかし問題はそれよりも、

「どうしてお前がそんなことを知ってる……！　お前一体何者だ!?　何で俺達を狙ねらう!?」

「は？　『俺達』？」

　男が顔をしかめた。

「何言ってんだお前。お前なんか狙ってねえよ。俺が欲しいのはこのぬいぐるみと」

　男は光ひか里りを指さして、「そこの女だけだ」

　光里がぎょっとして身を竦すくませた。

「わ、私……？　なんで私なんか……」

「とぼけんなよ。お前も俺と同じなんだからわかるだろ」

　男の言っていることはさっぱり意味がわからない。だが、光里とお前は絶対に同じなんかじゃない。

「光里は渡さねえ！　コンを返せ！　てめえはとっととここから消えろ！」

「はっ、動けもしねえガキが吠ほえたところで痛くもかゆくもねえ。大体、こいつを返せってのはおかしいだろ――むしろ俺の台詞せりふだぜ？」

　ぐったりしたコンを俺に見せつけながら、男は信じられない言葉を口にした。



「こいつは元々、俺が造った思し念ねん塊かいなんだからよ」
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　わけがわからない。理解が追いつかない。

　ほんのさっきまで、俺達は楽しく平和に観覧車に乗っていただけだったのに。

　それが何だ、この状況は？

　いきなり現れた謎なぞの男に襲われて、俺は手足をゴンドラに拘束され、コンが奪われて、

　そしてその男が――「自分がコンを造った」と主張してくるなんて。

「お前が……コンの元の持ち主……!?」

「元の？」

　男は嘲あざけるように笑った。

「何言ってんだ？　今もだよ。最初から最後まで、こいつはずっと俺おれのモン。俺がこいつのご主人様なんだよ。お前らに取られて困ってたんだ、返してくれよ」

「ふ、ざけんな……！」

　男の手の内でもがきながら、コンが弱々しい声で否定した。

「オレはお前なんか知らない……！」

「何だよ、つれねえな。お前を造ってやったのは俺なのに。恩知らずな猫だぜ」

「お前みたいな奴やつが……オレを思し念ねん塊かいにできるわけないだろ！」

「出来るんだよ。そういう能力なんだから。……なあ、お嬢ちゃん」

　男は挑発的な目で光ひか里りを見た。

「あんたならわかるだろ？」

「……？　あなた、さっきから何を言ってるの……？」

「とぼけんなって」

　男はコンを離し、地面に落ちたところでぐしゃりと踏みつけた。

「コンちゃん！」

「こいつは返してもらう。それから」

　男は自由になった両手を使い、嫌がる光里の腕を捻ひねりゴンドラの壁に押しつけた。

「この女も貰もらってく」

「いやっ！　離して！」

「光里！　てめえふざけんな、何の理由があって光里を！」

「決まってるだろうが。自分以外の貴重な『紡ぎ手』を利用しない手はねえだろ」

　紡ぎ手……？　なんだそれは？

　俺と光里の表情を見た男は意外そうに片かた眉まゆを上げた。

「何だよ、本当に知らないのか？　紡績協会は何も教えてねえんだな。ま、その方が俺にとっちゃ都合がいいけど」

　そういうわけで、と男は笑い、光里とコンを無理矢理に抱えたまま外に出て、鉄骨に掴つかまった。ゴンドラの中には俺だけが取り残される。

「お前は要いらないから。死んでくれ」

「……は？」

　その途端、俺の居るゴンドラを支えていた鉄の棒がメキメキと湾曲し始めた。ネジなどの小さな金具がいくつも零こぼれるように外れ、あられのようにゴンドラに降り注いで乾いた金属音を立てる。

「お、おいちょっと待て……お前、一体何を……！」

　安定性を失いガクンと傾くゴンドラ。流石さすがに血の気けが引いた。

「陽ようちゃん！　いやっ、だめ！　やめて！」

　男の腕に押さえつけられた光ひか里りが激しく暴れたが、男は全く応えていない。興奮した様子で俺おれの乗るゴンドラが壊れていく様を眺めていた。

「う、嘘うそだろおい……こんなの……！」

　未いまだゴンドラは頂上付近、地上までの距離は推定四十メートル。俺の体には頑丈な金属の拘束具が巻き付いて身動きが取れず、ゴンドラ外に逃げ出すことは到底不可能。

　このままゴンドラが落下したら――。

　そんな最悪の想像をした瞬間、それは現実になった。

　熟しすぎた実が枝から落ちるように。

　ゴンドラはあっけなく、観覧車の本体から千切れた。

「う、うわああああああ―――っ！」

　駄目だ、この勢いでは助からない――パニックに陥った頭の片隅では冷静で冷徹な見解を出している自分が居た。

　もうどうすることもできない。ただただ迫る衝撃に備えて目を瞑つぶるくらいしか。

　畜生、なんだこの死に方。

　いきなり現れたわけわかんねえ野郎に、コンも光里も奪われたまま、何にも出来ないで殺されるなんて。最悪だよ。俺の人生何だったんだよ。

　……ごめん、光里。守ってやれなくて――



「諦あきらめるな！」



　轟とどろいた大声に驚いて目を開ける。とほぼ同時に、俺以外空っぽだったゴンドラの中に、突然コンと光里の姿が現れた。まるで瞬間移動でもしたように。

「……！」

　こんなことが出来る奴やつは一人しか居ない。

　涙を目に一いつ杯ぱい溜ためた光里が、コンを自分の体で俺に押しつけるようにして抱きついて来て、そして――

　直後に、ゴンドラは地面に激突した。

　激突、という表現は正確じゃない。ゴンドラはまるで水面に落ちた石のように、ボチャンと地面の中に沈んでいったのだから。

「……ぶはっ！」

　地中からコンと光里を抱えて地面に上がり、俺は思念力を解いた。

「あ、危なかったぁ……！」

　ギリギリで間に合った。俺は激突の直前に思念力を発動し、ゴンドラごと地面に融合することで衝撃を殺したのだ。

　これも全部、コンに触れて思念力を使えるようになったお陰――つまり。

「大丈夫か、陽よう太た」

　顔を上げると、そこに影かげ時ときの大きな背中があった。

　俺おれ達が助かったのは、最高のタイミングで現れたこのハイスペック変態紳士が、あの男からコンと光ひか里りを奪って俺のゴンドラに瞬間移動で送り込んでくれたお陰だ。

「ああ、マジで助かった！」

　やっぱり、ここぞと言うときに一番頼りになるのはお前だよ。

「サンキュー影時！」

　影時は気き障ざに笑って親指を立てた。

「言っただろう？　俺は可愛かわいい女の子の居るところだったらどこでも神出鬼没なのさ」

「面倒なことしてくれるぜ」

　いつの間にか地上に降り立っていた例の張り付き男が忌いま々いましげに首を回している。何だこいつ、観覧車のてっぺんから一瞬で、しかも音も無くここまで降りてきたってのか？

「陽太、コンは大丈夫か？」

　影時が男を警戒したまま背中で尋ねてくる。腹を刺されたコンは、ふらつきながらも立ち上がって俺の頭に飛び乗った。

「お、おい平気なのかコン？　怪け我がは……」

「別に……内臓があるわけじゃねーんだから、平気だ。オレのことはいいから、あいつに集中しろ……！」

　声や表情からコンが無理をしているのは明白だったが、

「コンの言う通り、あいつはこれまでの相手とはまるで違う。本当に本気で倒さなければならない最悪の敵だ。二対一とはいえ気を抜くなよ陽太」

「あ、ああ……」

　影時はこの男を知っているような物言いだ。ひょっとして前々からこいつの動向を探っていたのか？　だとしたらこのタイミングで俺達を助けに駆けつけたことも説明がつく……って、いかんいかん。余計な詮せん索さくは後回しだ。

「本当に死ぬところだったじゃねえかこの野郎……！　絶対許さねえ、覚悟しろ！」

　男は間違いなく思念能力者だろう。思念力が全く想像つかないことが不気味だが、しかし俺の手元にコンが戻って思念力が使えるようになった今、影時との二人がかりならこっちの有利は間違いない。

　しかし男は、余裕を見せつけるように笑っている。全く焦る素振りを見せない。

「許さない……ねえ。それはいいけど、お前、その女を放ほうっておく気か？」

　男が俺達の後ろ――光里を指さした。はっと振り向くと、光里は顔を押さえてへたり込んでしまっている。

「光ひか里り！　どうした、どっか痛いのか!?」

「大丈夫か宇う月づきさん？　まさかあの男に何か――」

「……ううん、平気。でもなんだか目がチカチカして……」

　顔を上げた光里と目が合った瞬間、俺おれは光里の黒真珠のような瞳ひとみの中に、太陽を直接見てしまったような眩まばゆさを感じて咄とつ嗟さに目を閉じた。

「何だ今の……？」

　眩さは一瞬で収まり、俺は目を開く――だが、すぐに違和感に気がついた。

　目線があまりにも低い。

　さっきまで座り込んでいる光里をのぞき込むような体勢だったのに、今は見上げている。

　しかも、頭の上に乗っていたはずのコンが今は隣に居て、……目線の高さが同じである。

「な、なんだこれはぁっ！」

　隣で影かげ時ときが叫んだ。見てみると、そこにあったのはいつもの変態イケメンの姿ではなく、見上げるほど巨大な怪獣のような黒い犬の姿だった。

「ええ――――!?　え、お前影時!?　何で犬になってんの!?」

「陽よう太た、お前陽太か!?　そういうお前だって、どうして豆まめ柴しばになってるんだ!?」

「豆柴!?」

　足下に視線を落としてみると、ちょこんとした小さなわんこの足がそこにあった。

「はぁ―――!?　何じゃこりゃーっ！」

　信じられないことに、俺も犬の姿になってしまっていた。体毛がふさふさで、足が四本で、肉球がついている。

　パニックに陥っていたら、いきなり小さな体を持ち上げられてぎゅっと抱きしめられた。

「可愛かわいい……」

　勿もち論ろん光里の仕業だった。こっちが小さくなっているから光里の体もとんでもなくでかく感じる。当然胸のサイズもそう感じるわけで、押しつけられるとなんかもう巨大なマシュマロに溺おぼれているような気分だ。

「待って光里！　今はマジでそんな場合じゃないから！　は、離して！」

　慌てふためく俺達を見て、男が腹を抱えて笑い転げていた。

「いや、ホントおもしれえなぁ。こんな簡単に引っかかるとは思わなかったぜ！」

「お前……！　一体何しやがった!?」

　男は笑いを堪こらえながら、

「言っただろうが。その女は俺と同じ『紡ぎ手』だ。その力をちょこっと弄いじくって、お前らに浴びせてやっただけさ」

「紡ぎ手の力……って、なんなんだよそれは！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　男は嘲あざ笑わらうように、俺おれと影かげ時ときを指さした。

「お前ら、思し念ねん塊かいにされちまったんだよ」
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「しょうがねえな。何にも知らないお前達に、親切な俺が講義してやるよ」

　男は馬ば鹿かにするような笑いを浮かべながら語り出した。

「紡ぎ手ってのは、特定のモンに思し念ねん糸し巻き付けて思念能力者や思念塊を造り出すことの出来る能力を持った人間のことだ。自覚のないそのお嬢ちゃんの紡ぎ手としての力を、親切な俺が引き出してやったのさ。ま、ちっとばかりピーキーにしてやったけどな」

　男は顔を上に向けて観覧車を仰ぎ見る。

「そして俺も紡ぎ手だ。ここまで言えば、バカでも俺の言いたいことがわかるだろ？」

「……まさか、観覧車が俺を攻撃してきたのは……」

「こいつはもう、俺の手によって思念塊と化している。つまり――この遊園地がまるごと、お前らの敵だ」

　その瞬間。

　観覧車から全すべてのゴンドラが千切れ、意思を持つ流星群のように俺達に向かって突っ込んできた。

「う……うわあああああああ！」」

「ッハハハハハハァ！　最後の遊園地デートだ、思う存分楽しんでいきな！」

　降り注ぐ鋼鉄の弾丸に、俺おれ達はたまらず一目散に駆けだした。四足で走るのに慣れていなかったので足がこんがらがりそうだ。

「こうなってくると、お前らのためだけにここを貸し切りにするのは勿もつ体たいないな。せっかくだからよォ、他ほかのお客様方にも存分に楽しんでもらうとするか！　なぁ！」

　そう言って男は、攻撃の矛先を関係の無い他のお客さん達にまで拡大した。もう大パニックだ。園内の全すべての人達が、蜘く蛛もの子を散らすように、襲いかかってくる思し念ねん塊かいから逃げ回る。男は楽しそうに次から次へとアトラクションを思念塊化していく。

「ど、どどどどーすりゃいいんだこんなん！　思念塊にされちまうなんて状況全く以もつて一パーセントたりとも想定してねえ！」

「落ち着け陽よう太た。ただ単に犬になっただけだ、そう驚くことではない」

「いや相当驚くことだよ！　自分が犬になって落ち着いてる奴やつがいたらそいつはもう人としての心を失っているよ！」

「俺は元々女性の犬だ！」

「人の心失ってたー!!」

　しかもその通りだ！　こいつ前から犬だった！

「でも逃げてばっかりじゃいられねえぞ、このままじゃこの遊園地に来てる無関係の人達まで危ない！　俺達があいつを何とかしないと……！」

「ふっ……俺が落ち着いている理由は他にもある。例え姿が変わったところで、俺と天てんむすの絆きずなが失われたわけではないのだ。ならば天むすの思念力が使えるはず――」

「すまないがそれは無理のようだ、影かげ時とき君」

　と、影時の背中辺りにしがみついているらしい天むすが言った。影時はかなりの大型犬で、小型犬サイズの俺では背中まで見えないのだ。

「君が思念塊になってしまったせいで、君自身に思念力が生じ、私の思念力に干渉して相殺してしまっている。互いの思念力が使えない」

「何だって!?　コン、お前もか？」

「そうじゃなかったらとっくに反撃しろって言ってるよ！」

「くそっ……！」

　なんてことだ。思念力も使えないんじゃまるで戦えない。思念塊っていうかただの喋しやべる犬じゃねえか。

「このままじゃ勝ち目がねえ！　光ひか里り、なんかよくわかんねえけど、これがお前の力によるものだってんなら、お前の意思で俺達を元に戻せないか!?」

　望みは薄いが、もうこの可能性にかけるしかない。しかし光里の返答は、

「別に元に戻らなくても良いいと思うんだ」

「はい!?」

「陽ようちゃんは今のままでも十分可愛かわいいから大丈夫だよ」

「この子何言ってんの!?」

　致命的に話が通じていない。

「ああもうわけわかんねえ！　なんなんだよあいつ、いきなり現れて紡ぎ手だのコンのご主人様だのと勝手なことを……！」

　隣を走るコンの苦い表情が視界に入る。そんな場合じゃないとわかっているから隠そうとはしているようだが、やはりコンにとっては相当なショックだったようだ。……自分を造ったのがあんな奴やつだったということが。

「ご主人様なんかじゃない」

　と、否定したのは光ひか里りだった。

「コンちゃんにご主人様なんて居ない。ただコンちゃんは、誰だれと一緒に居たいかを自分で選んで、その人と一緒に居れば良いんだよ」

　光里がコンの方を見ようとしなかったのは、きっとコンが顔を隠すために俯うつむくことがわかっていたからだ。

「ただし私はコンちゃんが嫌がっても付きまとうけど」

「それじゃ駄目だろ……」

　尤もつともコンが嫌がらないだろうことは全員がわかっていた。だが、にわかに和んだ空気を覆い尽くすようにふっと空に影が落ちる。

「遅いんだよ、お前ら。もうゲームオーバーじゃねえか」

　人を小こ馬ば鹿かにしたような声と共に、俺おれ達の前方に上空から巨大なムカデの化け物が降ってきた。これは――思し念ねん塊かい化したジェットコースターか。無数の機械の脚が生えて何ともグロテスクだ。

「くっ……！」

　後ろからは暴走するメリーゴーランドの馬が迫っている。ならばと横へ逃げようとするが、しかし右も左も新たな思念塊に道をふさがれていた。四方塞ふさがりである。

　怪物と化したアトラクションに追い回される遊園地なんて、あまりにも馬鹿げた地獄絵図だ。悪夢にしたって酷ひどすぎる。

「さて……最後は何に乗りたい？　ジェットコースターか？　メリーゴーランドか？　それとも観覧車でさっきの続きでもしてみるか？」

　男は歪ゆがんだ笑みを滲にじませる。俺達には何も抗あらがうことができない。

「くっそぉ……！」

「選べねえか？　まあそうだよな。そんなお前達に大サービスだ――最後なんだからよ、一いつ遍ぺんに全部楽しませてやるよ！」

　男が叫び、全すべての思し念ねん塊かいが一斉に俺おれ達に襲い掛かってきた。万事休す――



「どれもお断りだ」



　明朗な声が響き、次の瞬間、全ての思念塊が叩たたき潰つぶされた。

　上空から無色透明の巨大な鉄てつ拳けんが降り注いだかのように。

「ぼろい遊園地だな。生あい憎にくこんな古臭い遊具で満足出来るほど育ちが悪くないんでね」

　そんな露骨に格好つけた台詞せりふと共に。

　思し念ねん糸しの専門家――天あま川かわ星せい也やが、大仰なジュラルミンケースを提げて舞い降りた。

　男が歪ゆがんだ顔で舌打ちをする。

「天川星也……！」

　天川は好戦的な瞳ひとみで男を睨にらみ付けた。

「久しぶりだね薄すすき野の。相変わらずこんな小悪党のようなことを続けているのかい」

「相変わらず胸むな糞くその悪いガキだぜ。小悪党はどっちだよ、金の亡者」

　薄野――それが奴やつの名前らしい――は、天川に自分の思念塊を一掃されても動揺を見せなかった。だが、初めて表情から笑みが消えている。それだけ薄野も天川を警戒しているということか。

「お、遅いぞ天川ーっ！」

　影かげ時とき犬が泣きそうな声で天川に飛びついた。

「離れろ気色悪い！」

「この野郎散々待たせおって！　『これが僕の仕事だ（キリッ』とか言ってたくせに直前で金が足りないことに気がついて焦ってかき集めてたくせにえらく格好つけた登場を――ぐはっ！」

「お前は黙ってろ駄犬！」

　影時犬が殴られた。

「あ、あの、ありがとう天川くん、助けてくれて――」

　顔を赤くしていまいち決まらない様子の天川に、光ひか里りが礼を言って後ろから近づく。だが天川は唐突に、振り返りもせず後ろ手に千円札を投げつけた。光里の顔面に千円札が貼はりついて視界を封じる。

「きゃあ！」

「天川!?　何してんだお前！」

「いいから下がってろ」

　天川が珍しく真剣な声で告げる。

「光ひか里りちゃんの目を見るな……って君達はもう手遅れか。ならせめて僕に光里ちゃんの目を見せるな」

　……なんだかよくわからんが、つまりあれか？　光里の目を見ると俺おれ達みたいに犬になってしまうから、そうならないように光里の目を封じたってことか？

「ホントにいいのかよ、それで？」

　またも薄すすき野のが薄笑いで焚たき付ける。

「天あま川かわ星せい也や、お前が厄介なのは認めてやる。けどな、喋しやべる犬二匹とぬいぐるみと目の見えない女一人連れて、そんな雑ざ魚こどもの足あし枷かせつけたまま俺とやり合おうなんてのは……流石さすがにナメすぎなんじゃねえの？」

　薄野が天川に破壊された思し念ねん塊かいの残ざん骸がいに手を触れると、残骸が再び思念塊になって四方八方から襲いかかってきた。

　しかし天川は動じない。

「言葉に気をつけた方が良いい。何が引き金になるかわからないよ。なにせ――」

　天川は提げていたジュラルミンケースを蹴けり上げた。中身の札束が空中にばらけ、一枚一枚が意思を持っているかのような整然とした動きで魔法陣を描く。

「今日の僕は、金遣いが荒いからね」

　天川がそう言った瞬間、魔法陣から凄すさまじいエネルギーが迸ほとばしって、襲い来る全すべての思念塊を軽々と消し飛ばした。

　あまりの威力に俺達は言葉を失い、薄野も表情が引きつる。

　その隙すきに天川は次の攻撃に移っていた。万札を散弾銃のように乱射して、いたる所に雷撃を発生させる。薄野は天川の火力に圧倒され防戦一方だ。

「……っぶねえ！　流石にやるな、畜生！」

「ナメすぎなのはお前だ、薄野。足枷が付いたくらいで僕とお前の力の差は埋まらない」

「はっ……！　力の差？　そんなもん埋めてくれなくて結構。今は――お前の動きが鈍ってくれりゃ、それで十分なんだよ！」

　吠ほえるように言って、逃げ回っていた薄野が天川と向かい合った。そして遊具の残骸から思念塊を造り出し、天川を襲わせる。

「そんなものが効くと――」

　天川は即座に撃ち落とそうと万札を構えるが、しかし思念塊は天川の直前でいきなり方向を変え、天川の頭上を飛び越えた。そして――

「お、おい！　あれこっちに向かってきてないか!?」

　思念塊はそのまま、天川の後ろにいた俺達を狙ねらっていたのだ。犬になってしまった俺達には攻撃を防ぐ手段がない。

「ちっ！」

　天あま川かわは素早く俺おれ達と思し念ねん塊かいの間に割り込み、稲妻で思念塊を撃ち抜く。だがその瞬間、思念塊は爆発して大量の煙を撒き散らした。

「掛かったな、バァカ！」

　これでは薄すすき野のの姿が見えない。煙に紛れて不意打ちを狙ねらっているのか。

「こんな小細工が通用すると思ったか！」

　天川は風を起こして煙を吹き飛ばす。だが、視界が晴れるとそこには、薄野の姿はもう影も形も無かった。

「この煙は逃走用か……」

　天川は溜ため息いきをついたが、すぐに「まあいいさ」と不敵な笑みを浮かべた。

「どうせあいつはもう、網に掛かってる。逃げられやしない」



    

  
    
      


第二章



１．



「ふふ……どうだ、本当は我慢できないんだろう？　素直になるんだな」

「くっ……！」

「無理をしていても体は正直だぞ？　触りたくてたまらないのが丸わかりだ」

「う、うう……！」

「意地を張らずにお互い気持ちよくなろうじゃないか。なあ宇う月づきさん」

「悔しい……でも、でも……！」

　光ひか里りは影かげ時とき（犬）をひっしと抱きしめた。

「可愛かわいいすぎる……！　中身は真ま上がみくんだってわかってるのに、我慢できない！」

「ニョホホホホホホホホホホホ！」

　この世で最も気持ち悪い声で笑う影時。光里は俺（犬）のことも当然のように片腕でキープしっぱなしである。

「どんだけ暢のん気きなんだお前ら……。状況わかってんのか？」

　デスクに座って溜息をついているのは、どう見ても「ヤ」のつく自由業の方にしか見えない三白眼無ぶ精しよう髭ひげのおっさんだ。思念紡績協会……とかいう秘密組織に務める天あま川かわの上司で、金かな輪わさんと言うらしい。

　本気を出した天川の強さに圧倒され、薄すすき野のはほうほうの体で逃げていった。まあ、逃げられたと言っても天川の様子じゃ追い詰める当てはあるみたいだし、俺おれにとってはあのピンチを無事乗り切っただけで十分だ。……「犬になったまま戻れない」というこの状況は、正確にはピンチを乗り切ったとは言えないかも知れんが。

　明らかに示し合わせていた様子だった天川と影かげ時ときを問い詰めたら、二人は観念したように俺達をここに案内した。天川達の拠点――思念紡績協会第十三支部に。そこで俺達は最上階の「支部長室」に通されたのだ。

「それで、どういうことなのか説明してもらえるんだろうな、金輪さん」

「いや犬のままで話を進めようとするなよ。宇う月づき、俺がせっかく薄野やつに狂わされたお前の力を調整してやったんだから、早くその二人を人間に戻してやれ」

　光ひか里りは首を傾かしげた。

「？　どうして？」

「心底不思議そうな顔をすんな！」

「え？　ぜんぜんいみがわかりませんよ？　いまのままでみんなしあわせなんだからそれでいいでしょう？　もとにもどすひつようなんてあるんですか？」

「……」

　金輪さんは深刻そうに頭を抱えた。

「やべえな。薄野のマインドコントロールがまさかこれほどのものだとは……」

「いや、これはこいつの素です」

　薄野とか関係なく平常運転です。

「こう考えたらどうかな、光里ちゃん」

　爆笑を堪こらえている表情で天川が割って入った。

「紡ぎ手の力を自在に操れるようになればいつでも好きなときに彼らを犬にすることができるんだ。だったら別に今の姿をキープする必要は無いだろう？　練習がてら一度元に戻してあげなよ」

「お前他ひ人と事ごとだと思って適当すぎるだろ！」

　練習がてらに犬と人間を往復させられたらたまったもんじゃねえ！

「それもそうだね」

　光里はあっさり口車に乗せられてしまった。おい、もうちょっと真剣に考えてくれよ。

「でも、どうやって元に戻せば良いいの？」

「目を合わせて『戻れ』って念じてみな。それで勝手に戻る」

　光里は金輪さんの言った通り、俺の目を見て、頭を撫なでながら「元の陽ようちゃんに戻って」と呟つぶやいた。再び太陽を直視したような眩まぶしさに襲われて目を閉じる。次に目を開いたときには、目線の高さが戻っていた。人間に戻れたのだ。

「も、戻れた！　やったあ！」

「よし、次。真ま上がみも元に戻してやれ」

「や、それはちょっと」

「うむ、その必要は無い」

　ねえ、と光ひか里りと影かげ時ときが互いに頷うなずき合う。

「何でだよ！」

「陽ようちゃんはどっちの姿も可愛かわいいからいいんだけど……真上くんの場合、人間に戻す理由があんまり見当たらなくて」

「お前の好みで決めるなぁ！」

「いいのさ。俺おれはもう人間だった頃ころに未練は無い。だから――もう、大丈夫だ」

「大丈夫じゃねえって！　お前その台詞せりふ、もっと凄すごく重い事情があって人間としての生を捨ててまで戦い抜かなければならないキャラしか言っちゃいけないヤツだからな！　美少女に可愛がってもらいたいだけの理由で言っていい台詞じゃねえから！」

「陽よう太た、お前が何と言おうと俺達の決意は固い。俺と宇う月づきさんは完全にｗｉｎ―ｗｉｎの関係にあるのだから」

「負けてるよ!?　お前は人間としてこれ以上無いほど屈辱的な敗北を喫しているよ!?」

「いい加減にしろ、真上」

　頑として譲らない影時を、呆あきれたように金かな輪わさんがたしなめた。

「お前は貴重な戦力だ、これからの戦いで役に立ってもらわなきゃ困る。思念力が使えないその姿で、お前は友達を守れんのか？」

「……わかっているさ、そんなことは」

　影時が真面目まじめな声色で答える。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。『これからの戦い』って何ですか？」

「決まってるだろ。薄すすき野のを捕まえなきゃならねえ」

「でも、どうしてそれに影時が……」

　確かに天てんむすと思念契約を結んだ影時は思念力を使える。だがあくまで影時は（常軌を逸した変態ではあるが）一般人だ。天あま川かわのような「思し念ねん糸しの専門家」じゃない。薄野みたいな悪い思念能力者と戦うのは、そのための専門組織である思念紡績協会の仕事じゃないのか。

　偶発的に巻き込まれて戦うんならともかく、最初から一般人である影時の力をあてにするなんて――

「……っていうか、そうだよ。考えてみたらそもそもおかしい。天川とか金輪さんとか、思念紡績協会の人が俺おれ達に隠してなんかやってたってんならともかく、どうしてそっち側に――影かげ時とき、お前がいるんだ？」

「そりゃあお前、俺がこいつを思念紡績協会にスカウトしたからだ」

　金かな輪わさんが当たり前のように言った。

「スカウトって、影時を!?　なんで！　そりゃ確かにこいつは思念力を使えるけど……」

「『確かに使えるけど』程度のもんじゃねえよ。天才だ。尤もつとも素直に応じちゃくれなかったけどな。今はお前さん達を守るために一時的に共闘してたってとこだ」

「俺達を……守るため？」

　どういうことだ？

「金輪さん！　それ以上は――」

「諦あきらめな、こうなっちまった以上は隠しちゃおけねえ」

　珍しく影時が焦った様子を見せるが、金輪さんは話をやめようとしない。そうだ、ここでやめてもらっては困る。俺も光ひか里りも、一体何が起きているのか全くわからないんだ。

　薄すすき野のの狙ねらいは光里とコンだ。光里達が狙われているのに、事情を知らずにいられるもんか。

「全部話してくれ、金輪さん」

「わかってるよ」

　強こわ面もての金輪さんの、笑った顔は更に凶悪だった。



「お前らはもう知ってるだろうが、偶然生まれちまった思し念ねん塊かいや思念能力者を処理するのが思念紡績協会の主な仕事だ。だがいつどこでどんな思念塊や思念能力者が生まれるかまでは流石さすがに誰だれにもわからねえから、必然俺達の仕事は事後対処的にならざるを得ない――どっかで事件が起きてるのを見つけてその原因たる思念塊・思念能力者を捜すって具合にな。

　思念塊の場合はともかく、偶然目覚めちまった思念能力者ってのは大抵パニック状態になっている。だから、見つけやすい。思念紡績協会こつちも向こうを捜してるし、向こうも事情のわかる人間に助けて欲しいと思ってるわけだからな。

　だが、ごくまれに――ぶっ飛んでる奴やつが思念能力者になっちまうことがある。

　突然手に入れた未知の力を、パニックになることなく冷静に分析して使いこなそうとする奴だ。お前みたいにな、真ま上がみ」

　言われて見れば確かに、影時は天てんむすの契約主になるときも大して動揺してはいなかった（ノリノリだった）。今だって犬にされても平然としている――むしろ喜んでいる。頭をＴにされたくらいで泣きそうになっていた俺とは雲泥の差だ。

　しかし話を振られても影時は何の反応も見せない（流石にもう人間に戻っていた）。金輪さんが影かげ時ときのことを高く評価してるってことは俺おれでもわかるのに、影時本人は大して喜んでいないようだ。……こういう話好きそうなのになぁ。

「ぶっ飛んでる奴やつはそこから更に二種類に分かれる。手に入れた力で善行を働く奴と、悪事を働く奴にな。薄すすき野のは後者――それも最悪の部類だ。考え方も、そして手に入れた力の厄介さでも」

「それが……『紡ぎ手』って力ですか？」

「ああ。薄野から聞いたか？」

　俺は頷うなずいた。

「思し念ねん塊かいを造ることができる力を持った人間のことをそう呼ぶって」

　そして、光ひか里りもその「紡ぎ手」であると。

「まあ間違っちゃいないが、それだけじゃ足りねえな。集まった思し念ねん糸しによって生まれた思念力を使うのが思念塊や思念能力者だとすると、紡ぎ手はその名の通り、思念糸そのものを『紡ぐ』ことが出来る能力を持った者のことだ。思念糸を集めて思念塊を造ったり、新しい思念力を生み出すことだって出来る」

「思念糸を紡ぐって……そんなことが出来るんだったら、最強じゃないですか！　だって、思念力の源が思念糸なんですよね？　力の源を自在に操られたら、どんな思念力を持ってたって全部無効化されてしまうんじゃ――」

「そこまで万能じゃねえよ。紡ぎ手の能力にも個体差があって、出来ること出来ないことは当然ある。ついでに他人の思念糸を紡ぐには、その思念糸がどういう心の働きによって生み出されたものかを理解してなきゃならない。薄野の場合、無生物に思念糸を巻き付けて思念塊化することが最も得意分野で、主な脅威だ。……少し逸それたな」

　話を戻すぞ、と言って金かな輪わさんは咳せき払ばらいをした。

「薄野は思念紡績協会の目を逃れ、紡ぎ手の力を使って悪事を働き始めた。生み出した思念塊を好き勝手暴れさせ、強盗を繰り返しながら逃げ続けたのさ。逃げ足の速い野郎でな、思念紡績協会が駆けつけるころにはもう消えてることがほとんどだった」

「間に合ったとしても戦いの最中に逃げられてしまう」

　天あま川かわが忌いま々いましげに言った。

「周りに無生物さえあれば武器に困らないんだ。そんな奴に全力で逃げに転じられたら追いつけやしない」

「だから今回、俺達は薄野を捕らえるためにトラップを用意することにした。その罠わなの餌えさがお前達なんだ。……宇う月づき、そしてコン」

　光里もコンも、ぎょっとした顔になった。

「餌って……どういうことですか？」

「順を追って話す。まず、俺達がお前を見つけたのは三ヶ月前。今年の三月のことだ」

　三ヶ月前。俺おれ達がコンや天あま川かわと出会うよりも前のことだ。

「驚いたぜ、まさか偶然街中で世にも珍しい紡ぎ手の少女を見つけちまうなんてな。だがお前の紡ぎ手としての力はまだ完全に目覚めちゃいなかった。だからしばらく様子を見ることにしたんだが、そこで更にたまげたことが起こった――しばらく姿を眩くらませていた薄すすき野のが、お前に接触してきたんだよ」

「なんだって!?　光ひか里り、お前あいつに会ったことあるのか!?」

　驚いて尋ねたが、光里は俺以上に困惑していた。

「知らないよ。会ったのは今日が初めて」

「そりゃそうだろう、接触っつっても直接会いに行ったわけじゃねえ。……わからねえか？」

　金かな輪わさんの視線の先を見て、ようやく俺は気がついた。

「まさか、コンか……!?」

「そうだ。薄野は俺達よりも前から宇う月づきに目をつけていたらしい。宇月の紡ぎ手としての力を自分のものにするために、コンを送り込もうとした。宇月が好みそうな姿と人格を持った思し念ねん塊かいを造り、自覚のないスパイとして」

　コンが今日一番の――いや、生まれて以来一番の衝撃を受けたであろうことは、容易に想像できた。完全に固まってしまっている。

「さっきも少し話したが、紡ぎ手の力は万能ではなく、個人差によって得意不得意がある。宇月、お前の得意分野は、お前が『可愛かわいい』と思ったものに思し念ねん糸しを巻き付けて思念塊化或あるいは思念能力者化することだ。薄野はお前のその力を奪うことで、自分の紡ぎ手としての力を底上げしようと考えたんだろう」

「でも、どうしてコンを送り込むと光里の力を奪えるんですか？　コン自身にそんなつもりは全然無いのに」

「他人の思念糸を紡ぐには、その思念糸がどういう心の働きによって生み出されたものかを理解してなきゃならないって言っただろう。コンはそれをするための媒介として送り込まれたのさ。宇月がコンに対して何を想おもうかは簡単に予測できる」

　つまり薄野は、光里にコンを「可愛い」と想わせたところで、その心の働きによってコンに巻き付いた思念糸を奪い取るつもりだったのか。

「オレは……そんなことのために……」

　愕がく然ぜんと呟つぶやいたコンに、俺は掛ける言葉を見つけられなかった。

　光里が無言で、コンに自分の温もりを与えるように抱き締めたが、コンの表情は硬いままだ。

「そのことに気付いた俺は」

　金輪さんは構わず話を続ける。

「宇う月づきを餌えさに薄すすき野のを釣ることを考えついた。宇月に気に入られるようにと造られたコンの能力と人格は、偶然か必然か日ひ渡わたり、お前とすこぶる相性が良かったんでな。天あま川かわを使って、お前とコンが思念契約を結ぶようにことを進ませた。日渡と思念契約を結ぶことによって、コンが契約主以外の人間である宇月から受ける影響を小さくすることが出来たし、ついでにコンを滅却せずにいる口実も出来た。『思念紡績協会は自分の企みに気付いていない』と薄野に思わせるためのカムフラージュだ」

　当然と言えば当然だが、天川も全すべて知っていたのか。じゃあ、天川が俺おれとコンに思念契約を結ばせるように誘導したのは、影かげ時ときの予想通り、コンを滅却せずにことを収めたかったからなんだな。

　ただしその理由は、コンに生きていて欲しいからではなく、薄野を釣るための餌を、薄野が掛かるそのときまで残しておきたかったから、だったんだ。

「その後も、薄野が釣れるのをただじっと待ってたってわけじゃねえ。薄野のことは薄野のこととして、それとは別に宇月の紡ぎ手としての力がどんなもんなのかも調べなきゃならなかった。だから俺は何度かお前を……いや、お前達を試した。火ひお威どしを送り込んだりな」

「それじゃあ、コンと出会ってから立て続けに起こってた思し念ねん糸し絡みの事件は、全部あんたの差し金だったってのか？」

「全部じゃねえよ。思念紡績協会とは関係なく起こった事件もある。こっちが仕組んだ件にしたって予想を遙はるかに上回る規模に拡大しちまうし……宇月の力は無自覚に思念糸を呼び寄せて厄介ごとを引き起こすトラブルメーカーだった」

　面白そうな金かな輪わさんの顔を見ていたら流石さすがに苛いら立だちが我慢できなくなってきた。何がトラブルメーカーだ、厄介ごとにわざわざ光ひか里りを巻き込んでるのはそっちじゃないか。勝手すぎる。

「とまあ、お前達に黙ってそんなことをやってたら鋭い奴真上に勘づかれちまってな。事情を話す代わりにスカウトして、協力してもらってたのさ」

「影時、お前……」

　影時はばつが悪そうに目を逸そらした。

　そうか、お前が金輪さんに対してやけに刺々しかったのは、今の話を知っていたからか。

　俺達が知らずに利用されていたことを怒ってくれていたのだ。

「そうして対策を練っている内にいよいよ薄野が襲ってきました……ってのが大まかな今の状況だ。何か質問は？」

　質問は？　じゃねえよ。俺は金輪さんを睨にらみ付けた。

「……ふざけんなよ。あんた、何の権利があって光里を餌にしたんだ！」

「履き違えるなよ。思念紡績協会俺達が関かかわろうが関わるまいが、薄野は宇月を狙ねらってたんだ。俺は宇月を餌にしたんじゃない。元々餌だった宇月に、針と糸をつけただけさ」

「ぐ……！」

　何も言い返せなかった。光ひか里りを勝手に餌えさにした金かな輪わさんにはむかっ腹ぱらが立つが、しかしそれ以外に方法が無かったこともわかるのだ。むしろ助けてもらえただけ感謝すべきなのかもしれない――素直にそんな気持ちにはなれないが。影かげ時ときもこのことがわかっていたから、不承不承ながらも思念紡績協会に協力して俺おれ達を助けようとしてくれていたんだろう。

「でも結局、そこまでしておびき出した薄すすき野のにも逃げられちゃったじゃないですか。あんた達に罠わなを仕掛けられていたことにも気付いただろうから、もう光里にも近づかないかも知れない。この後どうするつもりです？」

「そんくらい考えてあるさ」

　と金輪さんは笑って、眼鏡めがねの上フレーム越しにこちらを見てきた。三白眼が更に酷ひどくなっている。

「俺も紡ぎ手だ」

　突然の告白に呆あつ気けに取られる。

「資質は宇う月づきや薄野の足元にも及ばねえ――思し念ねん塊かいを造ることも出来ねえが、軽く思し念ねん糸しの具合を調整するくらいはお手のモンだ。お前らが思念塊から人間に戻れたのは、俺が紡ぎ手の力でちょちょいと思念糸を調整してやったからなんだぜ」

　確かにそう言われれば、光里の力を「調整」して俺達を人間に戻せるようにしてくれた金輪さんが、光里と同じく紡ぎ手であってもおかしくはないが……。

「この街の至る所には俺の思念糸が網目状に張り巡らされている。真ま上がみに手伝ってもらったお陰だよ。この網に触れている限り、俺には今も薄野の居場所が手に取るようにわかる。だから後は、薄野の居る場所まで真上の思念力で天あま川かわを運べばそれでいい。まともにぶつかれば天川の方が強いんだからな」

　……なんだ。じゃあ、もうほとんど解決しているようなものじゃないか。

　いくら薄野の逃げ足が速いと言っても、居場所が知られている上に瞬間移動能力を持った影時を相手に逃げ切れるはずがない。

「ならとっとと捕まえてくればいいじゃないですか」

「別に今すぐそうしてもいいんだが、日ひ渡わたり、それからコン。お前らはそれでいいのか？」

「は？」

　金輪さんが何を言いたいのかわからなかった。

「お前らの手で薄野をぶっ飛ばしたいなら、ついて行ってもいいぜ」

　ああ、そういうことか。

　本音を言うなら俺は、光里を危険な目に遭わせやがった薄野をこの手でぶん殴って遣やりたい。だが。

　横目で光里に抱かれたコンを見る。未いまだ表情が固まっている。

　無理もない。今のコンの心境など、俺おれには想像もできない。

　コンが居なければ俺は戦えない。しかし俺が薄すすき野のを殴りたいという理由で、今のコンを薄野と戦わせるのは……酷じゃ無いだろうか。

　やっぱりいいです、天あま川かわと影かげ時ときに任せます――と答えようとしたとき、金かな輪わさんの表情が一変した。

「薄野が動いた」

　緊迫した雰囲気の中、天川が続きを引き受ける。

「ならばもう猶予は無いということですね。支部長の包囲網を抜けられたら居場所がわからなくなる。その前に攻撃を――」

「……いや、その必要はねえみたいだぜ」

　金輪さんは急に立ち上がって天井を仰ぎ見た。

「天川！」

　金輪さんの叫びで天川が素早く万札を取り出す。それとほぼ同時だった。

　みし、と天井に亀き裂れつが走ったかと思うと、凄すさまじい衝撃とともに巨大な鋼鉄の槍やりが天井を貫いて襲ってきたのは。

「う、うわあっ！」

　あわや串くし刺ざしか、というところで槍は見えない壁に阻まれて勢いを失い、ゆっくりと床に倒れ込んで重々しい金属音を響かせた。天川の防御が間に合ったんだ。

　一体誰だれの仕業か――なんて考えるまでもなかった。破壊された天井から、余裕の笑みを浮かべた薄野がひらりと舞い降りてきたのだ。

「よーぉ。俺の女とぬいぐるみ、取り返しに来たぜ」

　あまりの唐突さに呆あつ気けに取られていたが、しかしその台詞せりふは聞き捨てならなかった。

「ふっ……ざけんな！　光ひか里りもコンもお前のものなんかじゃねえ！」

「そうだよ。コンちゃんも陽ようちゃんも……この世の中の可愛かわいいものは全すべて私のもの！」

「お前はちょっと黙っててくれ光里！」

「飛んで火に入る夏の虫ってのはまさにこのことだな、薄野」

　流石さすがと言うべきか、金輪さんの口調は至って落ち着いていた。声のトーンが、俺達に向けられていた時よりも少し低い。

「欲をかいたか罠わなにはめられて焦ったか、どちらにしてもわざわざ思念紡績協会の支部を襲撃するってのは賢い選択じゃねえなあ。お前らしくねえよ」

「ああ、街まち中じゆうのうざったい糸はてめえの仕業か」

　薄野は品定めするように金輪さんを見て、

「駄目だな。この程度の紡ぎ手じゃ俺の力にはならねえ。おっさん、あんた要いらねえよ」

「つれねえこと言うなよ。こっちはお前に会いたい一心で必死に無い知恵振り絞ったんだ。このチャンスを逃がす気はねえ」

「そういうことだ」

　天あま川かわは最前線に歩み出ると、指に挟んだ万札を薄すすき野のに突きつけた。

「終わりだよ薄野。今この場、思念紡績協会第十三支部拠点ビルにおいて僕の力に変換可能な金額は三千万円を超える。お前に勝ち目は無い」

「三千万、ね」

　その金額を聞かされても薄野は眉まゆ一つ動かさず、薄く笑うだけだった。

「そいつは凄すごい。参った参った、勢いづいて襲撃しちまったけど、こりゃあ三千万に一つの勝ち目も無いかもしれねえ。天川クンの思念力は強つええからな。金さえあれば何でも出来るってんだから本当に手のつけようがねえぜ――流石さすが、実の母親から思念紡績協会に金で売られただけのことはある」

　耳に入ってきた薄野の台詞せりふを、一体どういう風ふうに咀そ嚼しやくすればいいのか、俺おれにはまるで手がかりが掴つかめなかった。ただそんなことよりも、明らかに纏まとう空気の一変した天川の、ここからでは見えない表情が恐ろしかった。

「……どこで知った」

　天川の声は、かつて無いほどに低く強こわ張ばっていた。

　薄野の笑みが一層卑劣に歪ゆがむ。

「ってことはやっぱり本当かぁ。そうかそうか、大変だったな天川クン。あろうことか無償の愛を提供してくれるはずの母親に、金目当てで売られちまったんだからなぁ。同情するぜ」

　うんうん、と大げさに頷うなずいて見せる薄野。

「だけどよお天川クン。逆に考えてみればいいんだ――あんたはその人でなしの母親のお陰で、その強力な思念力に目覚めることができたんだろ？　だったらむしろ、感謝したって良いいくらいじゃねえか」

「耳を貸すな、天川！」

　金かな輪わさんの怒号が飛ぶ。

「今すぐ、油断している隙すきに奴やつを倒せ！　早く！」

　だが天川は動かない。動けない。

「母親に金で売られたことで生じたトラウマを、お前はこう考えることで緩和した――『この世の中の全すべての価値は金に換算できる』ってな。人間の価値も金に換わるものなんだ、だから自分が売られたのは異常なことじゃない。そうやって自分に言い聞かせることでお前は精神の安定を保ち、同時に『金を力に換える力』を手に入れた」

「……黙れ……」

「強いわけだよな。自分自身の価値をどうやって見み出いだすかっていうアイデンティティの根幹を成す価値観を元にした思念力なんだから。それにお前自身、その思念力があることで随分救われてるんだろ？　自分にはこんなに強い力がある、自分は価値のある人間だってさぁ」

「……黙れっ……！」

　あまりの衝撃に、意識と感覚とが乖かい離りしてしまっているような頼りない気分で、俺おれは薄すすき野のの話を聞いていた。

　思念能力者の思念力はトラウマから生まれる。そして思念力は元になったトラウマに大きな影響を受ける。そのことは優ゆう子こやジョゼ子このことで既に知っていた。

　だから俺おれは、『金銭の価値を力に変換する』という天あま川かわの思念力は、多分金銭関係の――幼い頃ころに貧乏だったとか、そういうトラウマが元になっているんじゃないかと思っていた。

　そんなもんじゃなかった。

　天川の抱えるトラウマは、俺が漠然と思い描いていたものなんかよりもよっぽど重くて、哀しくて、やるせないものだった。

　――少なくとも、天川の了承もなしに、俺達はそれを聞くべきではなかった。

「だけどな天川クン。俺はおかしいと思うんだよ。『世の中の全すべての価値は金銭に可換である。だから自分が売られたことは仕方がない』って論理展開は、ちょーっとだけ無理があるよな？　無理があるというか、一つの要素が抜け落ちている」

　薄野は芝居がかった口調で両手を広げた。

「『お前の母親の気持ち』だよ。『世の中の全ての価値が金銭に可換である』ってこと自体は、お前の母親がお前を売る理由には直結しない。違うだろ。お前が売られた理由は、そういう、普遍的なシステムに帰納して考えるまでもない、もっと単純な、ミクロな話さ。ただお前の母親が、相応の金額を払ってもらえるなら手放せますよって程度にしか、お前を愛していなかったってだけだろーが」

「黙れええぇええぇええええぇっ!!」

　天川が本気で激げつ昂こうしたところを、俺は初めて見た。

　瞬間的に足元のジュラルミンケースを蹴けり上げ、舞い上がった万札を集束させると、その中心から巨大な光の束のようなものを薄野に向けて撃ち出した。

　薄野が壊れた天井の瓦が礫れきから壁のような思し念ねん塊かいを生み出して防御に回す――が、激怒した天川の火力は凄すさまじく、光線の直撃を受けた思念塊は一瞬で蒸発してしまった。それでも勢いは収まらず、光線はビルの壁を貫いて空へと長く尾を伸ばした。

「……っぶねえ！」

　瓦礫の影から薄野が立ち上がった。思念塊が稼いだ一瞬の内に辛かろうじて回避に成功していたようだ。

「ハハッ、やっぱ強いなぁ天あま川かわ！　たまんねえぜ！」

「薄すすき野のぉっ！」

　追い詰められながらも挑発的に笑う薄野に、天川が第二撃を繰り出そうとする。

「落ち着け天川！　奴やつの口車に乗るなっ！」

　そんな金かな輪わさんの忠告など耳に入っていないことは誰だれの目にも明らかだった。我を失った獣のように叫び声を上げ、天川は強烈な雷をぶちかます。

　だが、その二撃目は、薄野に届かなかった。

　薄野は片手を翳かざし、軽々と雷を受け止めたのだ。

　止められるとは思っていなかったのか、天川が動揺を見せて後ずさる。

「たまんねえよな、全く……」

　呟つぶやいた薄野は、邪悪な微笑ほほえみを顔全体に湛たたえていた。

「この力が俺のものになるなんてよお！」

　薄野が叫ぶのと同時に、天川の纏まとっていた黄金の思し念ねん糸しが、雷を受け止めた薄野の手を通じて凄すさまじい勢いで巻き取られていくのが、俺おれにも見えた。天川の表情が苦く悶もんに歪ゆがむ。

「なんだこれはっ……!?」

「くそっ！　逃げろ天川、薄野から離れるんだ！」

「もう遅おせえんだよ！　オラァ！」

　薄野は雷を握りつぶすようにして手を閉じた。天川が後ろに吹っ飛び、同時に天川の体に巻き付いていた全すべての思念糸が薄野の拳こぶしの中に吸い込まれ、そして消えた。

「大丈夫か、天川！」

　俺と影かげ時ときが急いで助け起こすと、天川は絶望的な表情で自分の掌てのひらを見つめていた。

「僕の……思念力が……！」

「何……!?」

　薄野を見る。薄野も、天川と同じように自らの掌を見つめている。ただし、浮かべている表情は、天川とは正反対のものだった。

「ふ……は、ははははははっ！　こんなにうまくいくとは思わなかったぜ。ありがとうよ、天川クン――」

　面白くて仕方がない、と言いたげな表情で。

「お前の思念力は、俺が頂いた」

　薄野はそう言った。
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　高笑いを続ける薄野と、愕がく然ぜんとうなだれたまま立ち上がることもできない天川。

　天川の思念力が、薄野に奪われた。

　なぜそんなことが起こっているのかはさっぱりわからなかったが、事態が最悪の方向に向かっていることだけははっきりとわかる。

「――さぁて」

　薄すすき野のの視線が、再び俺おれ達に向けられる。

「せっかく手に入れたこの力、試してみるとするか」

　野獣のように凶暴で攻撃的な瞳ひとみに射い貫ぬかれた瞬間、背筋に冷気が走った。

　薄野が天あま川かわのように万札を掲げる。やばい。こいつは本当にやばい。

　しかしそのとき、

「一いつ旦たん退くぞ！」

　声と同時に後ろから肩を掴つかまれると、ふわりと浮かび上がるような感覚のあと、目の前の景色が一変した。



　影かげ時ときの力で俺達が瞬間移動した先は、支部ビルから数キロほど離れたところにある、市内の割と大きな公園だった。広い公園の一角、茂みの中にひとまず身を隠すことにする。

「なんてこった……」

　今後どうするべきか話し合う――その一言目から、金かな輪わさんは苦い顔で頭を抱えていた。

「やられたぜ。まさか天川の力にあんな方法で対抗してくるとは……！」

「あれは一体、何が起きたんですか？」

　影時が真剣な表情で尋ねた。

「薄野はどうやって天川の思念力を奪ったんです」

「……天川のことを調べて来やがったのさ」

　言いながら金輪さんは天川を横目で伺う。しかし天川はまるで惚とぼけたように虚空を見つめているだけで、自分の名前が聞こえても何の反応も示さない。いや、聞こえてすらいないのかもしれない。金輪さんはそんな天川の様子に目を細めた。

「詳細まではわからねえが、あの野郎は何らかの方法で天川の過去を知った。そこから、天川がどういう経緯で思念力を獲得したのかを推測したんだ」

「な……なんでそれが天川の思念力を奪うことに繋つながるんですか？」

「さっき言っただろ。紡ぎ手は『思し念ねん糸しがどういう心の働きによって生まれたか』を理解すれば、他人の思念糸でも紡ぐことができる。奴やつはそれをやったんだ。天川の過去と思念糸の特性から、天川が思念力を獲得するに至った心の流れを推測した。運の悪いことに薄野は名探偵で、奴の推測はほぼ完かん璧ぺきに天川の思考を言い当てたってわけだ。……そして口車で天川を動揺させ、隙すきを突いて思念糸を奪い取った」

　それは、つまり。

　さっき薄野が語った内容が真実であるということだ。俺は抜け殻のようになってしまった天あま川かわになんと声を掛けて良いいかわからず、唇を噛かんで俯うつむくことしかできなかった。

「……もう天川は戦えない。薄すすき野のは天川の思念力を得て更に力を増した。おまけに奴やつは、コンと宇う月づきを狙ねらっている。奴にコンの居場所は丸わかりだ」

　自分が造り出した思し念ねん塊かいだから思し念ねん糸しを辿たどれる――ということか。

「じゃあ逃げたって無駄じゃねえか！」

「ああ、そうだな」

　影かげ時ときは頷うなずき、

「だから俺おれが奴を倒す」

　落ち着いた声で、全く冷静に、そう言った。宣言だった。

「『俺が』って……バカ言うな影時、あいつは紡ぎ手の力に加えて天川の思念力まで手に入れちまったんだぞ!?」

「わかっているさ。俺はむしろ、だからこそ勝機があると思っている」

「何だって？」

　金かな輪わさんはピンと来たようだったが、俺にも光ひか里りにも影時の言いたいことがさっぱりだ。眉まゆを顰しかめていると、影時は笑った。

「陽よう太た。美み紅く様と戦ったときのこと、覚えているか」

「……あのパンツ事件を忘れられるわけねえけど」

「あのとき天川は、天てんむすの思念力を操る美紅様に敵かなわなかった。相性の問題でな。天川の思念力は、お金を瞬間移動させられてしまう天むすの思念力には絶対に敵わない」

「……あ！」

　そうか、そういうことか！

　天むすと思念契約を結んでいる影時にとって、天川の思念力は絶対的に有利な相性なんだ。薄野がそれを奪ったところで、影時にとっては弱点が増えたのと同じこと。

「さっきの様子から、薄野は天川の思念力を手に入れてかなり舞い上がっている。次に俺達を襲撃するときには、まず間違いなく天川の思念力を使ってくるだろう。その油断を突く」

　影時の瞳ひとみが勇敢で機略的な光を帯びている。

「俺の力で、奴の用意した金を全すべて俺の手元に瞬間移動させる。そして動揺したところで奴自身を地面の中に埋め込んでやる」

　俺はこのとき、はっきり言って、影時に圧倒されていた。

　こいつが変態という点を差し引いても十分に凄すごい奴だってことは前々から気付いていた。だけどこれは、想像以上だ。

　一人で金輪さんの企みに辿り着き、俺達の知らないところで俺達を守るために動き、いざ実戦になろうとも慌てず勇敢に敵に立ち向かい、そして劣勢に追い込まれても冷静に対抗策を編み出して反撃に転ずる。

　こいつは俺おれと同い年の、同級生のはずなのに、何も知らず慌てふためくだけの俺とどうしてここまで違うのか。

「この作戦でいいですか、金かな輪わさん」

「ああ」

　金輪さんは自じ嘲ちよう気味に笑って頷うなずいた。

「情けねえな。敵には用意した策を完かん璧ぺきに破られて、その上頼みの綱がボランティアの民間人一人とは……」

　民間人一人。

　金輪さんの勘定に、俺は入っていない。

　戦力として見なされていないんだ。影かげ時ときと違って。

　別に戦力にカウントされたいわけじゃない。一般人なんだから戦力にならなくて当たり前だ。

　――でも。

「そういうことだから、陽よう太た、宇う月づきさん、天あま川かわ、コン。お前達は隠れていてくれ。後は俺が何とかする」

「……俺も、影時を手伝いたい」

　俺だってコンの契約主だ。曲がりなりにも戦う力があるってのに、影時に全部任せて隠れてなんかいたくない。

「コン、俺は薄すすき野のと戦いたい。協力してくれるか？」

　コンは光ひか里りの腕の中から無表情に俺を見つめ、やがてゆっくり頷いた。俺はそれを、コンの静かな決意だと解釈した。

　それが都合の良いい身勝手な解釈だと、そのときの俺は気付いていなかったんだ。

「しかし、陽太――」

　影時が困ったような顔を見せる。俺は笑って、

「なんだよ。俺じゃ頼りにならないってのか？」

「いや、そうではないが……」

「今までだって、結構一緒に戦ってきたじゃねえか。そりゃお前には敵かなわないけど、でも、手伝うくらい出来る。頼むよ、影時」

　俺は影時の目を見つめて言った。

「今までずっと、俺達は守られてることも知らないままお前に守られっぱなしだったんだ。だからせめて、最後くらい一緒に戦わせてくれ」

「陽太……」

　影時は深く頷いた。

「わかった。一緒に戦おう」

「ああ！」

　力強く握手を交わす俺おれ達の様子を、光ひか里りは微妙な顔で見ていた。

「？　どうしたんだ、宇う月づきさん」

「……変態な真ま上がみくんは気持ち悪いけど、変態じゃない真上くんはなんだか気味が悪い」

「どっちにしろひでえ！」

「俺は嬉うれしいけどな！」

　影かげ時ときにつられるように、光里は表情を緩めた。

「……ありがとう、真上くん。真上くんのことは嫌いだけど、でも、本当は凄すごく感謝してるんだよ」

「……」

　影時は衝撃を受けたかのようによろめき、眉み間けんを押さえてうずくまってしまった。

「お、おいどうした？　大丈夫か影時？」

「宇月さんが俺にデレた」

「は？」

「この威力は……やばいな。陽よう太た、お前はいつもあんなものを正面から喰くらいながら平然としていたというのか……！」

「いや、別に平然とはしてねえけど……」

　っていうか、いいのか影時？　思いっきり「嫌いだ」って言われてんのに、それをデレと解釈してしまっていいのか？

「暢のん気きなおしゃべりはそこまでだ。……来るぞ！」

　金かな輪わさんの檄に俺達は身構えた。ついに決戦だ。コンを頭の上に乗せ、臨戦態勢を取る。

「さあ……来るなら来い！」

　そう口に出した瞬間、エンジンをふかす爆音が響き、公園の入り口から暴走車が俺達に向かって突っ込んできた。

「うわあぁ！」

「慌てるな陽太！　薄すすき野のの思し念ねん塊かいだ！」

　言われてよく目を凝らしてみると、なるほど確かに、運転席に誰だれも乗っていない。俺は地面に手を当てて思念力を発動した。公園の地面が液状化し、暴走車はタイヤを取られて沈んでいく。

「よ、よし……！」

「へーえ。少しはやるんだな、お前」

　空中からの声。見上げると、夥おびただしい数の万札で武装した薄野が空に浮かんでいた。普通に空を飛んでいるのは、天あま川かわの思念力を使っているのだろうか。

「……けど、その程度じゃ天あま川かわクンの思念力には遠く及ばねえぜ？」

「それはどうかな」

　影かげ時ときが薄すすき野のに手を翳かざし、そして思念力を発動した。薄野が纏まとっていた万札は全すべて、一瞬にして影時の手元に移動した。

「何ッ……!?」

「油断したな、薄野！　我が天てんむすの思念力は、天川の思念力に対して圧倒的な優位にある！　そして――陽よう太た！」

「おう！」

　俺おれは影時に渡された万札を、全て地面と融合させた（ちょっと勿もつ体たいないけど）。これでもう、薄野は天川の思念力を使えない！

「よっしゃあ作戦成功！　後は一気にたたき込む！」

「ぐ……てめえら、なんてことしやがる……！」

　薄野の手がわなわなと震えている。流石さすがにこれは奴やつにとっても大打撃だったようだ。ざまあみやが――

「せっかく、サプライズは後に取っておこうと思ってたのによぉ！」

　薄野の表情が激変した。狂喜に満ちた表情に、俺も影時も怯ひるんでしまう。

　その隙すきを突くように、地面に埋め込んでやったはずの万札がひとりでに動き出し、俺と影時に向かって突っ込んで来た。

「なんだこりゃ……!?」

　間一髪で避ける。が、万札は空中で方向を変えると、再び俺に向かって狙ねらいを定めて来る。それも一枚では無い――全ての、数十枚の万札が地面を飛び出して、縦横無尽に飛び回りながら俺と影時を狙って来る。

　当たったらまずい、それだけはわかる。俊敏に飛び回る万札から必死で逃げ惑う俺達を見下ろし、薄野は高笑いを響かせていた。

「そっちの駄犬野郎、天川の思念力にとっててめえの思念力が天敵だってことくらい、とっくにわかってんだよ。対策してねえとでも思ってたのか？　おめでたい奴だ」

「対策だと？」

「紙幣だって無生物だ。俺の力で思し念ねん塊かい化できるんだよ。そして思念塊化した万札に天川の思念力を付加させることも可能だ！」

　薄野が言い放った途端、飛び回る万札の一枚が雷に変わった。その一撃が引き金になり、万札思念塊は次々と機雷のように爆裂する。

「……っ！」

　四方八方、俺と影時を囲うように張り巡らされた万札思念塊。その内側に閉じ込められ、爆裂の攻撃範囲に追い詰められる――が、影時が俺に触れて瞬間移動、万札思念塊の陣中から脱出に成功した。薄すすき野のがヒュウ、と口笛を鳴らした。

「やるなぁ駄犬！　お前に助けられて縮こまってるチビとは大違いだ！」

　チビって俺おれのことかこの野郎！　……だけど、実際影かげ時ときに助けられっぱなしで俺が役に立っていないのは事実。言い返せない。

「いつまで高見の見物気取りだ？　いい加減降りて来い」

　影時が薄野に手を翳かざす。薄野に直接思念力を使って瞬間移動させるつもりか――だが、

「おおっと！」

　薄野は空中を蹴けって跳躍、更に高度を上げた。影時の思念力を避けたのか。影時が続けて思念力を発動しようとするが、薄野は軽々と空中を移動して攻撃を避け続ける。

「いいだろ、この靴。こいつも思し念ねん塊かいさ――『空気を個体のように踏みしめることが出来る』って思念力を持ってる」

　それであいつは空中でも地上のように移動できるのか。

「使い勝手の良いい思念力だな、駄犬野郎。だがお前の力は、瞬間移動させる対象の位置を把握して照準を合わせなきゃならない。つまり、高速で移動しているものを補足することは難しい」

「……」

　影時が答えないのは、恐らく薄野の言葉が真実だからだ。それが出来るなら、影時はとっくにやっているはず。空中に留まられては、俺の思念力も射程圏外。攻撃の手が無い。

「オラ、第二陣行くぜ！」

　薄野が手を広げると、どこからか再び万札思念塊の群れが現れる。

「あいつ、影時に瞬間移動させられてもいいように先に万札を思念塊化してやがる！」

　万札そのものが思念塊として攻撃してくるのなら、天あま川かわの思念力に対して影時の思念力が持つアドバンテージは失われたも同然。作戦は失敗だ。

「さて……次はお前らじゃなく、悪役らしく女子共から先に狙ねらってみるかなぁ」

　と、楽しそうに笑う薄野が照準を合わせた先は――光ひか里り。そして金かな輪わさんと、生気を失ったように動かない天川。

　まずい。俺達が回避するだけならともかく、戦えない光里達を狙われたら――万札思念塊の攻撃から守りきるのは難しい。

「ど、どうする影時……!?」

　影時は目を閉じて深呼吸をした。そして次に目を開けたとき、影時の瞳ひとみには、今まで俺が一度も見たことが無い光が灯ともっていた。

　静かに、そして熱く燃えたぎる青い炎のような。

「すまない陽よう太た。あまり余裕が無くなった」

「え……？」

「俺おれはこれから攻撃に転じる。お前達を守ってやる余裕は多分、無い。だから……お前は防御に専念して、天あま川かわや金かな輪わさん、そして宇う月づきさんを守ってやってくれ。コンの力で地面を複数枚の壁状に隆起させ、万札思し念ねん塊かいがそれに触れた瞬間融合させるんだ。そうすれば少なくとも、機雷化は防ぐことが出来る」

　な、なるほど。それなら俺でも光ひか里り達を守れるかもしれない。だが――正直、それをしながら攻撃までこなすことは、俺には厳しい。

「心配するな」

　表情から俺の言いたいことを読み取ったのか、影かげ時ときが安心させるように言った。

「俺に任せろ。きっと奴やつを倒してみせる」

「でも――」

　何か言い返そうとして、しかし影時の瞳ひとみを見ていたら、何も言えなくなってしまった。

　やっぱり俺は、こいつには敵かなわない。

　影時の纏まとう雰囲気は、そう思わせるのに十分だった。こいつの強さは信頼できる。強制的に信頼させられてしまう。

　任せることしか出来ない俺は、それを悔しく思った。……ほんの少しだけ、妬ねたましい、とすら思った。

「……ごめん。頼む」

「ああ」

　影時は微笑ほほえむと、そっと髪の中にいる天てんむすを撫なでた。

「悪いな、天むす。これから少し、無理をさせる」

「構わないさ。存分に暴れてくれ」

「別れの挨あい拶さつはすんだかぁ!?　そしたらそろそろ死んじまいな！」

　薄すすき野のが大量に呼び寄せた万札を、ついに攻撃に転じさせた。数十、いや数百枚の万札が俺達に降り注ぐ――その瞬間。

　影時の姿が消え、そして直後に、空中の、薄野の真正面に現れた。

「は……？」

　呆あつ気けに取られた薄野の顔面に、

「喰くらえ」

　影時の強烈な鉄てつ拳けんが、めり込んだ。
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「がっ……!?」

　噴き出した鼻血を押さえながら、空中の薄野がよろめく。

「てめっ……！」

　反撃の万札思し念ねん塊かいを飛ばすが、しかしそのときには既に影かげ時ときは薄すすき野のの背後に居た。そこから薄野の脇わき腹ばらにミドルキックをぶちかます。

「がはっ！」

　また次の瞬間、今度は薄野の頭上に現れた影時が、かかと落としを繰り出した。薄野は何とか腕で防御したが、影時の変態的な身体能力から生み出された衝撃を殺し切ることは出来なかったようだ。腕の痛みに顔が歪ゆがんでいる。

「確かにお前の言う通り、俺おれは移動している物体に思念力を発動することは苦手だ」

　影時は瞬間移動を繰り返し、前後左右上下、あらゆる方向から休む暇もなく打撃を繰り出して薄野を追い詰める。

　薄野は最も早はや攻撃どころではなくなったらしく、俺達を襲うはずだった万札思念塊に必死で影時を追わせている。だが、それでも薄野は影時を捉とらえられない。

「しかし、それが自分自身ならば話は別。お前を瞬間移動させることが出来ないなら、俺自身が瞬間移動してお前を追い詰めればいいだけだ。どこまでもな」

「このっ…ざけんじゃねえぞ、ド素人しろうとが！　力を手に入れたばかりのお前にこの俺が負けるはず……ッ！」

　薄野の言葉を遮って、またもや影時の攻撃が炸さく裂れつした。

「余裕ぶって空中に留まり続けたことが徒あだになったな。周りに何も無いこの場所で、お前は追加の思し念ねん塊かいを生み出すこともできない」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ぐぅっ……！」

　圧倒的だった。ただ相手の死角に瞬間移動して殴り続けるという単純な戦法だが、その効果は絶大で、あの薄すすき野のがなすすべも無く防戦一方になっている。

「す、すげえ……！」

　これが本気になった影かげ時ときの力か。強いなんてもんじゃない。

　……どっちみち俺おれに出番なんかなかった。レベルが違いすぎて、一緒に戦ったって助けになるどころか、足手まといになるだけだ。

　無力感を覚えながら、本物のヒーローみたいに活躍する影時の姿を、俺はただ呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「そろそろ諦あきらめたらどうだ？　このまま気を失うまで殴られたいか？」

「てめぇ……調子に乗ってんじゃねえぞコラァッ！」

　薄野の咆ほう哮こうに呼応し、万札が一斉に煙を吹き出した。大量の煙は地上にまで届き、視界のほとんどが白煙で埋め尽くされる。

「煙幕か……!?」

　咄とつ嗟さにまずい、と思った。影時は目で薄野の動きを追って瞬間移動していたのだから、煙幕で視界を封じられたら攻撃に転じられない。

　そして、厄介な影時を一時的に無力化した薄野が狙ねらうのは、恐らく――

「光ひか里りっ！」

　光里の姿を探すと、やはりそこには薄野もいた。煙の中にうっすら浮かぶ影が、金かな輪わさんを一いつ蹴しゆうし、今にも光里に襲いかからんとしている。

「光里から離れろーっ！」

　拾った石や土を融合させた武器を構え、俺は薄野に躍りかかった。だが、

「――かかったな」

　振り返った薄野は、影時に殴られ腫はれた顔で歪いびつに笑った。そして、

　いつの間にか俺の目の前に設置されていた万札思念塊が、至近距離で爆裂した。

「うわああああっ！」

　爆風を受けて俺は吹っ飛んだ。反射的に持っていた武器を盾に使ったお陰で直撃は避けられたものの、喰くらったダメージは小さくない。全身がしびれて立ち上がれない。

「陽ようちゃん……むぐっ！」

　俺に駆け寄ろうとした光里の口を、薄野の手が塞ふさいだ。そしてもう一方の手には、

「コン……！」

　爆風の衝撃で俺の頭から飛ばされて、薄野に奪われたのか。コンはじたばたと小さな手足を動かして抵抗しているが、薄野は全く意に介していない。

「手こずらせやがって……だが、これで形勢逆転だな。コンも紡ぎ手の女も俺おれの手の中だ」

「光ひか里りとコンを……離せ……！」

　震える足で何とか立ち上がる。しかし、立ったところで俺に出来ることなど――何もなかった。

「チビ。お前がコンと思念契約を結んでるせいで、どうもこいつは聞き分けが悪い」

　薄すすき野のは嘲あざけるように笑って、言った。

「だから、その絆きずなを断ち切ってやる」

「な……に……？」

　薄野は光里の首を腕で押さえつけると、空いた手で万札をナイフのように構えた。すると万札の周りを覆うように白い光の刃が現れる。

「あれは……」

　どこかで見覚えがあるような――そうだ、確かあの技は、天あま川かわが暴走するポコの思し念ねん糸しを光里から切り離すときに使っていた。天川の思念力だから、今は薄野が使えるということか。……待て。まさか。

　顔から血の気けが失うせた俺を見て、薄野はおかしそうに笑う。

「気付いたか？　そうだよ、この刃は思念糸を断ち切る。……さぁて、それじゃあ、お前とコンを結ぶ主従契約の思念糸を断ち切ったら、一体どうなるでしょう？」

「や、やめろ……やめろぉ――っ！」

　薄野は。

　何の躊躇ためらいも無く、白光の刃を振り切った。



　その瞬間、俺とコンを結んでいた一本の思念糸が断ち切られ、俺の体に巻き付いていた思念糸も全すべてコンの方に巻き取られていった。



「そ、そんな……」

　がくりと膝ひざをつく。

　まさか、こんなにあっさりと。

「くくく……これでお前は契約主でも何でもない。正真正銘、四方八方どこからどうみても、ただの、何の力も持たない一般人だ」

　俺はコンとの繋つながりを、失ってしまった。

「陽よう太たっ！」

　愕がく然ぜんとうなだれる俺の目の前を影が横切った。

　影かげ時ときが駆けつけてくれたのだ。煙が晴れてきたところで、影時は瞬間移動からの飛び蹴げりを薄野に浴びせかけた。

　だが、見えない力の障壁によって、逆に影かげ時ときの方が吹っ飛ばされていた。

「影時……！」

「は……はは、遅おせえよ。もう、俺おれの欲しいものは全部手に入れた！」

　薄すすき野のはより強く光ひか里りを抱き寄せ、コンを天高く掲げて見せた。光里とコンの表情が苦痛を帯びる。

「さあ、コン……お前のその身に刻まれた、宇う月づき光里の紡ぎ手としての能力を、解放しやがれ！」

「ぎゃあああああ――っ！」

　耳をつんざくようなコンの悲鳴がこだまする。そしてコンの体から、優ゆう子こが魔王と化したときのように、実体化した毒々しい緑色の思し念ねん糸しがあふれだし、周囲の物体に絡みついて吸収を始めた。コンと薄野、そして光里を核に、そこら中のものが――土、石、鉄、植物、遊具、電柱、車、アスファルト、ビル――コンの思念糸に絡め取られて融合し巨大化していく。

　金かな輪わさんが口元の血を拭ぬぐって起き上がり、薄野を見て忌いま々いましげに舌打ちをした。

「あ、あの野郎……コンの思念力を暴走させて無差別に何もかも混ぜ合わせてやがる！　一体何を造ろうってんだ……!?」

「そんなことより、光里が……コンが！　あいつに持って行かれちまう！」

　周囲を巨大で混沌とした物質の集合体に囲まれながら、光里の姿は徐々に中心に隠されて見えなくなっていく。光里は必死で俺の方に腕を伸ばし、助けを求めている。

　俺はたまらず光里の方に走り出した――が、後ろから金輪さんに羽は交がい締じめにされた。

「放せっ！　このままじゃ光里が！」

「落ち着け阿あ呆ほう！　コンとの思念契約を解かれたお前に何が出来る！」

「くっ……そぉおおぉ!!」

　何にも出来ねえ。何にも出来ないままじゃねえか、俺は！　ずっと！

　そもそも今の状況にだって、俺がちゃんと光里を守れていれば陥ったりしなかったはずだ。影時一人だったら、あのまま勝っていたはずなんだ。それなのに、俺は……！

「……駄目だ！　天てんむすの思念力でもコンと宇月さんを取り戻せない！」

　影時が悔しそうに怒声を上げる。

「このままここに居たら俺達まで巻き込まれちまう！　もう退くしかねえぞ！」

「待ってくれ！　まだ光里とコンが！」

「後だ！　今全滅したら本当にどうしようもねえだろうが！」

　金輪さんが俺と天あま川かわを強引に引きずって影時に触れさせた。そして再び、俺達は影時の思念力で薄野の攻撃範囲から脱出したのだ。

　天川の思念力に続いて、コンと光里すらも奪われて。
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　薄すすき野のによるコンの思念力暴走は止まらない。街まち中じゆうのありとあらゆる物質が、ブラックホールのように吸い込まれ、融合し、膨らんでいく。既に融合体の高さは百メートルを超え、今も更に膨張を続けていた。

　その中心に、光ひか里りは捕らえられていた。思し念ねん糸しに両手両足を縛られ、身動きが取れない。融合体の中心は、まるで崩落したトンネルの中に辛かろうじて残った空間の用だった。地面も壁も天井も、全部剥むき出だしのコンクリートだ。薄暗くてほこりっぽい。

　光源は、どこかのビルと共に吸収したらしい大画面のテレビだった。その画面から、薄野は外の様子をモニターし、逃げ惑う人々の姿を見てほくそ笑んでいた。

「はっ……愉快な光景だな。今の俺おれに敵かなう奴やつなんか誰だれも居ないんだ」

　薄野が巻き起こしたこの騒動、今までの思念糸絡みの事件とは規模が違いすぎる。最も早はや笑い事では絶対に済まない。まるで怪獣映画のように街全体を破壊していく。

　その中心に居ながら薄野を止められないことが、光里には悔しかった。

「コンちゃんをどこへやったの！」

　薄野は光里を振り返ってせせら笑った。

「安心しろ。すぐ近くに居るさ。あいつは、今俺達がいる超大型思し念ねん塊かいの核になってるのさ。元々このために、あいつの思念力を『混ぜる力』にしたんだ」

「どういうこと……？」

「なんだ。この状況で物もの怖おじしないなんて、度胸ある女だな」

　そして光里の目の前まで歩いてくると、どかっと腰を落とした。

「お前も紡ぎ手だって話、しただろ？　で、お前の紡ぎ手としての能力はお前が可愛かわいいと思ったものに思念糸を巻き付けて思念塊化するってこと。俺の能力とお前の能力の一番の違いがそこだ。俺は生物を思念塊化することが出来ない。しかしお前は、可愛いと思ったものなら生物無生物を問わずに思念塊化することが出来る。俺はその力が欲しいんだよ。そしてお前の力と俺の力を組み合わせて更に強力にするためには、二つの異なる力を『混ぜ合わせ』なきゃならない」

　薄野はコンクリートが剥き出しになった壁を撫なでた。

「こいつはその最初の実験体だ。生物も無生物も全部ごちゃ混ぜにして、最強の思念塊を造り出す。まずはこいつ俺の力を紡績協会の奴らに思い知らせてやるのさ」

「生物も無生物も……って、まさか……」

　青ざめた光里を見て、薄野は面白そうに笑った。

「そうだ。この街の人間を全て、思念糸ごと混ぜ合わせてやる」

「そんなのだめっ！」

　祖父や祖母、優ゆう子こ、それにそまりをはじめとした友人達――光ひか里りの脳裏を、この街に住む大切な人々の笑顔がよぎる。そして彼ら彼女らが、恐怖に怯おびえた表情で、混沌とした名前のない思し念ねん塊かいに吸収されていく姿も。

「みんなは関係ないでしょう！　手を出さないでっ！」

「関係があるかないかの問題じゃねえ。役に立つか立たないか、だよ。人間は誰だれだって思し念ねん糸しを持ってるからな、集めてこいつの思念力の足しにするのさ」

「っ……！」

　そんなの許せない。なんとかして止めなければ。

　だが、囚とらわれの身である光里には、唇を噛かむ以外に出来ることは何もなかった。

「それにしても、」

　と薄すすき野のは、大画面に映るぼろぼろになった街を見て眉まゆを顰しかめた。

「これだけ派手に吸収してるってのに、未いまだに人間が一人も捕まってねえってのは、どううわけだ……？」



「この辺りの逃げ遅れた人達は、全すべて救出を終えました」

「ご苦労だったな真ま上がみ。これで、この街のほとんど全ての人間が避難を終えた」

　一時撤退した後も、影かげ時ときと金かな輪わさんの行動は速かった。影時は瞬間移動能力で逃げ遅れた人達を遠くまで運び、そして金輪さんは――

「お前も珍しく良くやったぞ、火ひお威どし。お前の思念力がなけりゃ、こうスムーズに一般市民の避難を終えられはしなかっただろう」

「あら、そんな口だけのお礼なんていらないわぁ」

　金輪さんの電話口から、聞き覚えのある甘ったるい声が聞こえてくる。

「じゃあ何が欲しいんだ」

「女の子の下着」

「俺おれがそれをお前に渡したら冗談じゃなく犯罪だぜ」

「大丈夫よぅ、たかだか支部長の前科が一つ増えるだけじゃない」

「まだ一つもねえよ前科！　つーか中身はお前の方が犯罪者だろうが！」

　火威美み紅くさんだ。どうやら彼女は、『自分の人格を分割して他者に植え付ける』という思念力を街中の人間に一斉に使って操り、薄野の造り出した巨大思念塊から逃げるように行動させたらしい。強引な方法だが、しかしそうでもしなければこの状況、人々は大パニックになってとてもまともに避難など出来はしなかっただろう。金輪さんはこういう事態も予想して火威さんを待機させていたらしい。

「さて、これでこの街での戦闘において一般市民を巻き込む可能性はなくなったが……しかしそれだけだ。状況は依然最悪のまま」

「……」

　俺おれは光ひか里りを守れなかった。その上コン、そして天あま川かわの思念力まで奪われてしまった。

「……？　そう言えば、天川は？」

　ふと姿が見えないことに気がつき、辺りを見回す。やはり見つからない。

「見つからねえ奴やつのことに気を配ってられる状況じゃねえ。真ま上がみ、現状この場でまともに戦えるのはお前だけだ。今紡績協会の本部に応援を要請してる。応援の思念能力者が来るまで、お前一人で時間を稼いで欲しい。……やれるか？」

「勿もち論ろん」

　影かげ時ときは即答した。

「時間稼ぎどころか、俺一人で薄すすき野のを倒して見せましょう。応援は無駄になりますよ」

　流石さすがにそれが強がりだということは俺にもわかった。今薄野が生みだそうとしている思し念ねん塊かいは、いくら影時であろうともとてもじゃないが一人で手に負えるような相手じゃない。金かな輪わさんは何も言わずに肩を竦すくめた。

「というわけだ、陽よう太た。ここからは俺一人でやる。お前も避難してくれ」

「だけど、影時っ……！　光里が捕まっちまったのに、俺は、何にもしないで一人で逃げるなんて……！」

「気持ちはわかる。だが、お前に出来ることはもうないんだ」

　口調は優しかったが、厳しい言葉だった。

　そうだ。わかってる。薄野が言った通り、コンを失った時点で俺はもう本当に何の力もないただの高校生でしかなくなった。こんな――怪獣映画みたいな規模の戦いについて行けるはずはない。

「心配するな。コンも宇う月づきさんも、俺が必ず助けてやる。だからお前は、俺を信じて待っていてくれ」

　自分の無力が情けなかった。

　正直に言って、最初からこんなめちゃくちゃな事件には巻き込まれたくなかった。思し念ねん糸しのことなんか知らずに居たかった。

　だけど、もう知ってしまったのに、そして事件の中心に光里がいるって言うのに、俺は脇わき役やくで、何も出来ないまま逃げるしかないのだということが、何よりも悔しかった。

　――巻き込まれるなら、せめて、傍観者でだけは居たくなかったのに。

「……ごめん、影時」

　俺は俯うつむいたまま拳こぶしを握りしめた。

「後は、任せた」
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　誰だれも居なくなった街の片隅に、天あま川かわはふらりと腰を下ろした。

　民家の塀に背をもたれて街の中心部を仰ぎ見る。そこには、コンのシルエットを形はそのままで縮尺を冗談みたいに大きくしたような、現実感のない巨大な思し念ねん塊かいが出来上がろうとしていた。

「なんだよ、あの形……」

　頭の大きすぎる猫のぬいぐるみがビルを踏みつぶそうとしている。そのあまりにもシュールな光景に、天川は笑おうとしたが、乾いた唇は笑みの形に動いてはくれなかった。

「こーんなところに居たのね、星せい也やくん」

　聞き慣れた甘い声が届く。天川は無視した。

「支部長から聞いたわ。思念力、奪われちゃったんですってね。それで落ち込んでるのかしら？」

「……何をしに来たんですか」

「もう、可愛かわいくないわね。あなたを捜しに来たに決まってるじゃない」

「僕を？」

　天川は、精せい一いつ杯ぱい皮肉っぽく見えるように口角を上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「今更僕を捜して何になるっていうんですか」

　火ひお威どしの方を振り向く。相変わらず彼女が何を考えているのか、表情から真意がさっぱり読めなくて、そのことが余計に天あま川かわを追い詰めた。

「……今更、僕を。思念力を失った僕なんて、もう、何の価値もないはずでしょう」

「そんなことないわよ」

　間髪入れない否定の言葉に、天川は思わず顔を上げた。

「あら？　どうしたの星せい也やくん、そんなに嬉うれしかった？」

　率直に嬉しかった。だがそれが表情に出ていたことを恥じ、天川は慌てて目を逸そらした。

「あら可愛かわいいところもあるのね。そんな傷心の星也くんに、お姉さんからプレゼント♪」

　火威はそう言うと、俯うつむく天川の頭の上に、ふわりと柔らかくて軽い何かが乗っかった。

　天川が手にとって広げてみると、それは、

「光ひか里りちゃんのパンツよ」

「いりませんよ！」

　天川は立ち上がり、純白のパンツを火威に投げ返した。

「なんであなたがそんなものを持っているんですか！」

「この前下校中の光里ちゃんを見つけて『お願いだからパンツを脱がさせて欲しい』とその場で土下座して頼み込んだのよ」

「公道で何やってんだあんた!?」

「残念ながら脱ぎたては頂けなかったけれど、必死に頼み込んだらその後お家うちで一枚だけ頂けたの。それくらい貴重な品なのよ」

「家まで付きまとったのか……」

　きっと光里も、面倒くさくなって「パンツをあげれば追い払えるんなら一枚くらいいいや」と考えたのだろう。災難なことだ。

「ねえ星也くん。あなたこのパンツにいくら出す？」

「は？」

　呆あきれて聞き返した天川に、火威は至極真面目まじめな顔で言う。

「このパンツ、あなただったら手に入れるためにいくら出せるのかって聞いてるのよ」

「一円も出しませんよ。そもそもいりませんから」

「変わってるのね。私なら百万までは固いのに」

「変わってるのはあんたの方だ！」

「星也くん。ものの価値って、こういうことだと思わない？　例えばあなたにとっては何の価値もない光里ちゃんのパンツだって、私や影かげ時ときくんとっては値千金の宝物だわ。こんな風ふうに、ものの価値って人によって全然変わっちゃうものだって、私は思うの」

「……そんなこと、言われるまでもありません」

「あらそう。でもそれだけじゃないわ。例えば私が、『百万円払うからパンツを下さい』って光ひか里りちゃんに懇願しても、光里ちゃんがうんと言ってくれなければ売買は成立しない。違うかしら？」

「何が言いたいんですか」

「価値の交換ってね。売る方が『その値段で売りたい』って思って、買う方が『その値段で買いたい』って思わなきゃ成立しないものなのよ」

「――そんなこと、わかってる」

　続きを聞くのが嫌になって、天あま川かわは強い口調で言った。

「だから母さんは僕を売ったんだ。僕の価値を金に換算して、『その値段なら売ってもいい』って思ったから」

　自分で言葉にして認めた途端、不意に涙が溢あふれ出た。火ひお威どしに見られたくないと思っていても、止めることが出来なかった。

　ああ、僕はなんて弱かったんだろうか。

　思念力を失っただけで、まともに立っていることすら――出来ないじゃないか。

「そうね」

　火威は静かに、いっそ冷淡な様子で頷うなずいた。

「でもあなたは、それでもお母さんのこと、好きだったんでしょう。だからお母さんの行動に納得するために、『この世の中の全すべての価値はお金に換算できる』なんて考えた。健けな気げねー星せい也やくん。でも」

　火威は息を吸い込んで、

「私は嫌いよ。あなたのお母さん」

　きっぱり言い切った。

　天川は息を呑のんだ。火威が当たり前のように言い切ったことが、天川にとってはまるで盲点だったのだ。

　母親を嫌ってはいけない、と。

　天川は無意識のうちに、自分にそう言い聞かせていた。

「当たり前でしょう。どんな理由があったって、我が子を売る親なんて最低よ。まあ、買った紡績協会の方もどうかと思うけど……でもそれは仕方ないわよね、私達みたいな思念能力者には他ほかに居場所がないんだし。そんなわけで、星也くん、私はあなたに、あなたのお母さんみたいなことはして欲しくないの」

「……？　どういう意味ですか」

「『この世の中の全ての価値はお金に換算できる』――確かにそれはそうなのかも知れないけれど、でも星也くん、あなたはそれが出来るとしたら、そうしたいと思う？　あなたは今までの人生で手に入れてきたもの全て、お金に換算できるならしてしまいたいと思えるの？」

　答えに詰まる。だが、火ひお威どしは返答を待たずにたたみかけて来る。

「本当はね。あなたは、あなたの力を否定して欲しかったんじゃないかって思うのよ。そうじゃなかったら、いくら相手が紡ぎ手だからって、思し念ねん糸しの中身を言い当てられたくらいで全部の思念力を奪い取られたりはしないはずだわ」

　――そうだ。僕は、僕を売った母さんを肯定することで手に入れた思念力が嫌いだった。でも、僕にはそれ以外何もなかったから、嫌いでも縋すがるしかなかった。思念力を否定されることは、自分自身を否定されることと同じだと思い込んでいた。

　じゃあ、僕は一体、何を望んでいたんだろう。

「……薄すすき野のの、言う通りだ」

　震える声で、天あま川かわは呟つぶやいた。

「結局僕は、思念力を自分の価値を拠より所どころにして来た。本当は――本当は、そんなものがなくても『僕が僕であること』に価値があるって、誰だれかにそう言って欲しいと思い続けていたくせに。ずっとずっと――思念力以外の僕の全すべてが必要とされなくなったあの日から、それだけが、僕の、本当の望みだったのに……！」

　慎しん次じさんと話したことを思い出す。考えてみればついさっきなのに、もう遙はるか昔のことのようだ。

　天川は母親に――いや、母親でなくでもいい、自分以外の誰かに、たった一つのことだけを望んでいたのだ。『自分は自分であるということだけで、その他ほかに何の理由もなく愛されている』と疑いなく思えるくらい、愛して欲しかった。

「『望みだったのに』って、何それ？　どうしてまるで叶かなわなくて残念、みたいな言い方するの？」

　火威はあっけらかんと言い放った。

「星也くんが星也くんであるだけであなたを好きで居てくれる人がこの世に一人も居ないって、本当にそう思うの？　それって、あなたを大事に想おもうみんなに対してとっても失礼なことよ」

　たったそれだけで。たったそれだけの言葉で――重く纏まとわり付いていた霧が、一気に晴れていくような気分だった。

　どうしても盲信しなければならないと自分で思い込んでいたものが、根元からぽっきりと折られてしまって、それまで闇やみに覆われていた視界がすうっと開けていった。

　天川は袖そで口ぐちで目元を拭ぬぐった。

「……それで、元気づけているつもりなんですか？　だとしたら、やっぱりあなたは、酷ひどい人だ」

　火威は優しく微笑ほほえんだ。

「ごめんなさいね。私。こう見えても実はまだ本当のお母さんになったことないのよ」

「一生ならない方が良いいです。あなたの子どもはきっと変態になる」

「あ、ひっどーい」

　天あま川かわは身を翻した。目指すは街の中心部。薄すすき野のの居る方角。

「ちょっと、どこ行くの？　そっちは危ないわよ？」

「大丈夫です。今の僕でも戦える方法、思いつきましたから。ありがとうございました、火ひお威どし先輩」

　すれ違いざまにそう言うと、火威は「ちょっと待って！」と天川の袖そでを掴つかんだ。

「最後にもう一つ。黙ってろって言われたけど私あの人のこと嫌いだから言っちゃうわ」

「はい？」

「支部長に頼まれたのよ。星せい也やくんが落ち込んでるから元気づけてくれって。自分じゃ何を言っていいかわからないからってね」

「……はっ」

　笑みがこぼれた。今度は、無理に笑おうとする必要はなかった。

「似合わないな、それ」
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「おのれ薄野め。悪趣味な奴やつ」

　陽よう太たと金かな輪わを避難させ、影かげ時ときは一人薄野の巨大思し念ねん塊かいのもとに残って戦闘を続けていた。いつの間にか姿を消していた天川のことが気がかりだったが、しかし今は捜しにいっている余裕はない。現状、巨大思念塊の足止めが出来る戦闘要員は影時一人しか居ないのだから。

「オラオラどうしたぁ!?　逃げ回ってばっかりだなぁ！　駄犬野郎、てめえもこの最強思念塊の前じゃ蟻ありンコ同然かァ!?」

　コンをそのまま巨大化させたような形の巨大思念塊。その口から、ビリビリと空気を震わせる轟ごう音おんが響く。

　街の中心部見る影もなく破壊され、ほとんど更地になった繁華街にわずかな建造物の破片が転がっている。影時はコンクリートの破片の影に隠れて耳を塞ふさいでいた。

「わざわざコンの姿を残すとは本当に頭に来る奴だ。しかし、それにしてもネーミングセンスが酷ひどすぎるな。何だ『最強思念塊』って。俺おれならばもっとこう、ラスボスにふさわしいセンスに溢あふれたかっこいい名前を……」

「名前の話は置いておくとしてだ、影時君」

　髪から姿を現した天てんむすが囁ささやいた。

「現実問題、どうやって奴と戦う？　私の思念力では、逃げることは出来てもあの巨体にダメージを与えるほどの攻撃力は生み出せない」

　天てんむすの思念力は『自分自身と、周囲の人物の身につけているものを自在に瞬間移動させる』こと。影かげ時とき自身が瞬間移動して巨大思し念ねん塊かいの攻撃を避け続けることはできても、それだけでは有効な攻撃はできない。薄すすき野の本体のように人間サイズならばともかく、コンクリートやその他ほかありとあらゆるものの融合体である巨大思念塊に、影時の拳こぶしが通じるはずもない。

「とはいえあの思念塊の体内に直接物質を瞬間移動させても、ただ吸収されてしまうのがオチだからな……。くそっ、天あま川かわなら雷や炎の攻撃で奴やつを分解することもできたのだろうが……」

「そこかぁ！」

　巨大思念塊の拳が、影時の隠れていたコンクリートの破片を打ち抜いた。そして殴るのと同時にコンの思念力を発動し、コンクリートの破片を吸収。更に巨大化する。

　間一髪のところで瞬間移動し、攻撃を避ける。今度は電話ボックス残ざん骸がいの影に隠れ、影時は舌打ちをした。あんな風ふうにいちいち吸収されていたらきりがない。

「ちょこまか逃げやがって、うざってえ……。なら、これでどうだ！」

　巨大思念塊が両手で地面を叩たたいた。その途端、地面から巨大な壁がせり上がってきて、影時と巨大思念塊をぐるりと囲んだ。そして壁はそのままドーム状に天井を閉じ、影時と巨大思念塊を閉じ込めてしまった。

「これは……」

　巨大思念塊の体が小さくなっている。ドームを作り出すのに使った分の質量が失われているのだろう。ドームは継ぎ合わされた素材同士が完全には密着していないためか、所々隙すき間まが出来ているらしくそこから傾いた太陽の光が注がれてくる。全くの暗くら闇やみというわけではないが……しかし、薄暗い。巨大思念塊の目の部分だけが、何を光源にしているのかわからないが、まるでロボットのおもちゃのように煌こう々こうと光を発していた。

　ドームの直径は五十メートルほど。容積の三分の一ほどが巨大思念塊の体で埋められてしまっていて、影時が自由に移動出来る範囲はかなり狭くなってしまった。

「なるほど。移動可能な範囲を限定して俺おれを捕らえようという作戦か」

　影時の瞬間移動は、例えば瞬間移動した先が壁であった場合、壁にめり込んで身動きが取れなくなってしまう。移動先への距離感は影時の目で測っているので、このように視界や移動範囲に制限を付けられるのはかなり瞬間移動の妨げになってしまう。

「はっ、何を勘違いしてやがる？　違ちげえよ。そんなまどろっこしい真ま似ねはしない。もっと手っ取り早く、こうするのさ！」

　直後、巨大思念塊は更に、急激に巨大化した。

「巨大化……いや違う、質量は変わっていない。ただ体積が膨張している……！」

「そうだ。コンの思念力で物質同士の混ざり具合を調節すれば、密度なんてどうにでもなるんだぜ。さて、この行動にどんな意味があるか、お前だったらわかるよなぁ？」

　そんなもの誰だれにでもわかる。

　閉じられたドームの中で巨大思し念ねん塊かいの体積を膨張させ、空間を埋めていく――ならば狙ねらいは一つ。薄すすき野のは影かげ時ときを押しつぶすつもりなのだ。

「どうする影時君、どんどんスペースがなくなっていく！　逃げられないぞ！」

　天てんむすの言うとおり、もうドームの中に逃げ場はない。瞬間移動で壁を越え、ドームから脱出しなければ。

　だがそのためには、目に見えない座標に勘だけで飛ぶしかないのだ。

　影時には壁の厚さがわからない。もしも薄野が、影時がドーム外に飛ぶことを想定して壁を分厚く作っていたら――或あるいは外に障害物を配置していたとしたら、影時は瞬間移動先にめり込んでしまう恐れがある。

「……駄目だ。外に飛ぶのはリスクが高すぎる」

「しかし、ならばどこに……！」

「奴の中だ」

　影時は巨大思念塊を指し示した。

「あの中には少なくとも一ヶ所、空洞がある。薄野や宇う月づきさんが居る場所だ。その場所に直接移動して、内側から薄野本体を倒す。それ以外に勝ち目はない」

　どのみち、あの思念塊の中に居る光ひか里りとコンを助け出さない限り奴やつを倒すことも出来ないのだ。攻撃は最大の防御。追い詰められた今だからこそ、敢あえて捨て身で攻撃に転じるしかない。

「いくら君でも無茶だ、影時君！　あの巨体のどこかに空洞があったとしても、それ以外の部分に飛んでしまったらおしまいなんだぞ！　何の道しるべもないというのに、それじゃあ当てずっぽうにドームの外に飛んだ方がまだマシ――」

「道しるべなら、ある。忘れたか天むす？　俺おれは今日、陽よう太たと宇月さんにマーキングをしたはずだ」

　そう、西公園でデート中の二人を見かけたときに、金かな輪わの思し念ねん糸しを二人に括くくり付けたのだ。それは二人の動向を調べ、薄野が接触してきたときに即座に対応できるようにするためのものだったのだが――今は、別のことに利用できる。

「俺は金輪さんほど思念糸の扱いに慣れていないから、宇月さんの詳しい動向を知るまでは無理だが、居場所くらいならばおおよそ察知出来る。宇月さんが居るのは、あそこ――巨大思念塊の頭の中だ。恐らくそこに薄野も居る」

「影時君……しかし、本当にその道しるべは正確なのか？　もしも外れていたら私達も奴に吸収されてしまうんだぞ」

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えずというやつだ。それにな、天てんむす。実は俺おれは『女の子を守るために冒した危険が全すべて快感に変わる』という思念力を持っているんだ」

「それは思念力ではなく性癖だと思うが……」

　天むすは溜ため息いきをついた。

「……わかったよ、影かげ時とき君。私は私の契約主を信じよう。一緒に、行こう」

「恩に着るぞ天むす。では、いち、にの、さんで飛ぶぞ」

　巨大思し念ねん塊かいの膨張は続いている。もう時間がない。影時は深呼吸をして覚悟を決めた。

「いち！」

「にの！」

「さ――！」

　影時が瞬間移動する、まさにその瞬間だった。

　まるで強化ガラスをハンマーで叩たたいたように、影時を包囲するドーム全体に一気に細かな亀き裂れつが走り、そして轟ごう音おんを上げて粉砕したのだ。

「な――」

　影時は何が起こったのかわからず戸惑ったが、

「なんだこりゃあぁああ!?」

　薄すすき野のはそれ以上に動揺していたので少なくとも奴やつの仕業ではないことはわかった。

　では一体誰だれが――？

　答えを求めて後ろを振り返った影時の目に、開けた視界の中、降り注ぐドームの残ざん骸がいの避けて揺るぎない足取りでこちらに歩いてくる人影が映った。影時とほぼ同時に、薄野も気がついたらしい。

「なんで……何でてめえがここに居る……!?」

　それと全く同じことを、全く正反対の気持ちで、影時も思っていた。

　そこに現れた者は。

『金銭の価値を力に換える』思念力を薄野に奪われ、戦う力を失ったはずの思し念ねん糸しの専門家――天あま川かわ星せい也やだった。

「天川……！　これはてめえがやったのか!?　どうやって!?」

　粉々になったドームの残骸を指して巨大思念塊が（正確にはその中に居る薄野が）喚わめく。だが天川は沈黙と保ち、落ち着き払った様子で歩を進めるばかり。

「答えろ、天川ぁあぁッ！」

　薄野は激げつ昂こうし、ドームの残骸を吸収して思念塊の腕を更に巨大化、巨体による圧倒的な歩幅で一気に距離を詰めて天川に殴りかかった。巨大思念塊と天川とでは、「殴る」というより「拳こぶしで押し潰つぶす」と言った方が正しいほどの質量差だったが――しかし。

　天川が迫り来る拳を遮るように右手を翳かざすと、そこから凄すさまじい雷のエネルギーが迸ほとばしり、瞬時に巨大思し念ねん塊かいの腕を根元まで消し飛ばしてしまった。

「ごァっ……!?」

　あまりの衝撃と、多くの質量を一度に失ったことで巨大思念塊はバランスを崩し、スローモーションのように後ろにのけぞって転倒した。

「天あま川かわ、お前……！」

　影かげ時ときの目には映っていた。天川の体に纏わり付く、黄金の思念糸が。

「思念力が……復活したのか……!?」

　だが、新しい天川の思し念ねん糸しは、以前のものとは何かが違っていた。どう違うのかと訊きかれても口ではうまく説明できない……敢あえて例えるのならば、以前の思念糸が黄金のメッキを塗っていただけのようだったのに比べて、今天川の纏まとう思念糸は、本物の黄金のような神秘的な輝きを放っているように見える。

　そして何よりも決定的なことは、天川は巨大思念塊の腕を吹き飛ばすとき、金を使っていなかったということだ。思念力の強さではなく、ルールそのものが変化している。

　天川は答えず、ただ意味ありげな微笑ほほえみを浮かべて宙に飛び立った。当たり前のように空を飛んでいる。

「か、彼に一体何があったんだ……？」

　天てんむすが唖あ然ぜんとするが、

「俺おれにもわからない。しかしこれだけは言える。これは喜ばしい事態だ」

　事情は全くわからないが、天川が戦線に復帰してくれた。しかも、以前より強力になった思念力を携えて。

「これなら勝てるかもしれない……！」
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　天川は上空から、立ち上がるために体積を縮めて足に重心を移動させている巨大思念塊を見下ろしていた。

「天川、てめえ……！　どうやってそんな力を……！」

「薄すすき野の。訊きたいことがあるんだけど、いいかい？」

　静かに響く天川の声に、薄野は圧倒されているようだった。転倒して隙すきだらけの無様を晒さらしているというのに、「なぜ攻撃してこない」という不気味さを感じているのだろう。

「不思議だったんだ。お前がどうやって僕の過去を調べたのか。僕が思念紡績協会に入った経緯は、本当にごく一部の人間しか知らない。紡績協会の上層部にでも紛れ込んで聞き出したのかも……とも考えたけれど、今までの逃げ腰なお前の様子からしてそれはまず有り得ない。そうするとやっぱり、情報のルートはこれしかないはずだ」

　天川の表情から、すっと熱が引いた。

「お前、僕の母さんに会ったな？」

　薄すすき野のからの返答は沈黙だった。天あま川かわはそれを肯定と受け取った。

「やっぱりね。そうだろうって思ってたよ」

　どうやって捜し出しコンタクトを取ったのかは知らないが、天川との繋つながりを絶った母親はもうただの一般人だ。思念紡績協会を探るよりは、まあ、楽に辿たどり着けたのだろう。

「で、どうだった？」

　薄野は答えなかったが、それは答えたくなかったのではなく、質問の意味がわからず答えられなかったのだろう。そう思って天川は説明を付け足す。

「あの人、幸せそうだったかい？」

「……ああ、幸せそうだった」

　やや間を置いて、今度は返答があった。

「幸せの絶頂って感じだったぜぇ？　新しい男を作って、お前を売った金で遊んで暮らしてたよ」

　思い出したように言葉に毒を込め、天川の動揺を誘っている。それを見抜いている天川に通じるはずがなかった。むしろ、薄野の必死で余裕ぶる様子が滑こつ稽けいにすら映った。

「――そうか。なら、良いいんだ」

　幸せで居てくれるならそれでいい。

　どんな親であろうと幸せであって欲しいという願いと、自分が居なくても彼女の人生は問題なく幸せに進むのだという悟りが、天川を母親の呪縛と完全に決別させた。



　もう、あの人に自分の価値を求めることはしない。



　辛しん辣らつな答えに対して微笑ほほえみを返す、という天川の反応は薄野には予想外だったのだろう。ようやく立ち上がった巨大思し念ねん塊かいの口から、苛いら立だった様子の薄野の声が漏れている。

「ふざけんな……ふざけんなよてめえ……！　何を勝手に、全部わかりきったような顔して――」

　天川はハエを払うように素早く手を横に振った。それに同期して真空の刃が巨大思念塊の足を切り裂き、巨大思念塊は立ち上がった途端に再びすっ転んだ。

「ぐぁあっ！」

「僕は、この世の中のありとあらゆるものは、お金で売買出来ると思っている。正確には、お金で売買出来るようになるだろうと思っている」

「あァ……!?」

　突然の言葉に、薄野は――地上で聞いている影かげ時ときも、天川の意図がわからず戸惑っているようだ。天川は構わず続ける。

「例えば、人間の命だって。百年前はどれだけのお金を積んだって技術的に治療することが不可能だった病気が、今では治療費を払えば治せるようになった例なんていくらでもある。百年前はお金で買えなかった命が、今は買えるようになったってことだ。

　そんな風ふうに、今お金で売買できないもののほとんどは、それが構造的に不可能なんじゃなく、技術的に不可能なだけだって思うんだよ。価値の交換媒体というお金の機能は大昔から変わっていないのに、お金で交換可能なものは技術の進歩に伴ってどんどん増えていく。このまま科学技術が発展を遂げていけば、今はお金で売買できないものだって、未来では出来るようになっているはず。

　薄すすき野の。お前に奪われた僕のかつての思念力を、僕はそういう考えで使っていた。お金を払って未来の技術を買うってイメージでね」

「んなことわかってるってんだよ……！　なんだ？　急に饒じよう舌ぜつになりやがって」

　そう、薄野がわかっていることを天あま川かわは知っていた。薄野は天川の思念力を奪ったのだから。

　だから天川は、薄野にこの話を聞かせたかったわけではないのだ。本当に伝えたかった相手は――共に戦う、相棒だ。

「だけど、気付いたのさ。例え全すべてのものがお金で売買出来るようになったとしても、それをしたいと思うかどうかは、また別の話だって。今より遙はるかに科学が発展した未来に、人の心を完全に操作する薬なんかが出来て、文字通り『お金で人の心が買える』ようになったとしても――その薬を買いたいと思うとは、限らないんじゃないかって」

「何を甘っちょろい話を……」

「少なくとも僕は、そんなことはしたくない」

　見下ろすと、ドームの残ざん骸がいが散乱する灰色のでこぼこした地面から、真ま上がみが目を見開いてこちらを見上げていた。

「間抜けな話だよ。思念力を失ってやっと気付くなんて。大した生き方をしてきたつもりはなかったのに、それでも十五年も社会的動物やってれば絆きずなの一つや二つは出来るものなんだね。僕はそれに固執する。僕に、自分が生きている価値を実感させてくれるものは、もうそれしか残っていない。……僕は、このたった二ヶ月の間に新しく繋つながった絆を、絶対に失いたくはない」

「ど……どうしたんだ天川っ!?」

　地上から真上の動揺した声が届く。

「だ、誰だれかに洗脳されたのか!?　もしそうでないとしたら、いきなり良いい奴やつになって自分のことを語り始めるというのは高確率で死亡フラグだぞ!?　自粛しろ、死んでしまう！」

「お前が死ね変態」

「あれぇー!?　か……返しが辛しん辣らつすぎないか天川!?　失いたくない絆はどこにいった!?」

「冗談だよ」

　天あま川かわは溜ため息いきをついた。

「真ま上がみ。君はこの間、僕の言うことなら信じられると言ってくれたね」

「ん？　あ、ああ……そんなこともあったか……」

「あのときは嬉うれしかったよ。信頼されてるって思えた」

　真上の動揺がピークに達した。

「ほ、本当にどうした!?　なぜここでそんな、俺おれとフラグを立てるようなことを……そうか、やはりお前本当は女の子なんだな!?　そうなんだな!?　とある事情で男の振りをしているけれど本名は天川星子ちゃんで男装が似合ってしまうほどの貧乳であることに人知れずコンプレックスを抱いているドＳを気取っているけれど本当は打たれ弱くて寂しがり屋でこれまでの戦いを通じて俺に淡い恋心を抱き始めているという設定の女の子なんだな!?　正体を明かすなら今まさにこのとき――」



「だから僕は、君の信頼を売る」



「……な、何……？」

「わけのわからねえことを……言ってんじゃねぇえっ！」

　今度は、巨大思し念ねん塊かいは転んだまま、残った腕で地面を叩たたいた。すると、広範囲の地面から無数の万札が浮き上がり、天川に向かって一斉に飛来した。

　だが、合計数百万にも及ぶであろう万札思念塊の特攻は、天川の体には一枚たりとも届かなかった。天川が張り巡らせていた思し念ねん糸しの結界に触れた瞬間に全すべて消し飛んでしまったのだ。

「ば、バカな……」

　微かすかに漏れた掠かすれた声が、薄すすき野のの驚きよう愕がくを如実に示していた。

　気付いたのだろう。今の天川の力が、薄野が奪ったかつての思念力ではどれ程の金を代価にしても決して到達できない域に達していることに。

「有り得ねえぞそんな力……！　そもそもお前の思念力は俺が奪ってやったはずなのに、どうしてまだ思念力を――しかもより強化された思念力を使える!?　答えろ天川あッ！」

「だからさっき言ったじゃないか。売ったんだよ、仲間からの信頼を」

　天川は冷ややかに笑った。

「火ひお威どし先輩や支部長、それに真上、日ひ渡わたり、光ひか里りちゃん達との繋つながり――僕にとって絶対に失いたくない絆きずな。絶対に失いたくないものだからこそ、代価に支払えば絶大な力を得ることが出来る。価値を力に変換することが僕の思念力の本質だったんだ。そこからお金という媒体を排し、お金に換えられない――換えたくない価値を力に直結させた」

　この話を聞いたら、どんな顔をするだろうか。

　眼下の真ま上がみの表情は、そのとき予想した通りに、酷ひどく青ざめていた。

「ま、待て天あま川かわ……どういうことだそれは。まさか、お前……お前！」

「そうだよ」

　極力、穏やかに。天川は静かに告げた。



「『親しい者達と共に過ごした記憶を力に変換する』――それが僕の、新しい思念力だ」



    

  
    
      


第三章
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　影かげ時ときは愕がく然ぜんとした。

　信じ難いという思いはあったが、それ以上にそれならば納得できるという思いが強かった。あの桁けた外はずれの力も、そして天川の超然とした態度も。

　言いようのない冷気がじわじわと胸の内に染み込んで、血液に同化して全身を隈くま無なく巡っていった。

「ふ、ふざけるなっ！　お前は、俺おれ達を守るために俺達のことを忘れるつもりか!?」

「残念ながら、ね」

　天川の声はどこまでも冷静で、それだけで天川がどれ程の覚悟と決意を携えてこの場に現れたのかが伝わってきた。

「これ以外に君達を守る方法が見つからなかったんだ、仕方がないさ。でも安心してよ、無くなるのは僕の記憶だけで君達に影響は出ない。……だから、よかったら、記憶を失った後の僕とも仲良くしてやって欲しい。君達のことを忘れた僕は、大層、嫌な奴やつだろうけど」

「天あま川かわっ……！」

「そして、僕は僕にとって最大の代価を払ってまでこの作戦を実行した。それがどういう意味か、わかるかい」

　その言葉は影かげ時ときではなく、薄すすき野のに向けられたものだった。

「こうすれば絶対にお前に勝てると、わかっていたからさ。お前が僕から奪った思念力じゃ何億円何兆円を代価にしようと今の僕には敵かなわない。紡ぎ手の力でどんな思し念ねん塊かいを造り出そうと一撃で消し炭に変えてやる。コンの混ぜる力は少々厄介だが――それは全すべてを壊した後の後片付けが厄介だというだけのこと。ほらこの通り、お前にはもう全く勝ちの目がない」

　確かに、力の差は圧倒的だ。天川の絶大な力を前にして、薄野の造り出した巨大思念塊はまともに立ち上がることすら出来ていない。ここまで追い詰められれば、いくら薄野といえど最も早はや心が折れるのを避けられないはず――

「……ああ、よぉくわかったぜ」

　だが。

　答えた薄野の声には、不気味は笑いが交ざっていた。

「お前が俺を本気で攻撃できないってことがな」

　薄野の台詞せりふは影時には意図が読めなかった。だが、影時は天川の表情がわずかに強こわ張ばったことを見逃さなかった――影時にわかったということは、恐らく薄野にも伝わっている。薄野は自分の考えが正しかったことを確信したようだった。

「最初からよ、妙だとは思ってたんだよ。今のお前の力は確かに圧倒的――悔しいがそれは認めてやる。だが、だったらなぜ、初撃の段階でこの最強思念塊ごと俺おれを仕留めなかった？　簡単なはずだよなぁ、今のお前の力なら」

　そういうことか。薄野の言わんとしていることが、影時にもわかって来た。

「その後だって俺を倒すチャンスはいくらでもあったはずだ。それなのに天川クンと来たら、余よ裕ゆう綽しやく々しやくに俺を見下ろしたままぐだぐだと恥ずかしい自分語りを続けるばかり……。自分が強い理由までご丁寧に説明して下さるなんざ、流石さすがにパフォーマンスが過ぎてたぜぇ？　あれじゃあわかっちまうよ、てめえが俺を、戦わずして降伏させようとしてるってことがなぁ」

「だからどうしたって言うんだ？」

　天川が呆あきれたように言う。

「僕が気付かせようとしたことに気付いたくらいで調子に乗るなよ。戦わずに済むならそれに越したことはない――今の僕は加減ができないからね。いずれ直さなければならない街だ、出来るだけ消し炭を増やしたくはないんだよ。だけどそれは、『出来れば』ってだけの話」

　天あま川かわは目つきを鋭くし、ドスを効かせた声で言った。

「馬ば鹿かな勘違いでタカをくくってるなら、今すぐ全部消し飛ばしてやろうか」

「嘘うそはよくねえなぁ」

　だが、薄すすき野のの余裕は消えない。

「戦わずに済ませようとしている理由はそうじゃねえだろ――こいつだろ？」

　薄野が言った途端、巨大思し念ねん塊かいの顔の一部が回転扉のようにぐるりと裏返り、巨大なモニターが現れた。そしてそのモニターには、

　毒々しい緑の思し念ねん糸しによって、恐らく巨大思念塊の内部であろうコンクリートの壁に磔はりつけにされた光ひか里りの姿が、大々的に映し出されていた。

「宇う月づきさん！」

　光里の服や肌には土つち埃ぼこりがついて汚れている。怪け我がをしているかどうかはよく見えないが、少なくとも薄野には女性を紳士的に匿かくまうようなデリカシーは欠如しているようだ。この場に陽よう太たが居なくて良かった、と影かげ時ときは思った。光里のあんな様子を目の当たりにしたら、陽太は後先考えずに巨大思念塊に突っ込んでいったに違いないからだ。

「最強思念塊の体内のどこかに、お姫様を預かってる。下へ手たに攻撃したらこの女も消し炭になっちまうぜ？　それじゃあ困るよなぁ優しい優しい天川クン。こいつはてめえがてめえにとって最大の代価を払ってまで助けようとした、大切な人間の一人だもんなぁ」

「薄野……貴様という奴やつは……！」

　どこまでも卑劣で狡こう猾かつな男だ。影時は激しい怒りを覚えた。

「おおっと、怒ったか駄犬？　いいぜ、てめえの瞬間移動能力でこの女を奪い返しに来てみろよ。ピンポイントでこいつの所に飛んでくる自信があるなら、だけどなぁ！」

「くっ……！」

　おそらくそれはもう不可能だろう。あそこまで言うからには、薄野は光里をごく狭い空間に隔離しているに違いない。いくら影時が思念糸を辿たどろうとも、そもそも空間の容積が影時の入る分に足りていなければどうしようもない。

「どうした？　静かになっちまったな天川クン。図星を突かれてぐうの音もでねえか？」

「……」

「ついでに、今のてめえの弱点を教えてやろうか。……それは、手に入れた力がでかすぎて小回りが効かないってことだ。

　気付いてるんだぜ、さっきからお前の攻撃は全部一撃必殺クラスの威力ばかりだってこと。それは狙ねらってやってるんじゃなくて、それ以下の弱い攻撃が出来ねえってだけなんだろ？　最大の代価に対するリターンは、最大の威力しか有り得ねえ。さっきの『今の僕は加減ができない』ってのは、脅しじゃなくてそのまんまの意味だったってわけだ。つまり、お前はあの女を巻き込まない程度の丁度良いい力で戦うことが出来ない」

　天あま川かわの反応はない。だが薄すすき野のの推理は筋が通っている。……恐らく、的中しているのだろう。天川は言い返せないのだ。

「さて、てめえは俺おれを本気で攻撃できない。だが俺の攻撃はお前には通じない。じゃあ今後の展開はどうなる？　……わかるよなぁ、天川。お前のその力、そう長くは保もたねえんだろ。何せ、数少ない仲良しさんとの記憶だけが力の源なんだから。加えて、俺がこんな風ふうに――」

　巨大思し念ねん塊かいの腕が伸び、市街地に向けて攻撃を放とうとした。それを察知した天川が即座に迎撃し、街を守る。

「――街を攻撃すれば、お前はそうやって力を使い、街を守らざるを得ない。その分の思念力を浪費して、制限時間は更に短くなる。だが俺の思念力は無尽蔵だ。ジリ貧なんだよ、お前」

　――なんて奴やつだ。

　影かげ時ときは薄野の手て強ごわさを改めて思い知った。

　実力は圧倒的に劣っていながら、冷静に状況を分析し天川を追い詰めている。薄野の言う通り、このままでは天川は何も出来ずに力を失ってしまう。

　天川は、己の最も大切にしているものを手放してまで戦っているというのに。

　停滞した戦場に、天川の舌打ちだけがやけに大きく響いた。
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　体の内側まで響くような重い振動を感じて、光ひか里りは目を覚ました。

　相変わらず手足を縛られていて身動きが取れない。だが、さっきまでとは違って、辺りには大画面テレビも薄野の姿もなかった。場所を移動させられたのだろうか。

　ふと前方に目をやると、コンが同じように磔はりつけにされていた。光里は驚いて呼びかける。

「コンちゃん！　起きてコンちゃん！」

　だが返事はない。コンはぐったりとうなだれて動かない。

　光里は拘束を逃れようともがいた。

「離して！　お願い、離してよ……！」

　必死に念じると、光里の四肢を縛っていた思し念ねん糸しは、拍子抜けするほどするりと簡単に解けてくれた。光里はコンに駆け寄り、コンを拘束していた思念糸を同様に解いてやった。

「コンちゃん！　目を開けて！」

　体を揺すりながら必死に呼びかける。しばらくしてコンはゆっくり目を開けた。

「コンちゃん……！」

　安あん堵どと共に感極まって、光里は涙を流しながらコンをきつく抱き締めた。ぼーっとしていたコンの顔が次第に覚かく醒せいしていき、やがて――

「！」

　大きなビーズの目が全開になったとき、コンはばっと光ひか里りの腕の中から飛び出した。

「く……来るな！　オレから離れろ！」

　切迫した表情で叫ぶコン。光里は困惑する。

「どうして？」

「この……オレ達が今居るでっかい思し念ねん塊かいは、オレの思念力で動いてる。お前がオレのことを想おもえば想うほど、こいつも強くなっちまう」

「そんな……」

「多分、薄すすき野のはそれをわかっててオレ達を一緒の場所に閉じ込めたんだ。あいつの思うつぼだ」

　そうか。考えてみれば偶然コンと同じ場所に――なんて都合のいい話があるはず無かった。

「でも、コンちゃん、なんとか二人で協力してここから逃げられないかな？」

「無理だ、そんなの。この中に居る限り、オレもお前も力を使えない。全部このでっかい思念塊に吸い取られちまう」

「そう……」

　光里は肩を落とした。コンと再会できて、少しだけ巧妙が見えた気がしたのに。

「……だけど、ここから逃げることはできないけど、この思念塊の力を激減させる方法なら、一つだけある」

「本当!?」

「ああ」

　頷うなずくコンの表情は悲痛だった。その「方法」というのが、出来ればコンも使いたくないものであることはすぐにわかった。

「……どんな方法なの？」

　コンはしばらくの沈黙の後、覚悟を決めたように光里を見つめた。

「光里。オレを――消してくれ」

「……え？」

「オレの体を、思念塊として人格が保てなくなるくらいまでばらばらに引き千切ってくれ。そうすればオレの思念力は消えて、このでっかい思念塊を支えている力も消える」

「それって……コンちゃんを犠牲にするってこと？」

　コンは黙って目を逸そらした。

「そんなの、できるわけないでしょ」

「それしか薄野を止める手はない」

「でも……！」

「いいんだ、光ひか里り。……お前も聞いただろ、オレが薄すすき野のに造られた理由」

　コンの造られた理由。それは、薄野が光里の思し念ねん糸しを回収するためというあまりにも身勝手なものだった。コン本人がそれを気にしていないわけがない。

「オレはお前を騙だまして力を奪うために造られたんだ。お前がオレを可愛かわいいと思うのも全部薄野が仕掛けた罠わななんだ。お前は騙されてるだけなんだよ。

　オレはお前に好かれるように造られただけで、中身は薄野の心の断片だ。本質はきっと、あいつと変わらない。オレが生まれたのは間違いだったんだ。オレが生きていることに意味なんて無い。だから……最後はせめて、お前の役に立って消えたい。

　オレが消えることで薄野に一矢報むくいることができる。それはずっと騙し続けてきたお前への償いにもなるんだ。だから――」

「コンちゃん、それならもっと良いい方法があるよ」

　驚いた表情で見上げたコンに、光里は淡々と告げた。

「私が死ねば良い。そうすれば手っ取り早く薄野を弱らせることが出来るでしょ？」

「そっ……そんなの絶対駄目だ！」

　コンが血相を変えて叫んだ。

「どうして？」

「どうしてもこうしてもあるか！　お前が死んだらオレは……オレは！」

「悲しいでしょ？」

　光里は微笑ほほえんでコンの頭を撫なでた。

「私も同じだよ。コンちゃんが消えちゃったら、死ぬほど悲しい。だからもうそんなこと言わないで」

「う……」

　たじろぐコンを、光里は優しく胸に抱き締めた。

「はぁ～可愛い。そろそろコンちゃん成分を補給しないと発狂しそうだったんだよ」

「お……おいやめろ！　こんなことしたら薄野の思うつぼ……」

「すりすりすりすりくんかくんかぺろぺろ」

「や、やめろってコラ！　こんなことで現実逃避してどうすんだよ！　なんとかしないとこのまま薄野の道具にされちまうんだぞ！」

「真ま上がみくんが戦ってくれてるから大丈夫だよ」

「……あいつだけで勝てるわけないだろ。薄野は悪魔みたいなヤツなんだぞ」

「確かに酷ひどい人だとは思うけど……」

　……だが、薄野が居なければコンは生まれなかったのだ。逆を言えば、コンを生み出すような何かが薄野の心にあったということ。

　そう考えると、光里は薄野の全すべてが悪だとは思いたくなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「それに、本当に本当のピンチになったら、きっと陽ようちゃんが助けに来てくれるから」

「そんなの無理だ。オレとの契約が切れたあいつは、もう何の力も持ってないんだぞ」

「それでも来てくれるよ、陽ちゃんなら。私はそう信じてる」

　そう呟つぶやいて、光ひか里りは祈るようにコンを抱き締めた。コンはもう文句を言わず、黙って少しだけ光里の体を抱き返した。
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　主戦場から走って逃げる背中にも、凄すさまじい爆音が追いかけてくる。

　あの稲妻は影かげ時ときの技じゃない。天あま川かわはもう戦えないはずだから――あれは、薄すすき野のが天川の思念力を使っているのか？

　なんて威力だ。いくら影時でも、あんな奴やつに一人で勝てるわけがない。

「……くそっ！」

　それがわかっていても、コンを失った今の俺おれじゃ助けに行くことも出来ない。一刻も早く安全地帯まで避難することが唯一俺に出来ることだなんて、あまりにも情けなくて泣きそうだ。

「ああもう、考えるなっ！」

　自分の不ふ甲が斐いなさを嘆くことに無駄なエネルギーを使うくらいなら、何も考えずに走った方がマシだ。俺おれは纏まとわり付く様々な想おもいを振り払うようにスピードを上げた。

　俺以外のほとんどの人間は、既に火ひお威どしさんの思念力で操って避難させたと聞いていた。だからもうここには誰だれも居ないだろう、と思ってろくに確認もしないまま曲がり角を曲がろうとして、

「きゃあっ！」

「オぶっ！」

　反対に曲がってきた女の子と激突してしまった。

　女の子は小走りで、俺の方はカーブで減速したとは言えトップスピードに近い状態だったので、ぶつかった衝撃は大きく、二人とも結構派手に倒れ込んだ。

「ご……ごめん、大丈夫か？」

　何とか立ち上がって手を差し伸べると、女の子は強気そうに少しつり上がった目め尻じりに涙を溜ためて俺を見上げた。

「あれ？」

「よ……陽よう太たくん？」

　驚いたことに、その女の子はジョゼ子こだった。足元には子犬型思し念ねん塊かいのポコも居る。

「お前どうしてこんなところに……まだ避難して――」

　なかったのか、と訪ねようとして、俺はぎょっとした。

　ジョゼ子の目尻に溢あふれんばかりの涙が溜まっている。そして感極まったように、いきなり俺に抱きついてきた。

「う、うわあ！　何すんだよ、離れてくれ！」

「こ、怖かった……怖かったよぉー！」

　ジョゼ子は泣きじゃくって縋すがり付いてくる。

「いきなりおっきな音がして、わけのわからない巨大な猫型ロボットみたいなのが現れたと思ったら、お父さんもお母さんも――街の人みんな、催眠術にでも掛かったみたいに虚ろな目で走り出すんだもの！　わ、私だけ取り残されて、どうすればいいかわからなくて……っ！」

　ジョゼ子一人だけ、火威さんの思念力が効かなかったのだろうか。そう言えば、ポコの思念力で名前が入れ替わってしまったときも、俺や影かげ時ときや天あま川かわは一般の人々に比べて影響が小さかった。思念能力者や思念契約主は他人の思念力に対して耐性があるのだと考えれば、ジョゼ子に火威さんの思念力が効いていないことも有り得るのか。

　……なるほど、街まち中じゆうの人間が催眠状態で避難しているのに、一人だけ正気だったらそりゃあ心細くもなる。

「心配すんな。大丈夫だって」

　俺は泣きじゃくるジョゼ子の肩に手を置いて宥なだめ、落ち着いてきたところで状況を説明してやった。事情を知るにつれてジョゼ子こは、恐怖が憤りによって上書きされていったようだった。

「なによそれ……！　なんて勝手なの、その薄すすき野のって奴やつ！　絶対許せない！」

　同感だ。俺おれだって絶対許せない。

「……けど、今は逃げるしかないんだ。安全なところまで一緒に行こう、ジョゼ子」

　だが俺がそう呼びかけても、ジョゼ子は動こうとしなかった。

「ジョゼ子？　どうしたんだ？」

　ジョゼ子は、伝えたいことは固まっているがどう言葉にしていいかわからないと言った表情で目を泳がせていたが、やがておずおずと口を開いた。

「陽よう太たくんは……宇う月づきさんを助けに行かないの？」

　一瞬、返す言葉に詰まった。

「行きたい……けど、行けないんだ。コンとの思念契約を切られて、俺はもう何の思念力も使えないただのガキになっちまった。今行ったって、足あし手で纏まといにしかならない。……影かげ時ときに任せて逃げることが、俺に出来るせめてものことだ」

　言葉にして改めて、その響きの情けなさにげんなりした。

　友達に全部任せて、何やってんだ俺は。

「でも、陽太くんはそれでいいの？」

　ジョゼ子の口調がやや強くなる。俺は何も言い返せない。黙っていると、ジョゼ子は口調を柔らかくして話題を変えた。

「ねえ。陽太くんは、私と初めて会ったときのこと覚えてる？」

　どうしたんだ突然、と思ったが、まっすぐに俺を見つめるジョゼ子の表情があまりにも真剣で、俺は怯ひるんでしまった。

「勿もち論ろん、覚えてる」

「ほんと？　嬉うれしいな」

　ジョゼ子ははにかんだ。

「あのとき私に絡んできた人達はみんな怖そうだったし、全部で五人も居た。それなのに陽太くんは全然躊躇ためらう様子もなく助けに来てくれたよね。凄すごく格好良かった」

　そしてジョゼ子は、覚悟を決めるように一泊置いてから、凜りんとした声で俺に尋ねた。



「陽太くん。あのとき、もしもコンが居なくて、思念力が使えなくて、陽太くんに『不良五人を相手にしても絶対に勝てる』って自信が無かったら、陽太くんは私を助けてくれなかったの？」



　……すぐには、答えられなかった。

　格好付けて、そんなことはない、と答えたかった。

　たとえ勝てる見込みがなかったとしても、危ない目に遭っている女の子を無視して逃げるようなことはしない、と言いたかった。

　だけど。

　今の俺おれがそれを言ったって、説得力なんか欠片かけらもないじゃないか。

　勝てる見込みがないから、危ない目に遭っている女の子を――俺がこの世で一番大好きな女の子を、強くて頼りになる親友に任せて、自分は逃げている。

「……そう、だよ」

　噛かみ締めた歯の隙すき間まから漏れるように声が出た。

「もしコンが居なかったら、勝てるって自信が無かったら、俺はきっとお前を助けられなかった。警察とか、頼りになる友達とかに助けを求めることしかできなかった」

「それだけ？」

　間髪入れずに聞き返されて、俺はぽかんとしてしまった。

「それだけ、って……他ほかに何が……」

「きっと警察が来るまで不良は待ってくれなかったと思うよ。その間、陽よう太たくんは私が襲われるの黙って見てられた？」

　それは……多分、

「できないよね」

　俺のことなのに、ジョゼ子こはそれが絶対の正解だと確信しているかのような強い口調で言った。

「陽太くんはそんなこと出来る人じゃないもん。一緒に逃げるとか、助けが来るまで時間を稼ぐとか、絶対なんとかして助けようとしてくれたはずだよ。仮に勝てないってわかってたとしても、何とかして自分に出来ることを探して、助けてくれたはずだよ」

「なんで言い切れるんだよ、そんなこと」

「だって陽太くんは、私が名字を気にしてることを知ったら結婚してまで名字を変えるって約束してくれたし」

　結婚するとは言っていない。

「ポコの飼い主探しだって手伝ってくれようとした。陽太くんは目の前で困ってる人のこと、放ほうっておけないんだよ。誰だれかを助けるためだったら、とても無理そうな難題でも必死で考えて自分に出来ることを捜そうとする。そんな人だから、私は陽太くんのこと好きになったんだよ」

　迷いのない言葉だった。こんな――こんな真まっ直すぐな想おもいを、真正面から受け止める勇気も、資格も、今の俺にはない。

「……そんなあなたが」

　ジョゼ子こは微笑ほほえんだまま、寂しげに、微かすかに潤んだ目を細めた。

「そんなあなたが、よりによって一番大切な女の子のピンチに逃げ出すなんて、どういうわけ？　こんなの全然、陽よう太たくんらしくない」

「一番大切な女の子」。ジョゼ子の口からそれを言わせてしまうのが、どれ程残酷なことか。彼女が今、自分が発した言葉によって――自分が認めてしまった事実によって深く傷ついていることは、いくら隠そうとしても、表情にありありと表れていた。

　ごめんな、ジョゼ子。お前にそんなことまで言わせちまって。

　でも――無理なんだよ。

「……逃げたくない。俺おれだって、光ひか里りを助けたい。本当はこんなこと、誰だれにも任せたくない。いくら影かげ時ときにだって任せたくなんかないんだ。俺の手で助けたい。一秒だってあいつを怖い目になんか遭わせていたくない。今すぐあいつの一番傍に飛んでいって、大丈夫だって言って抱き締めてやりたい！　だけど！」

　視界が歪ゆがむ。鼻の奥の方が熱くなって、溢あふれ出す悔しさを止めることが出来ない。

「いくら考えても、もう俺に出来ることなんかないんだ……！　もう俺には何も無い！　天あま川かわや影時みたいな、特別な才能も！　光里を助けるために必要な力も！」



「だけどあなたには私が居る」



    

  
    
      



    

  
    
      

　俺おれははっと顔を上げた。力強く言い切ったジョゼ子こは、きっと涙で情けないくらいぐしゃぐしゃになっている俺の顔を見つめて、優しく頷うなずいた。

「私だってポコの契約主なのよ？　前みたいに強くはないけど、思念力だって使える」

　――そうだ。ジョゼ子はポコの思念力が使える。確か名前入れ替え事件の後、暴走状態だったポコの『名前を知っている物体を操る』って思念力が使えるようになったはずだ。

　あのときほど強力ではないと言っていたが、少なくとも戦える。やり方によっては、光ひか里りを助けることだって出来るかもしれない。

「で……でも、相手はさっき話したような極悪人なんだぞ。どんな危険な目に遭うかわからな――」

「陽よう太たくん、私のこと見くびってるでしょ」

　と、ジョゼ子は少し不機嫌そうな顔で言った。

「私がどれくらいあなたのこと好きなのか、全然わかってない。本当に、心から大好きなのよ、陽太くん。陽太くんが望むなら、私に出来ること全部、何だってしてあげられる。それがどんなことでも、どんな理由でも。陽太くんのためなら、戦うのなんか怖くない」

　もう、俺はどんな顔で、どんな想おもいでジョゼ子の顔を見れば良いいのかわからなかった。

　俺の気持ちなんかわかってるんだ、ジョゼ子は。自分の想いが報むくわれないことをわかった上で、俺のために戦うと言ってくれた。

「ごめん」も「ありがとう」も、何万回繰り返したって薄すぎる。こんなにも尊いジョゼ子の想いに、俺はどうすれば応えてやれる？　俺に出来ることは、一体――

「――うがぁああぁあああぁあっ！」

　俺は絶叫し、近くに合った民家の塀に思いっきり自分の額ひたいを叩たたき付けた。

　目の前に火花が散った。

「な、何してるの陽太くん!?　ち、血が出てるよ!?」

「お……おお……」

　まだくらくらする。気付けにしてはやり過ぎたか――いや、でもこれくらいで良い。

　もうやめだ。ふぬけてうだうだ考えるのはやめた。

　真正面から受け止めて、真正面から返すこと。もうそれしかないんだ。

　ジョゼ子の想いに応えることは出来ない。

　俺に出来ることなんて、ただ一つ。

　傷つくことからも傷つけることからも逃げない――それだけだ。

「ジョゼ子」

「……はい」

　真剣な表情になった俺を見て、ジョゼ子が息を呑のんだのがわかった。

「ありがとうな。お前に好きって言ってもらえて、俺おれ、本当に嬉うれしい」

「うん」

「でも、ごめんな。俺には他ほかに好きな人が居るんだ。本当に大好きな人なんだ。俺の人生全部使ってでも、絶対に幸せにしてやらなきゃいけないって思ってる人なんだ」

「……うん」

「その人が今、悪い奴やつに捕まってる。俺一人の力じゃ、とても助けられない。……だから、その人を助けるために、力を貸してくれ」

　俺のことを心から好きだと言ってくれた女の子に、「お前より好きな女の子のために力を貸してくれ」と返す。

　本当に最低な話だ。一生恨まれたって文句は言えない。

「俺と一緒に、戦ってくれ」

　それでもジョゼ子こは笑ってくれた。

　真まっ直すぐな想おもいを正面からへし折られて、心をずたずたにされてもなお、

「当たり前でしょ」

　堪こらえきれない涙が溢あふれ出す目を拭ぬぐって、笑ってくれた。



「私は、あなたのそういう所が大好きなんだから」



４．



「チッ。どさくさに紛れて今のてめえの思念力も奪っちまおうと思ったが……流石さすがに無理か。防御結界が強すぎて思し念ねん糸しを巻き取ることすらできねえ」

　台詞せりふとは裏腹に、天あま川かわに対たい峙じした薄すすき野のはどこか楽しげですらあった。一方、強さでは圧倒しているはずの天川は逆に表情から余裕を失っている。

「まあ、このまま待ってるだけで俺の勝ちなんだ、それで良しとするか。ボーナスも出たことだしな」

　影かげ時ときは唇を噛かんだ。

「くそっ、このままでは……！」

　だが影時には薄野の巨大思し念ねん塊かいに対する有効な攻撃手段がない。攻撃が出来なくとも、光ひか里りとコンさえ助け出せればあとは一瞬でカタがつくのだが……それすらも手伝えない。

「何か……何か手はないのか……！」

「――一つだけ、ある」

　独り言のように呟つぶやいていた影時に答えたのは、彼の髪の中に潜んでいた天てんむすだった。

「ほ、本当か天むす!?　どうすればいい、教えてくれ！」

　影時は小さな相棒を掌てのひらに乗せ、更なる助言を求めた。天むすはなぜか、懐かしむような誇らしげなような、不思議な表情で影かげ時ときを見つめた。

「影時君。君は本当に友達想おもいで勇敢な少年だ。いつだって君は、自分のことは二の次で、他人のために体を張って戦ってきた。君が私の契約主であることを私は誇りに思う。だからこそ、私は君に辛つらい選択を迫らなけれならない」

　ぞわりと嫌な予感が影時の背中を駆けた。だが天てんむすは躊躇ためらうことなく言った。

「私に気を使うのはやめて本気を出してくれ、影時君」

「な……何を言っているんだ天むす？　俺おれは手を抜いてなど――」

「わかってしまうんだよ、影時君。金かな輪わ支部長が君に言ったことは正しい。君というパイロットの性能は、私という機体の性能と釣り合っていないんだ。……だから優しい君は、私に負担が掛からぬよう、敢あえて自分の性能を私のレベルにまで落として戦っている。本当の君の全力は、こんなものじゃないだろう？」

「……っ」

「だがな、影時君。君の私を思いやるがゆえの行動は、陽よう太た君や光ひか里りさん、天あま川かわ君を助ける上での枷かせになってしまっているんだよ。それは私には――耐えられない。君に、私のために友達を見捨てて欲しくないのだ」

「だが、天むす！　俺が全力でお前の思念力を使えばお前は俺の操作に耐えられない！　そうなれば、お前は――」

「……そうだ。恐らく数分と保もたずに私の思し念ねん糸しは擦すり切れ、私は人格と思念力を失うだろう。しかし、私はそれでも構わない」

「だが……！」

「冷静になるんだ、影時君。それ以外にこの状況を打破する方法はない！」

　影時は口を噤つぐんだ。天むすの言うことは正しい。影時の言い分は、ただあれもこれも失いたくないと幼稚な感情論を振り回しているだけだ。それで天むすを説き伏せられるわけがない。

　――冷静になるんだ。

　そしてよく考えろ。本当にそれしか方法がないのかを。

「わかった。全力で、戦おう」

　影時はそう結論を出した。

「ありがとう、影時君」

「ただし」

　影時は掌てのひらを目線の高さまで上げ、天むすを真正面から見つめて言った。

「制限時間を決めてくれ。お前の思念糸が擦り切れてしまわないように」

「なんだって？」

「仮に俺が全力でお前の思念力を使ったとしても、途中でお前がただのハムスターに戻ってしまったら最悪だからな。制限時間を決めてもらえれば、それまでに奴やつを倒してみせる」

「影かげ時とき君。その心配はいらないんだよ」

　天てんむすは静かに言った。

「なぜなら、私が思し念ねん塊かいではなくなり思念契約が解けた瞬間に、君には君自身の新たな思念力が目覚めるからだ。そしてその力は今よりも遙はるかに強力なはず。むしろそうなってくれた方が好都合――」

「いいや、そうじゃない」

　影時は即座に否定した。

「俺おれ自身にどんな思念力があろうと、関係ない。俺は――今の俺が最強なんだ。天むす、お前が共に戦ってくれるからこそ、俺はここまで強くなれた。お前が居なくなってしまったら、俺は今のようには戦えない。だから……だから、頼む。消えないでくれ、天むす」

　冷静に考えた結果、論理が破は綻たんした。

　しかしそれが影時の本心なのだ。全すべてを失わずに勝つという選択肢以外は選べない。

　そしてその想おもいは、思し念ねん糸しで繋つながっている小さな相棒にも届いた。天むすは目を閉じて、呆あきれたように、しかしどこか嬉うれしそうに溜ため息いきをついた。

「一分……いや、二分だ。二分までなら、私は君の全力に耐えきってみせる」

「それだけあれば十分さ」

　影時は微笑ほほえみ、天むすを肩の上に乗せた。

「準備はいいか、天むす」

「ああ。ありがとう、影時君。私は君と出会うことが出来て、本当に良かった。きっと私は――私の心は、そのために生まれたのだ」

「ふっ、その言葉はまだ少し早いぞ天むす。二分後にまた聞かせてくれ」

「……そうだったな。では、行くぞ影時君」

「ああ。俺達の――俺とお前の正義の力を、あの卑劣な男に見せつけてやる！」



「オラオラ、どうしたァ!?　動きが鈍くなってんじゃねえか、天あま川かわクンよぉ！」

　薄すすき野ののターゲットは最も早はや天川ではない。一般の人々だ。火ひお威どしの思念力によって迅速な避難が行われたが、しかしやはり時間が足りず、避難と言ってもただ戦場となり得る和わ田だ川かわ市から人々を移動させただけ。薄野は遠隔攻撃が可能なミサイルを造り出して、まだ一般人の避難が終わっていない隣町やそれ以上に遠い地域の人々を攻撃しようとしている。

「さて、もう一丁いくぜ！」

　巨大思念塊の十本の指が全てミサイルに変化し、発射態勢を取った。

　当然それは、天川にミサイルを迎撃させて思念力を削るための行いだ。天川もわかっているが、だからといって迎撃を止めるわけには行かない。薄野の姑こ息そくな策略によって、天川の限界は着実に近づいてきていた。

「ククク……じゃあ天あま川かわクン、貴重な思念力を消費して頑張って止めてみな！」

　悪態と共に巨大思し念ねん塊かいの指から同時に十発のミサイルが放たれ、

　そして直後に消失した。

「……は？」

　天川の迎撃ではない。ミサイルは着弾する前に撃墜されたわけでもなく、ただ唐突にその場から姿を消したのだ。



「今いま頃ごろ太平洋のど真ん中に沈んでいるだろうな」



　足元から声がした。見下ろすと、そこには自信に満ちた――というよりも、自分に酔っているような顔をした真ま上がみが、薄すすき野のに向かって手を翳かざしていた。

「『今頃太平洋のど真ん中に沈んでいるだろうな』。くぅ～、我ながらなんとかっこいい台詞せりふだ！　完かん璧ぺきに決まった！」

　何を言っているんだあいつは。だが、天てんむすと真上を繋つなぐ一本の思し念ねん糸しが凄すさまじいほどの青い光を放っていることが天川の目を惹ひき付けた。

「待たせたな天川！　ここからは真の力に覚かく醒せいしたこの俺おれ、シャドウタイム・クロウラーこと真上影かげ時ときが一瞬にして戦況をひっくり返して見せよう！」

「はぁ」

「本当はもっとかっこつけていたいが時間が無い。一気に決めさせて貰もらうぞ！」

　影時が両手を天にかざすと、周囲に散らばっていた建造物の残ざん骸がいや砕けたアスファルトの破片など、ありとあらゆるものが全すべて消失した。

「な……なんだとぉ!?」

　一変した景色に動揺する薄野。

　広範囲を一瞬で更地に変えてしまうほど強力な思念力――やはり、今までとは桁けた違ちがいに思念力の強さが上がっている。

「さあ、喰くらうがいい！　我が必殺の最終奥義――『ファイナル・ラスト・フィニッシュ・エンド・フィナーレ』！」

「終わりすぎだろ」

　冷めたツッコミの直後、巨大思念塊を囲んで四方八方に真上が瞬間移動させた建造物の残骸や砕けたアスファルトの破片が出現し、一斉に巨大思念塊に襲いかかった。思わぬ攻撃に薄野も一瞬怯ひるむ――が、それだけだった。

「ああ？　なんだこりゃ、てめえはコンの思念力を知らねえのか？」

　そう――コンの混ぜる力によって、無数のつぶては巨大思念塊にダメージを与えるどころか、むしろ全すべて巨大思し念ねん塊かいに吸収されて更にパワーアップを促してしまっている。これでは何の意味も……

「ふむ、やはりな」

　と、真ま上がみがこれ見よがしに頷うなずく声が聞こえた。

「ご丁寧に脳と心臓の位置だ、天川」

　そこで天あま川かわはようやく真上の狙ねらいに気がついた。

　真上の放ったほとんどのつぶてが、まるで水面に落ちるかのように小さな波紋だけを残して巨大思念塊の体に吸収されていく中、巨大思念塊の人間で言う左胸の部分と、大きすぎる頭の中心部分だけは、つぶてが吸収されずに外殻に弾はじかれているのだ。

　それはつまり、その位置にだけつぶてを吸収できない理由があると言うこと。そしてそれこそが――。

「なら、それ以外はぶっ飛ばしていいってことだね」

　言うが早いか、天川は両手から極大の雷を飛ばして巨大思念塊の四肢を吹き飛ばした。

「ぐ……あああぁああぁあっ!?」

　唐突に凄すさまじい威力の攻撃を受け、薄すすき野のは絶叫し巨大思念塊は四肢を失った状態で地面に転がった。

「て、てめえ天川！　あの女がどうなってもいいってのか!?」

「腕や足には光ひか里りちゃんはいないってことがはっきりしたんだ。だから攻撃した」

「そういうことだ」

　と、ドヤ顔で真上が後を引き取る。

「宇う月づきさんはお前にとって人質であると同時に、せっかく手に入れた力の源でもある。ならば匿かくまっている場所は、他ほかの場所とは違い頑丈に出来ているだろうと予測したのさ。……そこを攻撃されても、吸収より防御を優先するくらいにな」

「だからてめえは敢あえて威力の低い全身攻撃でその場所を特定しようと……！」

　それだけではない。真上は同時に、同じ原理で薄野の本体が居る場所も見つけ出そうとしたのだ。

　それは予測通り、倒れた巨大思念塊の左胸と頭の中心の二ヶ所に絞られた。どちらかが光里の拘束場所で、どちらかが薄野の隠れ場所だ。

「そして俺おれには、金かな輪わさんの思し念ねん糸しを辿たどって、どちらが宇月さんなのかも見当がついている。……ここだ！」

　真上が手をかざすと、巨大思念塊の左胸を覆っていた外殻が一部吹き飛び、中身が露わになる。

　そこには、ぬいぐるみ姿のコンを抱きかかえた、光里の姿があった。

　文字通り奴やつの心臓部。

　――勝った。これで後は光ひか里りを回収し、薄すすき野のを一撃で葬り去るだけ。

「今だ真ま上がみ！　瞬間移動で光里ちゃんを――」

　だが、言葉はそれ以上続かなかった。スイッチを切ったように、唐突に天あま川かわの視界は暗転し、意識が闇やみに落ちた。



「ああ、任せろ天川……ってアレぇ!?」

　いきなり姿勢を崩して空中から落下してくる天川を、影かげ時ときは瞬間移動で受け止める。

「どうした天川！　おい、しっかりしろ！」

　いくら呼びかけても天川は応えない。目を凝らしてよく見ると、……先ほどまで天川が纏まとっていた黄金の思し念ねん糸しが、全すべて消えてしまっている。

「……まさか」

　タイムリミット――天川が力に変換していた「記憶」が、全て尽きてしまったのか。

「はっ……はは！　なんだよ、時間切れか!?　じゃあてめえらもここまでだなぁ！」

「だまれっ！」

　影時は天川を安全な場所に隠し、再度巨大思し念ねん塊かいに掌てのひらを向けた。

　天川の力がなければ薄野を倒せない――だが影時の力でも出来ることはまだ残っている。

「宇う月づきさんとコンを返してもらうぞ！」

　強化された天てんむすの思念力で、光里とコンを手元に瞬間移動させようとした――その直前に。

　糸が切れた。

　辛かろうじて繋つながっていた弱々しい思念糸が、引っ張られる強さに耐えられずプツンと儚はかない音を立てて千切れた。影時はリアルにそう実感した。

「天……むす……？」

　小さな相棒はもう、呼びかけても応えない。

　不発だった。思念力は、天むすの気配もろとも消え去っていた。

「……そんな」

　なんで。なんでこのタイミングで消えるんだ。

　――ありがとう、影時君。私は君と出会うことが出来て、本当に良かった。きっと私の心は、そのために生まれたのだ。

　礼なら二分後にまた聞くと、約束したじゃないか。それが一分もしないうちに……ちゃんと別れの言葉も言えないままに……！

「天むす……！」

　影時は膝ひざからその場に崩れ落ちた。

　これじゃあ何も出来なかったのと同じだ。

　天あま川かわは記憶を。影かげ時ときは天てんむすを失ったというのに、それほどの代償を払っても薄すすき野のを倒すどころか光ひか里りを助け出すことすら出来なかった。

　もう天川も影時も戦えない。薄野と戦える者が誰だれも居ない。

　もう誰にも、薄野を止めることは――



「『陽よう太たく―――――んっ！』」



　更地になった街に、大音量で響き渡った声。

　その声の主にも、呼ばれた名前にも、影時は覚えがあった。

　振り返ると、ポコを抱え、泣き腫はらしたような目をしたジョゼ子こが、仁に王おう立ちになって深く深く息を吸い込んでいた。

　そして。胸一いつ杯ぱいに吸い込んだ息を、溜ため込んでいた想おもいごと全部吐き出すように、ジョゼ子は叫んだ。



「『飛べ――――――――っ！』」



　直後、ジョゼ子の背後から飛ひ翔しようした影を追って、影時は空を見上げた。
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　空にも届くほどの勢いで地面を蹴けった。

　勿もち論ろん人間の脚力でそんな大ジャンプできるわけがない。だけどジョゼ子の力が、俺おれの体を想いのままに宙に運んでくれた。

　百メートルくらいは跳んだだろうか。仰向けにひっくり返った巨大な思し念ねん塊かいの全身が見渡せる高さだ。そこから俺は、空中を蹴って急降下した。

　目指すは巨大思念塊の心臓部。捕らわれた光里とコンが、俺の姿を見つけて表情を変える。

「光里――――っ！」

「陽ようちゃんっ……！」

　互いに呼び合って、俺達は手を伸ばす。だが、

「させるかぁああぁああッ！」

　ほとんど悲鳴に近いような薄野の叫びが轟とどろき、心臓部分の外殻が急速に再生し始めた。光里の姿が分厚いコンクリート壁の向こうに消えていく。

「間に合えぇええええぇえっ！」

　全速力で空を駆け、光里の元に向かう。しかし外殻の再生速度はあまりにも速い。

「陽ようちゃんっ！　お願い！」

　間に合わないことを悟ったのか、光ひか里りが咄とつ嗟さにコンを投げつけてきた。

「え!?　ちょ、うおお！」

　俺おれは飛んできたコンを顔面で受け止めてしまった。かなり速度が出ていたので、ぬいぐるみでもモロに当たると相当痛い。そしてそんな馬ば鹿かをやっている間に、心臓の外殻は完全に再生し、光里の姿は見えなくなってしまった。

「そいつを返せぇえぇっ！」

　巨大思し念ねん塊かいが腕を再生させて攻撃してくる。俺は必死で空を蹴けり、出来るだけ高くまで駆け上がった。しかし、途中でいきなり「すかっ」と、空に踏み応えがなくなった。ジョゼ子この思念力が切れたのだ。俺はコンを抱えたまま真っ逆さまに落下し始めた。

「くっそぉ……！」

　俺は胸の中のコンを見た。コンは心配そうに巨大思念塊を――光里の閉じ込められている心臓部を見つめている。

「コンっ！」

　呼びかけると、コンはびくりと身を竦すくませた。

「……」

「コォォオオォーン!!　返事しろぉおぉお――っ！」

「な、なんだようるせーな！」

「遅くなってゴメン！　悪かった！　色々言いたいことがあるけど時間がねえから一つだけ！　お前、光里を助けたいだろ!?」

「は……はあ!?」

「俺は死んでも助けたい！　お前はどうだ!?」

「お……」

　コンの逡しゆん巡じゆんは一瞬だった。

「オレだって同じだ！」

「だったら！　頼む！」

　急速に迫る地面とぶつかる、その前に。

「もう一度俺と、契約してくれぇ――――っ！」

　その瞬間、眩まばゆい緑の閃せん光こうが俺の視界を埋め尽くした。目の内側から迸ほとばしるようなこの光の感覚を、俺は知っている。

　思念塊と適合者が繋つながる感覚。

「なんでだ……なんで……！」

　コンを失って崩れゆく巨大思念塊の中から、怨えん嗟さの声が響いてくる。

「なんでまた！　てめえがそいつを持ってくんだこのクソガキがぁああッ！」

　思念塊コンと適合者俺、それぞれが強い意志を持って共通の目的光里を助けるためにその思念力を使おうとすること――それが、思念契約の条件だ。

　落下の衝撃を殺すために融合した地面から分離して、再び思念契約を結んだ俺おれとコンは、真正面から薄すすき野のと対たい峙じした。
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「天あま川かわ！　おい、しっかりしろ天川！」

「う……」

　軽く頬ほおを何度か叩たたくと、天川は目を開けた。

「天川……！　よかった、無事だったか……！」

　安心した影かげ時ときとは裏腹に、影時を見つめる天川の表情は怪け訝げんそうだった。



「君は……誰だれだ？」



　――予想はしていた。だが、まだ覚悟は出来ていなかった。

　天川が再び力を失ったということ。それはつまり、代価となる「大切な者達との記憶」が尽きたことに他ほかならない。

　つまり天川は、もう……覚えていないのだ。影時のこと。陽よう太たのこと。光ひか里りのことを。

「……本当に、忘れてしまったんだな」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた影時の様子に、天川が頭を抱える。

「ごめん、何も思い出せないんだ……君の名前が『下半身』だってこと以外」

　……。

「おい」

　この野郎。

　はめやがったな。

「コラ天川」

「何だい下半身君」

「お前全部覚えているだろう」

「何のことだかわからないよ下半身君」

「お前なぁ！　こっちは本気で心配して……」

　天川は苦笑した。

「悪い。だけど本当に、君の名前がわからないんだ」

「な……なに？」

「どうやら記憶を全部使い切ったわけじゃなくて、『記憶を失いたくない』っていう無意識の安全装置が働いて強制的に思念力の使用をストップさせたらしい。だからまだ君達のことは大体覚えてるんだけど……やはり力に変換した分の記憶は失ってるみたいだ。記憶が断片的というか、虫食い状態になってる。君の名前は本当にわからない」

「……そうなのか」

　だが、天あま川かわは俺おれ達のことを全すべて忘れてしまったわけではなかった。影かげ時ときを安あん堵どさせるにはそれで十分だった。

「ならば、改めて自己紹介させて貰もらおう。俺は真ま上がみ影時。歴史の暗部に脈々と存在する影の一族の末まつ裔えいだ」

「ああそう。覚えておくよ下半身君」

「いや下半身ではなくて」

「それで」

　天川は親指で、薄すすき野のに対たい峙じする陽よう太たとコンを指した。

「遅れてきたヒーローみたいな、あの彼の名前は何だっけ？」

「なんだ、そんなことも忘れてしまったのか？　あいつは俺の――俺達の親友の、日ひ渡わたり陽太だ。あとはあいつが何とかしてくれる」

「いいのかい？　彼に全部任せてしまって」

　不意に真面目まじめな表情に戻って、天川が言った。

「今の君には、新しく目覚めた君自身の思念力があるだろう」

　影時は無言で首を振る。

「今の俺は弱い。陽太の足手まといにしかならんさ」

　――そうだろう、天てんむす？

　影時は、肩の上から自分を見上げる物言わぬハムスターを人差し指の腹で撫なでた。

「俺は間違っていた。向いていないあいつの分も俺が戦うこと、それが友として陽太のためにしてやれることだと思ったが……思い上がりも甚はなはだしかったよ。宇う月づきさんを助けられるのは、あいつらだけだ」
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「さあ覚悟しろよ薄野……！　ぶっ飛ばして光ひか里りを取り返してやる！」

　と決めてはみたが、ぶっちゃけ俺がぶっ飛ばすまでもなくもう薄野は戦えないんじゃないだろうか。だってあの巨大思し念ねん塊かいはコンの思念力で動いていたわけで、コンが俺の手に戻った以上まともに動けなくなるんじゃないか――という俺の甘い期待は、巨大思念塊が立ち上がったことですぐに打ち砕かれた。

「お……おいコン、なんであいつピンピンしてんだよ。お前が居なくなったら弱体化するんじゃなかったのかよ」

「……実はあいつの中から出て来るときに半分くらいオレの思し念ねん糸しを取られた」

「何ィ!?」

　それじゃあ薄すすき野のもまだコンの思念力を使えるってことか。

「けど思念糸が半分になったから、弱体化してるのは間違いねーよ。見てみろ」

　確かにコンの言う通り、立ち上がったとは言え薄野の巨大思し念ねん塊かいは歩く度にガラガラと体中が崩れている。まるで早過ぎて腐っていた有名なアレみたいに。

　よ、よし。これなら勝てそうだ。

「く……くくく……」

　――だが。弱り切ったはずの巨大思念塊の内側から、押し殺したような笑い声が漏れ出してくる。やがて小さな亀き裂れつから堤防が崩れ、

「ッハハハハハハハハハハハハァ！」

　鉄砲水が噴き出したように狂った薄野の笑い声がこだました。なんだ？　追い詰められておかしくなっちまったのか？

「もういい……もうめんどうだ……。お前ら全員、全部纏まとめて、ドロドロのグチャグチャにしてやるッ！」

　次の瞬間、辛かろうじてコンに似た形を保っていた巨大思念塊が、どろりと溶けて液状化した。ヘドロのようなスライムのようなそれは、（恐らく俺おれがやってくる前の影かげ時ときと薄野の戦闘のせいで）まっさらになっていた地面を恐るべき速さで浸食し、明確な意志を持って俺の方に向かってきた。

「う、うわぁああぁあ！」

　あまりの不気味さに俺達は一目散に逃げ出した。

「てめえら全部混ぜ込んで、永久に地面と同化させてやる！」

　最も早はやどこから響いているのかもわからない薄野の声。液状化した巨大思念塊にも全く原型が残っていない――いや、ちょっと待て。

「おい、コン！　あれ、あのでっかい奴やつの中に居たはずの薄野と、光ひか里りはどうなったんだ!?」

「そんなの……！」

　コンが怒りを滲にじませて言う。

「そんなの、一緒に混ざって溶かされちまったに決まってるだろうが！」

「なっ……！」

　う、嘘うそだろ？　光里もあのスライムの一部になったって言うのか!?

　そんなのどうやって助ければ……！

「危ない！　『陽よう太たくん、コン、飛んで！』」

　物陰に隠れていたらしいジョゼ子こが飛び出してきて叫んだ。ポコの思念力が発動し、俺とコンの体が空中に浮き上がる。

　間一髪、それで俺おれ達はスライムの濁流から逃れることが出来たが、しかし。

「ジョゼ子こっ……！」

　ジョゼ子は間に合わなかった。

「私のことも助けてくれるって、信じてるからね」

　そう言って笑った直後、ジョゼ子の姿はスライムに飲まれて消えた。

「……わかってる！」

　絶対に助け出してやる。俺のために力を貸してくれたお前に、今度は俺が報むくいてやる！

「陽よう太たぁあぁあああ！」

　地上から影かげ時ときの叫び声が聞こえた。見ると、天あま川かわと一緒に全力疾走でスライムから逃げている。

「どうやら薄すすき野のは俺達を巻き込んで地球と融合する気みたいだなぁ！　全く、たかが地球如ごときと融合することが最終手段だなんて随分とスケールの小さいラスボスだ！」

「いやそれは十分スケールでけえよ！」

　地球如きとか言うなよ！　既に経験済みのお前がおかしいんだよ！

「つーか何やってんだ影時、お前の思念力なら一発で逃げられるだろうが！　早くしろよ！」

「すまん！　俺はもう思念力を使えないんだ！　逃げ切れん！」

「は……はあ!?」

　な、なんだ？　どういうことだ、まさかあいつも天川みたいに、戦ってる途中で薄野に思念力を奪われたのか!?

「だから後はお前一人で頑張ってくれ！」

「お、おい影時！」

　もう間に合わない。スライムは確実に、影時と天川の逃げ道を塞ふさいでいた。

「いいか陽太！　思し念ねん糸しは心のエネルギー、思念力の強さは想おもいの強さだ！　だったらお前は、世界中の誰だれよりも強い思念力を手にすることが出来るはずだろう！」

「――！」

「だから……後は任せたぞ！」

　影時は渾こん身しんの、まるで変態とは思えないような爽さわやかな笑みを残し、

「まあ、そういうわけで、せいぜい頑張ってくれ。えーと、涎よだれ君……だっけ？」

　天川は全然励まそうという気概の感じられない応援を残して、スライムに吸収された。

「残りは……お前だけだぁあッ！」

　正気を失ったような薄野の咆ほう哮こうに呼応して、スライムが体の一部を空に伸ばして俺達を追ってくる。俺はコンを抱え、空中を走って逃げる。

　ジョゼ子この思念力の効果が続いている間はこうやって逃げられるけど、それが終わったらもう逃げられない。地面は一面スライムの体が薄く伸びて広がっている。落ちたら即吸収される。

「いや……駄目だ、逃げること考えてちゃ勝てない。コン、光ひか里り達が薄すすき野のに吸収されちまったけど、あれってお前の思念力で混ぜ合わされてるだけなんだよな？」

「多分な」

「だったら、同じようにお前の思念力で分離させることも出来るんじゃないか？」

　コンは自分の思念力で混ぜたものだったら、混ざる前の状態に分離させて戻すことが出来る。それがあのスライムにも通じるなら、あの中から光里達を助け出すことだって可能なはず。

「出来るはずだ」

　コンの返答に、俺おれは内心でガッツポーズをした。

「よし！　じゃあ早速――」

「でもすげー難しい」

「え」

「自分で混ぜたものならともかく、他人が混ぜたものを――それもあんなに、原形がなくなるくらいドロドロにして混ぜ合わされたものの中から人間の体だけを引っ張り出してくるなんて、砂の中で部品がバラバラのプラモデルを完成させてから引き上げるようなもんだぜ」

「む、無理なのか？」

「理論上は出来るはずだけど……でも陽よう太た、正直言ってお前はオレの思念力の扱いが下へ手ただ。今のままじゃ、きっと失敗する」

「し、失敗したらどうなるんだ……？」

「上半身しか分離出来ませんでした、なんてことも有り得る」

　俺はごくりと唾つばを飲んだ。そんなホラーな絵面、想像するのもゴメンだ。

「俺が、悪いんだな」

　俺の思念力の扱いが下手だから。

　わかってるさ、俺が下手くそなのは。影かげ時ときみたいにうまくいかない。コンと契約したって、コンの本当の力を引き出すことが出来ない。

　――だけど。

　だからって諦あきらめるわけにはいかないんだよ！

「……コン」

　俺は静かに呼びかけた。

「一つだけ、アイディアがあるんだ。俺がお前の力を百パーセント……いや、それ以上に引き出す方法」

　コンは一瞬だけ俺おれの目を見て、それからいつものように「フン」と生意気そうに鼻を鳴らした。

「わかってるっての。オレとお前は思し念ねん糸しで繋つながってるんだ」

「そっか」

　じゃあやっぱり有効なんだな、この方法は。

「なら……いくぜ。これしか方法がないなら俺は迷わねえ」

「ああ」

　俺とコンは頷うなずき合い、互いの手が触れ合った状態で思念力を発動させた。コンの体が俺の中に溶けて混ざる。一つになる。

　俺がコンの性能を百パーセント引き出す方法、それは単純明快、俺とコンが融合することだ。

　パイロットの腕が悪いせいで機体の性能を引き出せないなら、パイロットと機体を合体させてしまえばいい。そうすれば操作の腕前なんて関係ない。俺は、自分自身の体を動かすように思念力を使うことが出来るのだから！

　そうして融合を完了した俺の――俺達の姿は。

　頭からは猫耳が生え、髪の色がコンの体毛と同じ緑に変わり、頬ほおからはぴょんと何本かのヒゲが、掌てのひらにはふにふにしていそうな肉球が、そしてお尻しりからは大きな猫じゃらしみたいな尻尾しつぽが生えていた。

　……。

　最終戦闘形態なのに見た目が有り得ないほど格好悪い。光ひか里りは喜んでくれるかも知れないけど。

「外見はともかく、これでどんな複雑な操作だって楽勝！　今度こそ反撃開始だ！」

　もう後手には回らない。ジョゼ子この最後の思念力が残効しているうちに、俺は空中を蹴けって、地面になみなみと広がるスライムに突っ込んだ。

　どぼん――底なし沼に飛び込んだような感覚の後、スライムの内側に広がっていた光景に、俺は唖あ然ぜんとした。

「混沌」という言葉の本当の使い方を初めて知った。ここだ。これが本当の混沌。

　最も端的に表現するなら、虹にじ色いろの海。

　もちろんそれで伝え切れる景色ではないが、どう言葉を尽くしてもわかりづらくなるだけで、結局どうやったって「虹色の海」以上の説明は出来ないだろう。

　こんなの、実際に体験しなきゃわからない。いや、体験したってよくわからない。

　あらゆるものが混ざり合って、時間や空間すらも曖あい昧まいになる。五感が役割を放棄してしまったせいで世界をどう認識していいのか不明になる。自分が限りなく矮わい小しような存在のようにも、途方もなく巨大な宇宙の一部のようにも思えてくる。

　い……いかん、思考が宗教染みてきた。落ち着け俺おれ。今はスピリチュアルに開眼してる場合じゃない。

「光ひか里り達を捜さなきゃ……！」

　……といっても、光里達はこの海のどこかに居るわけではなく、そもそもこの海自体が光里だった者達によって構成されているのだ。だから俺は、水溶液の中に結晶を作る科学の実験みたいに、この中から「光里」成分を集めて抽出し、人間の姿に再構成しなければならない。

　さっきまでの俺ならそんなやり方は全くピンと来なかったところだが、今は違う。俺と同化したコンの意識が、どうすればいいのかを体に直に教えてくれる。

　目を凝らすと見える、俺の体に巻き付いたエメラルドグリーンの思し念ねん糸し。その一部を解いて網状に紡ぎ、虹にじ色いろの海を漂う俺の仲間達だったものの欠片かけらを絡め取る。

　一番近くに居たのは、ジョゼ子ことポコだった。

　俺が作った思念糸の網に、赤い光の欠片がいくつも引っかかる。それらの欠片は互いにくっつき合って巨大化し、次第に人の形を成していく。

　やがて赤い光が消えたとき、そこには完全なジョゼ子とポコの姿があった。意識はないようだが、息はしている。生きている。俺はもうジョゼ子達が虹色の海に溶けてしまわないように、自分の思念糸でしっかり包んで保護した。

「こういう風ふうに再構成するのか……」

　ほっとした。無事成功したからというのも勿もち論ろんだが、再構成の手順が意外に概念的で目に優しい映像だったことに（バラバラになった臓器とかを物質的につなぎ合わせなきゃいけなかったりしたら、絵面が凄すさまじいことになっていただろう）。

　そして、これは再構成を行ったことの付加的な効果なのだろうが、思念糸を通じてジョゼ子の想おもいや記憶が流れ込んできた。

　胸の中に大きな風穴があいてしまったような虚無感と、同時に空っぽになったはずの胸が静かに軋きしむ苦痛。

　きっとこれが、今のジョゼ子の気持ちなんだ。

　だとしたら俺は、それを知ることが出来て良かった。お前がどんな想いで俺に力を貸してくれたのか、身に染みて味わうことが出来て良かった。

「……ありがとうな」

　俺はお前の気持ちに応えることは出来ないけど。

　でも、これから一生、もしもお前に困ったことがあったら、必ず俺が助けてやる。

　だから。

「ずっと、友達で居てくれ」

　眠ったままのジョゼ子この口元が、わずかに綻ほころんだように見えた。



　次に見つかったのは天あま川かわだった。眩まばゆい金色に輝く欠片かけらが、ジョゼ子のときと同じように思し念ねん糸しの網に引っかかって天川を形作った。

　衝撃的だった。流れ込んできた天川の想おもいと記憶に、俺おれは打ちのめされた。

　俺が逃げていた間、こいつがどんな想いで戦ってくれたのか。

　俺は天川の本心を全くわかっていなかった。出会ってからの二ヶ月で、こいつが俺達のことをそんなに大事に想ってくれていたなんて、全然知らなかった。

　コンのことも優ゆう子このことも、こいつは思念紡績協会の指示だからって理由じゃなく、本心から助けようとしてくれていたんだ。

「本当に、素直じゃねえな」

　仮にお前が俺達のことを忘れたって、俺達は絶対お前のことを忘れない。だから――

「またこれから始めようぜ、天川。あと俺の名前は陽よう太ただ。涎よだれじゃない」

　フッ、と天川らしい気き障ざな笑いが聞こえた気がした。



　影かげ時ときと天てんむすの青い光の欠片も、ほどなくして集まった。

　天むすの人格がもう消滅してしまったのだということを、俺はこのとき知った。

　影時はずっと隠していたんだ。天むすがいずれ消えてしまう存在であるということを。

　ずっと悩んで迷っていたはずなのに、俺達にはそんな素振りは全く見せず、いつも通りに明るく変態で、そして俺達を陰から守ってくれていた。

　本当は影時が凄すごい奴やつだってこと、俺はよく知っている。一番知ってるって言っても過言じゃない。

　だから俺は、お前に甘えてたんだ。お前が強いことと自分が弱いことを言い訳にして、全部お前に任せて逃げたんだ。

　だけど。やっぱりそれじゃ駄目だ。

　俺は俺自身の手で光ひか里りを助けたい。そして――お前と対等でいたい。

　背中を見てるのは嫌なんだ。お前と肩を並べて、一緒に馬ば鹿かなことやって笑っていたい。

　そのために俺は戦う。お前にも、そして俺達を守るために消えていった天むすにも恥ずかしくない自分でいたいから。

「だから、後は任せてくれよ――親友」

　意識がないはずの影時が何かを「パンツ」呟つぶやいたような気が「パンツ欲しい」したが多分気のせいだろう「パンツ食べたい」からとりあえずお前は黙ってろ変態。



　さあ、共に戦ってくれた仲間達は助け出した。後は光里を残すのみ。

「この辺りにはいないみたいだな。もっと奥に行ってみろ」

　体の内側からコンの声がする。妙な感覚だ。融合しても意識が完全に一つになったわけじゃないらしい。

　奥へ――恐らくスライムの中心部へと進むにつれて、周囲の混沌具合が上昇している。虹にじ色いろの揺らぎは更に密度を増し、オーロラを圧縮して液体化したような、神々しすぎて宇宙的恐怖すら覚えるほどにカオティック。自分の輪郭さえも不確かで、気を抜いたら周囲と自分との境目を失って虹の海に拡散してしまいそうだ。

　何が何でも光ひか里りを助けること。

　その確固たる目的を常に反はん芻すうし、理性に刻み込んでおかなければ、自分を見失ってしまいそうだった。

「光里！　どこだ光里ーっ！」

　声の限り呼びかけながらしばらく進むと、人の形をした薄桃色の光が目に入った。

　それが光里だった。意外なことに、光里はジョゼ子こ達のように欠片かけらにはなっておらず、そのままの姿で発光して虹の海を漂っていた。

　目は閉じられている。眠っているのか。眠らされているのか。

「光里……！」

　やっと見つけた。俺おれが全速力で光里に近づき、手を触れようとした瞬間、

「危ねえ！」

　コンが叫び、俺は咄とつ嗟さに後ろに跳ぶ（虹の海は厳密には液体ではないらしく、泳ぐことが出来るのに蹴けろうと思えば地面のように蹴ることもできるのだ）。

　直後に、黒く巨大な手が出現し、退いた俺を追うように伸び進んで来た。俺は逃れようとしたが、すんでのところで間に合わず、左足を黒い手に掴つかまれてしまった。

「捕まえたぁ……！」

　音割れしたようになって非常に聞きづらかったが、その声は間違いなく薄すすき野ののものだった。

　ズズズ、と虹の海を裂き、黒い手に連なって現れた黒い巨人。掌てのひらに人間が納まってしまう程の巨体で現れたそれは、まるで蠢うごめく無数の黒い虫を無理矢理人型に固めたように、輪郭が定まっておらず、ざわざわと表面が微動していた。

　顔面は黒いのっぺらぼうのように凹凸がないが、しかし人間でいえば口に当たる部分にだけ深い亀き裂れつが走っていて、不気味な笑いを浮かべているように見える。

「ククク……馬ば鹿かが、餌えさにまんまと引っかかりやがって。貴重な紡ぎ手の女を俺が放置しておくわけねえだろがよぉ！」

「お、お前……薄野か!?」

「それ以外の誰だれだと思ったんだ馬鹿がぁああぁ！」

　薄すすき野のは咆ほう哮こうし、巨大な両手でガッチリと俺おれの体を固定して握りつぶそうとする。

「がっ……！」

「ハァハハハハハ、潰つぶれろ潰れろ！　そして混沌に消えちまえ！」

　まずい。物もの凄すごい圧力を掛けられて、体の輪郭がぶれ始めた。このままじゃ俺の体が虹にじの海に拡散してしまう。

「お前ら全員混ぜ終わったら、最後にこの思し念ねん塊かいごと地面と混ぜ合わせて二度と分離出来なくしてやる！　差し詰めお前らは人間コンクリートってところだなぁ！」

「ふざけんなてめえっ……！」

　薄野は巨体に見合う怪力で、俺がいくら踏ん張ってもふりほどけそうにない。

「ああ……最高だぜその表情。もっとだ。もっと悔しがれよ！　もっともっと苦しんで、絶望に飲まれて死んじまえ！」

　薄野の哄こう笑しようが響く。

「なんで、てめえは……！　笑いながら人を傷つけることができるんだよ……！」

「それが楽しいからだよ。努力を積み重ねた奴やつを卑ひ怯きような手段で破る、自分より弱い奴を散々いたぶる――俺が心からの喜びを感じるのはそういうときなのさ。俺はそういう人間なんだ」

「なんて……野郎だ……！」

　こんな奴に光ひか里りを……好きにさせてたまるか……！

「怒ってるのか？　傲ごう慢まんな野郎だな」

　――傲慢？　ふざけんな。何をどう理屈づけたらそんな言葉が出て来る。

「だってそうだろう？　お前はたまたま、世間とか社会とか大勢の人間が『正しい』と認める価値観を持ってるだけだ。俺はたまたまそうじゃなかった。そのことは俺にはどうしようもないんだぜ？

　お前らが熱い友情とやらを大好きなように、俺は他人の友情を踏みにじるのが大好きなんだ。好き嫌いの問題さ。世間が望まない価値観を持った、そういう人間として生まれちまった俺はどうすれば良いい？　残念、そういう嗜し好こうは社会不適合なんで今回の人生は諦あきらめて下さいってか？」

「……っ」

　薄野の言い分はメチャクチャだ。それがわかっていたのに、俺は言い返すことが出来なかった。薄野の言うことにも一理あると思ったから、じゃない。それまで何を考えているかわからず、邪悪の権化に思えていた薄野が初めて人間らしさを垣間見せたような気がして、戸惑ってしまったからだ。

「周りの奴らの言葉が、視線が、態度が言っていた――『お前は異常だ』ってな。そんなことわかってんだよ。俺がお前らには認められねえ精神しか持ち合わせていないってことは。だが、肝心の『だったらどうすれば良いいか』ってことを教えてくれる奴やつなんざ一人も居なかった。訳知り顔でお前は間違ってるお前は間違ってるって連呼するくせに、正解への辿たどり着き方は絶対教えちゃくれねえんだ。

　だから俺おれは自力で正解を捜した。俺を異端者扱いするこの世界で、俺自身の人生を生きるために、どうすればいいかを」

　――そして、辿り着いた。

「俺を認めない奴ら全員、思念塊に変えちまえば良いんだ。俺の言うことに従い、決して逆らわない思し念ねん塊かいに。そうすりゃ俺は、俺のままで生きていられる。紡績協会や世間の目からこそこそ隠れたりしねえで、好きなように生きられるんだ！」

「まさか、お前が光ひか里りの力を狙ねらったのは……そんなことのために……!?」

「そんなこと、ね。だから傲ごう慢まんだってんだよ」

　薄すすき野のは俺を握りつぶす力をさらに強めた。あまりの圧力に全身が悲鳴を上げる。

「ぐあぁああ……！」

「俺はお前みたいな奴が一番嫌いなんだ。自分が正しいと思うことは無条件に正しいと思い込んで、そう思えない人間を悪だ異常だと決めつけるような奴が。だからもう死ねよ」

　意識が薄れていく。心も体もこの混沌の海に溶け出して、実体を失ってしまう――

　――陽ようちゃん。

　聞き慣れた心地良い声が体の中に直接響いて、崩れかけていた俺の輪郭を整えた。

　――諦あきらめないで、陽ちゃん。

　この声は、まさか……

　――私がその耳と尻尾しつぽと肉球をもふもふするまでは諦めないで、陽ちゃん。

　確信した。間違いなく光里の声だ。

　取り戻した意識を総動員して目を開くと、俺の右足のつま先に薄い桃色の糸が巻き付いていた。糸の先は、眠ったままの光里に繋つながっている。

　いや、あいつは完全に眠ってはいないんだ。だから俺達のピンチを察して、助けを飛ばしてくれた。

「……ありがとう、光里」

　諦めるもんか。俺は絶対に光里を助けて、耳と尻尾と肉球をもふもふしてもらうんだ！

「うおおおおおおおっ！」

「ハッ、無駄だ！　てめえの力じゃ俺をふりほどくことはできねえ！」

「確かに腕力じゃその巨体にはとても敵かなわねえよ。だがなぁ！　今の俺には、コンと融合したことでパワーアップした思念力があるんだ！」

　俺は薄野の手を掴つかみ、思念力を発動させた。

　薄野の巨体も、コンの思念力の残ざん滓しで虹にじの海から作り出したものに過ぎないはずだ。だったら、同じくコンの思念力で分解が可能なはず。

「な……んだとぉ!?」

　組み上がったパズルを、逆再生のようにバラバラの部品へと戻していく――その感覚と共に、薄すすき野のの体が、まるで風化した土人形のごとくぼろぼろと崩れ出した。

「ふざけるなっ……！　こんなこと、有り得ねえ！　俺おれが、紡ぎ手の力を持ったこの俺が！　自分の造った思し念ねん塊かいに負けるなんて、有り得るはずねえだろうがぁあああっ！」

　崩れゆく体の最後の力を振り絞り、薄野が拳こぶしを振り上げる。

　退く必要はなかった。俺はもう、俺が絶対に負けないことを知っている。

「俺には、影かげ時ときみたいな才能も、天あま川かわみたいな覚悟もない。大した取り柄もない、ただ平凡な一人の子どもに過ぎない。……だけど！」

　思し念ねん糸しは想おもいのエネルギー。思念力の強さは想いの強さ。

　だったら俺は、絶対に負けない。

「光ひか里りを好きなこの気持ちだけは！　世界中の誰だれにも、絶対負けないんだあぁああッ！」

　薄野の拳と、カウンターに振り抜いた俺の拳が激突する。

　一瞬で勝負はついた。

　崩れかけた薄野の巨大な手は、激突の衝撃で一気に亀き裂れつが走った。亀裂は導火線のように腕を駆け上り、肩から胸、頭、全身に広がって、そして――弾はじけた。

「なんでだ……なんでだぁあぁあああッ！」

　血を吐くような断末魔の叫びと共に、薄野の体は粉々の塵ちりになって虹にじの海に散った。
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「もう一生そのままで良いいと思う」

　駆け寄って声を掛けたら光里はすぐに目を開けた。その第一声がこれだった。

「……え？」

　ずい、と鼻の頭が触れ合うほどに距離を詰めて、光里は俺の頭の猫耳と掌てのひらの肉球と尻尾しつぽを無心に触り始める。

「コンちゃんと陽ようちゃんが合体するなんて。一粒で二度おいしいとはこのことだよ」

　もふもふもふもふもふもふもふもふ。

「あの……光里さん？」

「大丈夫か」とか「助けに来たぜ」とか「遅くなっちまって悪かったな」とか、いくつか考えておいたかっこいい台詞せりふが全すべて封殺された。完全に光里のペースである。

　薄野のような外道に攫さらわれていたので何か酷ひどいことをされたんじゃないかと不安だったが、光里の様子を見る限り全然平気そうだ。良かった良かった。

　しばらくもふもふした後、光里は唐突に俺に抱きついてきた。正面から背中に手を回して、かなりきつく。

「ど、どうした光ひか里り!?」

「うん。やはりこれは抱き締めざるを得ない」

　光里の細い手は背中を迂う回かいして俺おれの耳と尻尾しつぽを絶えずもふり続けている。気に入りすぎじゃないか、この体？　これじゃ本当に戻ることを許してくれないかも――

「助けてくれてありがとう、陽ようちゃん」

　不意に、俺の耳元で囁ささやくようにして光里が言った。

「……遅くなって、ごめんな」

「いいよ。来てくれただけで嬉うれしい。コンちゃんもありがとうね」

　光里の笑顔を見て、俺の中でコンが喜んでいるのを感じた。

「よし。じゃあみんなを連れてここから出ようぜ。こんな不思議空間にずっと居たら頭おかしくなっちまうよ」

「ちょっと待って、陽ちゃん。私はまだあの人に話がある」

　そう言って光里は、俺の思し念ねん糸しでぐるぐる巻きにされた薄すすき野のの方へ近づいていった。虹にじの海に散ってしまった後、そのままにしておくのは流石さすがにまずいと思って影かげ時とき達のときと同じように欠片かけらを集めて人の形に再構成してやった。しかしただの思念能力者と紡ぎ手はやはり性質が違うのか、薄野の心は影時達のときのようには見えなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　だから、未いまだに俺おれにはこいつが何を考えているのかよくわからない。動きを封じてたって危険人物であることに変わりはないのだ。

「お、おい光ひか里り！　危ねえぞ！」

「大丈夫だよ」

　光里は落ち着き払った様子で薄すすき野のの正面に立った。

「薄野……さん」

　光里の呼びかけに、薄野はふてくされたような表情で目を開けた。

「なんだよ」

「考えてたの。どうしてあなたがこんなことをしたのか。ずっとわからなかったけど、さっきあなたが陽ようちゃんに言ってたことを聞いて、やっとわかった気がした」

　眉まゆを顰しかめた薄野に、光里は優しい声で問い掛けた。

「寂しかったから、じゃない？」

「……」

「元々あなたに紡ぎ手の力が目覚めたのは、友達が欲しかったからなんじゃないかって思ったの。でもあなたが生み出せる思し念ねん塊かいは、無生物を元にしたものだけだった。あなたにはそれが物足りなかったんじゃないの？　だから私の力を手に入れて、自分の言うことを聞くだけじゃなくて自分のことを受け入れてくれるような、心のある思念塊を生み出そうとした」

「……流石さすが」

　薄野は嘲ちよう笑しようした。

「『可愛かわいいと思ったものを思念塊化する』なんておめでたい力を持った紡ぎ手だ。頭ン中が良いい具合にメルヘントリップしてやがる」

「薄野さん。あなたは自分が社会から疎まれるような価値観しか持っていないって言ってたけど、私はそんなことないと思う。だって、あなたは人の心を推おし量はかるのがうまいから」

「はぁ？」

　薄野は呆あきれたように目を丸くした。……俺も同じような反応だったと思う。

　何を言ってるんだ光里。こいつのどこを見たら、「人の心を推し量るのがうまい」だなんて評価が下せるんだよ。

「だってあなたは、天川くんの思念糸を奪うことができたでしょ。他人の思し念ねん糸しを奪うにはその思念糸がどういう心の働きで生まれたかを理解していなければいけないんだったら、天あま川かわくんの心をうまく推し量ることが出来なければ、思念糸を奪うなんて出来ないはずだよ」

　……なるほど。言われてみりゃ確かにそうだ。「他人の気持ちがわかる」っていうと優しい奴やつみたいな印象を受けるけど、逆を言えば他人の気持ちがわからなかったら騙だましたり嵌はめたりすることも出来ないんだ。

「あなたには、天あま川かわくんの寂しさが理解できた。……共感できたから、じゃないの」

「くだらねえ」

　薄すすき野のは一言で切り捨てた。だが、もうその顔に笑みは浮かんでいなかった。

「はっきりしろよ。何が言いたい？　王子様に助けて頂いて心に余裕が生まれたから、哀れな悪者に情けでも掛けてやりたくなったのか？」

「そうかも知れない。あなたのしたことは許せないけど、でもあなたが居なかったらコンちゃんも居なかったって考えると、私はあなたを心の底から悪者だって思いたくないの」

「ならお前はまだ俺おれに騙だまされてるってことだな。お前がコンを好きな気持ちは、俺によってそうなるように仕向けられた紛まがい物だ」

「そうだとしても」

　光ひか里りは語気を強めた。

「私がコンちゃんのことを好きな気持ちは嘘うそじゃない。それに、あなたが私に好かれますようにって気持ちを込めて生み出したコンちゃんが、本当に良いい子だったことも嘘じゃない。あなたの中には、コンちゃんみたいな良い子を生み出す心があるんだって私は信じてる」

　俺は、街を壊してみんなを傷つけて光里を攫さらった薄野を、心底憎いと思っていた。怒りで思考に蓋ふたをして、こいつには良い心なんて一つもないと決めつけて掛かっていた。

　でも光里は違った。

　こいつは一時の感情で目を曇らせるようなことはしない。何が正しくて何が間違っているか、自分の頭で考えて、自分の信念に照らし合わせて判断する。

　だから――こんなに強いんだ。

「……宇う月づき光里」

　長い沈黙の末に口を開いた薄野は、初めて光里の名前を呼んだ。

「もっと近くに来い」

「わかった」

　光里は言われた通りに薄野との距離を縮める。俺は慌てて光里の腕を掴つかんだ。

「お、おい光里！　罠わなに決まってる、行くな！」

　拘束されているとは言え、何をしでかすかわからない相手だ。危険すぎる。

「大丈夫だよ。私を信じて」

　光里は自信たっぷりにそう言って、やんわりと俺の手をどかした。

「俺の体に触れろ」

「体って、どこ？」

「どこでもいい」

「じゃあ、えい」

　光ひか里りは指をチョキの形にして、薄すすき野のの両目を突いた。

「ぐああぁあぁっ!?　な……なにしやがる!?」

「え、だって体のどこでも良いいって」

「だからって躊ちゆう躇ちよなく眼球を選ぶな！」

「ああ、ごめんなさい」

　なんて怖ろしい女の子だ……。流石さすがは光里。しかし、素直に目つぶしされて悶もだえているところを見ると、薄野には本当に光里を罠わなに掛けるつもりはなかったようだ。

　光里は改めて薄野の額ひたいに触れた。

「薄野、お前一体何するつもりだ？」

「黙ってろガキ」

　次の瞬間、薄野の体からぶわっと二種類の思し念ねん糸しが立ち上った。黄金の糸と、緑色の糸。

　あれは……薄野が奪い取った、天あま川かわとコンの思念糸だ！

　金と緑の思念糸は、それぞれが意志を持っているかのごとく動き、薄野の額に触れる光里の指を伝って、腕から体へと巻き付いた。

「返してくれるの？」

「……ただの気まぐれだ。要いらねえならよこせ」

「ううん、要る。ありがとう」

　微笑ほほえんだ光里に、薄野は負け惜しみのような舌打ちを返した。



    

  
    
      


最終章
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「しかし凄すごいものだな。思念紡績協会の情報操作力というか、隠いん蔽ぺい技術は」

　放課後の屋上で新聞を開きながら、影かげ時ときは感心したように息を吐いた。

「和わ田だ川かわ市全体を巻き込んであれだけのことが起きたと言うのに、なんのニュースにもなっていない」

「まあね」

　と天あま川かわは、別段誇らしそうな様子も無く肯定した。

「あそこまで損壊した街をほぼ全すべて元通りまで直したんだ、あとは火ひお威どし先輩の思念力で記憶を操作するだけだったよ」

「それにしてもよくあの有様から一日で復興させられたよな……」

　薄すすき野のを捕まえるまでにも凄すさまじく手こずったが、後始末はそれ以上に大変だった。戦場となった和田川市は完全に荒野と化しており、それを陽よう太たや影時や天川が協力して直していったのだ。

「陽太がぐちゃぐちゃになった道路や建物その他ほかもろもろを全部分解して正しい形に混ぜ直してくれたおかげだな」

「君の新しい思念力も随分役に立ったと思うけどね」

「ところで天川。薄野はこれからどうなるんだ？」

「犯罪を犯した思念能力者専用の刑務所のような施設にぶち込まれる。当分は出てこられないだろう。仮に出所したとしても、あの様子じゃもう悪さを働く気力はなさそうだ」

　天川は屋上の手すりに身を預け、自分の掌てのひらを見つめた。

「まさか、あいつがこの力を返すなんて思わなかった」

『金銭の価値を力に換える』思念力。天川の思し念ねん糸しは、光ひか里りを経由して再び天川に戻ってきたのだった。

「これからも使うのか？」

「そりゃあ使うよ。便利だからね、こっちの方が。まあ――今までとは思念力の原理が変わってるから、慣れるまでちょっと時間が要いるかも知れない」

「そうか……」

　天川は、これまで同様思念紡績協会で働き続けるらしい。本人曰いわく、「働く理由は変わっても働かなければいけないことに変わりはない」そうだ。そう言った天川の横顔は、どこか吹っ切れたように晴れやかだった。

　心配された記憶喪失の方も大したことはない。断片的に失われた部分はあるものの、今までの関係性が崩れるようなことはなかった。恐らく、本当に大事な記憶は、天あま川かわの心が無意識に代価にすることを拒んでいたのだろう。

　そして――影かげ時ときは。

「君は良いいのかい？　『天てんむすを失った今の俺おれは弱い』とか言ってたくせに」

「それは飽くまで『天むすが居た頃ころに比べれば』という話さ。自分に力があり、そしてそれが求められているのならば、やはり俺は戦うべきだと思った」

「ふーん」

「それにな、こう考えることにしたんだ。この新しい力は、俺一人だけのものじゃない。天むすが残してくれたものなんだと。そうだろう、天むす？」

　呼びかけに応えるように、影時の髪の中から名古屋名物「天むす」のような独特の配色をした一匹のハムスターが顔を出した。ハムスターは影時の肩を駆け下りて掌てのひらの上にちょこんと座る。

「なんだ、ペレットが食べたくなったのか？　よしよし、教室に戻って一緒に食べよう」

「一緒には食うなよ」

「そういうわけで天川、俺はちょっと失礼する」

「ペットに入れ上げるバカ飼い主みたいだな。……ああ、そうそう真ま上がみ」

　屋上を去る影時の背中を天川は呼び止めた。

「火ひお威どし先輩の電話番号、知りたい？」

　影時は恐るべき速さで振り向き、携帯を取り出した。

「教えてくれるのか！」

「いや、教えないけど。知りたいかどうか訊きいただけ」

「……」

「あれ、何その顔。僕を笑わせるためにそんな面白い顔をしていてくれるなんて、君は優しいね」

「酷ひどすぎる！」

　くうぅ、と涙を拭ぬぐい、影時は両手を組み合わせて天に掲げた。

「陽よう太た！　やっぱり俺はお前と話がしたいよ！　ほのぼのとした話がしたいよ！」

「残念だけど彼は今光ひか里りちゃんと二人で絶賛青春中だよ」

「クソォォオォォオォ!!　超新星爆発しろォォオオォオ！」

　影時は泣きながら走りだしてしまった。天川は笑い、哀愁漂うその背中に手を振った。
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　目的地に向かう俺の足は、多分不自然なくらいの速さで回転していたと思う。だけどそのくせ、わざわざ遠回りをして、たっぷりと時間を掛けなければ、光里との待ち合わせ場所である西公園に辿たどり着くことはできなかった。

　昨日のデートが中途半端になってしまったから、伝えられなかったことを今日伝える。

　それが目的なのに、気持ちはもう固まっているのに、いざ口に出して伝えなければならないと思うとビビリでチキンでヘタレな俺おれは二の足を踏んでしまって、家を出るときの「朝だ朝言おう」という決意は「やっぱり次の休み時間にしよう」「いや、やっぱり余裕を持って昼休みだな」「放課後に帰り一緒に誘って……」「あ、駄目だコレ無理無理。一いつ旦たん心落ち着けてから、家に帰ってから電話で誘おう」このように衰退を続け、今では「明日でいいんじゃないかな」という思いが鎌かま首くびをもたげてくる始末。明日でいいわけねえだろうがバカ。

　俺は学校の外周十周分の酸素を取り込んでようやく覚悟を固め、光ひか里りに電話を掛け、「お伝えしたいことがありますのでご面倒かとは思いますが西公園までご足労願います」と約束を取り付けたのだった。電話越しの光里も息を呑のんでいた。ということは、やはり向こうも覚悟を決めてくるのだろう。

　もう後戻りは出来ない。いや、しない。

「こ、こんにちは」

　ベンチに腰掛けて妄想――いや瞑めい想そうしていたところを、光里に声を掛けられた。

　放課後からもう随分時間が経っている。一旦家に帰って着替える時間は十分あったはずなのに、光里は制服姿のままだった。しかもかなり汗をかいている。……こいつひょっとして、俺と同じように落ち着かなくてそこら中ぐるぐる歩き回ってたんじゃ？

「今日は暑いね。二日続けて晴れてくれたのは嬉うれしいけど」

「あ、ああ……そうだな」

　会話終了。いつもならとめどなく続くたわいもない幸せな時間は、今日に限っては十秒も保もたなかった。

「あ、あー……コンはあれから、どうだ？　なんか変わったことあったか？」

　苦し紛れの時間延ばしの策。我ながら姑こ息そくである。

「ううん、特には。可愛かわいいいつものコンちゃんのままだよ。強しいて言えばちょっと手触りが良くなったかも」

「て、手触りが？　変わるモンなのか？」

　まあ、ストレスがなくなると肌が綺き麗れいになる、みたいなモンなんだろうか。

　ともあれ、コンの悩みは無事解消されたようだ。よかったよかった。

「それで、陽ようちゃん。……伝えたいことって、何？」

　さあ、ついに来てしまいましたよ。男を見せろ、日ひ渡わたり陽よう太た。

「昨日観覧車の中で、お前、俺に伝えようとしてくれただろ。お前の気持ちを」

　光里は顔を赤らめて俯うつむいた。ほっそりした顎あごが、こくんと小さく上下する。

「……うん」

「それはそれで、その、すげー嬉うれしかったんだけど……でもやっぱ、そういうのは俺おれから言わなきゃ駄目だと思ったんだ。だから、先に聞いてくれ。俺の気持ちを」

　もうこの時点で、「伝えたい気持ち」なんてバレバレだろう。だけど――それでもやはり、言葉にしなければならない。互いにわかってればいい、というものじゃない。伝えようと思ったこと、そして伝えようとしたこと自体が、重要なんだ。

　光ひか里りの瞳ひとみを見つめ、爆発しそうな鼓動を抑え、ありったけの想おもいを込めて、俺はその言葉を口にした。

「俺は、お前が好きだ。世界中で一番大好きだ。大した取り柄もない俺だけど、この想いだけは自信を持って世界一だって言い切れる。だから――ずっと、一生、俺の傍に居てくれ。俺と一緒に生きてくれ。何があったって絶対に俺がお前を守るし、必ず、お前のことを世界で一番幸せにするから」

「嫌です」

「えええええええええー!?」

　か……間髪入れずに!?　断られた!?　え、うそ、マジで!?　なんで!?

　もうショックを通り過ぎて頭が麻ま痺ひし、俺はその場で完全にフリーズしてしまった。脳内会議の意見は与党野党共に「もう死ぬしかないんじゃない」で一致している。

　目が死んだ魚というか、全身が死んだ魚、いっそのこと私は魚の死体になりたいと思って固まっていた俺の頬ほおを、悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべた光里の指が優しく撫なでた。

「『世界で一番幸せにする』なんて約束、無意味だよ。だって、今この瞬間、私はもう世界一幸せな女の子になっちゃったんだよ？」

「……へっ？」

「陽ようちゃんにそんなこと言ってもらえた時点で、私が幸せなのは当たり前なの。だからこの先は、陽ちゃんが世界一幸せになってくれなきゃ嫌なの。わかった？」

「……」

　なんかもう、泣きそうだった。多分これは、嬉し泣きとも違う。

　光里が可愛かわいすぎて泣きそうなのだ。言うなれば「可愛泣き」。

「光里……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた俺の顔を、ごく自然な滑らかな動きで、光里の手が引き寄せた。そして――互いの唇が、重なる。

　本人の言った通りだった。

　ほんのり柑かん橘きつ系風味の光里の唇は、夢のように柔らかかった。

　一瞬だったのか永遠だったのか、どのくらいそうしていたかわからない。

　やがて唇が離れる。夢見心地でぼーっと頭の働かない俺を、光里のしかめっ面と続く言葉が現実に引き戻した。

「陽ようちゃん、汗臭い」

「……あ」

　しまった。炎天下の中をひたすら彷徨さまよい続けたせいで全身汗ぐっしょりだった。

「ご、ごめん」

　慌てて光ひか里りから一歩離れる。

「……でも、多分私も臭におってる、かも」

　光里はくんくんと自分の匂においを嗅かぎ始めた。

「いや、そんなことなかったと思うけど……」

　むしろ汗すらも良いい匂い。女の子って不思議。

「とりあえず」

　光里がぐっと俺おれの手を引いて、家の方に歩き出した。

「一緒にシャワー浴びて、続きはそれからにしよう」

「ああそうだな……って、ええ!?　うぇえええ!?」

　い……今までで一番過激な発言じゃないですかそれ!?　しかも腕を引く力が強い！　本気だこの子！

「ちょ、ちょっと待て！　流石さすがにまずいって！　は……離して！」

「ねえ陽ちゃん」

　くるりと振り返った光里は、輝くような満面の笑みを浮かべて言った。

「私今、最高に幸せだよ」

　――その笑顔を見て、俺はしまったなと思った。

　いきなり約束を破ってしまうかも知れない。

　ごめん光里。お前のこと世界で一番幸せにするって言ったけど――

「……俺だって、そうだよ」

　やっぱり一番は、俺自身が貰もらうことになりそうだ。



    

  
    
      


あとがき



　いわゆるネタ帳というものを私も持っております。私のネタ帳は主に、日々の生活の中でふと思いついたアイディアを忘れないようにメモしておくために使っているので、中身は非常に変態的なものになっております。

　先日友人が部屋に遊びに来たとき、無造作に机の上に置いてあった私のネタ帳を「なにこれ？」と拾い上げて表紙をめくりました。止める暇はありませんでした。

・裸鼻メガネ←オススメ！

　と大きく書かれたページを見た彼は、そっとネタ帳を閉じて、優しい目で「ごめんな」と謝りました。「ち、違うから！　仕事！　これ仕事で使うヤツだから！」と言ったら誤解は余計に深まりました。

　さて、この本を手に取って下さった皆様、ありがとうございます。そして発売が遅れてしまって本当に申し訳ありません。

　最終巻ということで、可能な限り今までに登場したキャラ全員に見せ場を持たせた上ですっきりと終われるように努力しました。楽しんで頂ければ幸いです。

　そんなわけで、「Ｔとパンツとイイ話」はこの巻でお終いです。今までお付き合い頂きありがとうございました。

　次のお話は、おそらく異世界のファンタジーものになるはずです。Ｔパンとはちょっと違う雰囲気の作品にしようと思っていますので、そちらもまた是非よろしくお願い致します。

　それでは、またの機会まで。

　どうもありがとうございました。



平成二十四年十月二十一日　　　　本もと村むら大たい志し



    

  
    
      


　著者

　本村大志（もとむら・たいし）

　　静岡県焼津市出身。次元の違う祖母に勘当を解かれ、現在は焼津市在住。

　　「Miiで簡単に作れそうな顔している」とよく言われる。



　イラスト

　前田理想（まえだ・りそう）

　　海からの風に守られている町在住。

　　素敵な出会いや別れ、始まりや終わりを経験する傍らマンガやイラストを描いております。



　　公式HP 「S__H」

　　http://kokusangyuhorumon.blog111.fc2.com/



    

  
    
      

Ｔとパンツとイイ話３



著者名……本村大志

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー
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